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If you teach a person what to learn， 

you are preparing for the past. 

If you teach him how to learn， 

you are preparing him for life. 

Houle 1967 
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1 .歯学研究科のカリキュラムポリシー・ディプロマポリシー

0歯学研究科修士課程

カリキュラム・ポリシー

ディプロマポリシーで示した目標を学生が達成できるよう、以下の方針に基づき教育課

程を編成 ・実施します。

① 歯科学 ・歯科医療 ・口腔保健に関する専門科目及び学際的科目を提供し、修士論文作成

等に係わる研究活動に専心できる教育環境を提供します。

②研究者や高度職業人に求められる高い倫理観を育む機会、国内外の最先端の歯科学研

究成果・歯科医療技術を学ぶ機会、およびコミュニケーション能力と高度専門技術の獲

得を可能にする実践の場を提供します。

③ 学修成果の評価基準を明示するとともに、修士論文等に基づいて研究成果の審査及び

試験を適切に行う。

ディプロマ・ポリシー

歯学研究科では次に掲げる目標を達成した学生に修士の学位を授与します。

①広い視野と歯学 ・歯科医療 ・口腔保健等に関する専門的知識と高度な技術に基づいて、

当該分野において専門的な研究を遂行する能力、または、高度に専門的な職業に従事す

る能力を有していること。

②歯学 ・歯科医療 ・口腔保健に関する社会的および学問的ニーズを踏まえつつ、高い倫理

観と責任感をもって、健康と福祉の向上に貢献できること。

③国際的視野とコミュニケーション能力を有し、それによって専門的な研究成果を発信で

きること、または、高度に専門的な職業に活かせること。

0歯学研究科博士課程

カリキュラム・ポリシー

歯学研究科では、ディプロマポリシーで示した目標を学生が達成できるよう、以下の方針

に基づき教育課程を編成 ・実施します。

① 歯学研究に必要な専門科目および学際的科目を提供することで、歯学 ・歯科医療 ・口腔

保健についての豊かな学識とそれに基づく論文作成を通して、専門分野および異分野

融合領域に関する高度な知識、技能の獲得を促進します。

②研究遂行に求められる高い倫理観やリ ーダーシップを育む機会、および国内外で最先

端の研究成果を学び、発信する場を提供します。

③ 学修成果の評価基準を明示するとともに、博士論文および課題研究業績等に基づいて
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研究成果の審査 ・試験を適切に行います。

ヂィプロマ・ ポリシー

歯学研究科では、次に掲げる目標を達成した学生に博士の学位を授与します。

① 豊かな学識と高度な専門的知識・技能に基づいて、歯学分野において自立してZ蛸 Ij的か

つ学際的な研究を完遂できる能力を有すること。

② 社会的 ・学問的課題を探究し、歯学のリーダーとして独自の発想や高い倫理と責任をも

って次世代研究を推進し、社会および学問の発展に貢献できること。

③ 国際的視野と高度なコミュニケーション能力を有し、世界水準の研究成果を発信し、そ

れによって国内外における歯学研究を先導できる こと。
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2.歯学研究科履修内規

(趣旨)

制定平成17年 12月 27日

最終改正 令和 3年 3月 17日

第 I粂この内規は，東北大学大学院歯学研究科規程(昭和 47年規第 24号。以下「規程」 とい

う。)第 4条第 3項の規定に基づき，東北大学大学院歯学研究科(以下「本研究科j という。)

の授業科目，単位数及び履修方法について定めるものとする。

(授業科目単位数及び履修方法)

第 2条 本研究科の授業科目，単位数及び履修方法は，修士課程にあっては別表第 Iに，歯学を履

修する課程(以下 「歯学履修課程Jという。)にあっては別表第 2による。

附則

1 この内規は，平成 18年 1月 1日から施行する。

2 平成 16年度以前に入学した者の授業科目，単位数及び履修方法については，この内規の規定に

かかわらず，この内規施行の日の前日において改正前の規程により適用されていた授業科目，単

位数及び履修方法とする。

附 則(平成 19年 3月 14日改正)

この内規は，平成 19年 4月 1日から施行する。

附 則(平成 20年 2月 20日改正)

この内規は，平成 20年 2月 20日から施行し，平成 19年 11月 1日から適用する。

附 則(平成 21年 3月 18日改正)

この内規は，平成 21年 4月 1日から施行する。

附 則(平成 23年 3月 23日改正)

この内規は，平成 23年 4月 1日から施行する。

附則(平成24年 11月 18日)

改正(平成25年 3月 13日)

1 この内規は，平成 25年4月 1日から施行する。

2 平成 24年度以前に歯学履修課程に入学，再入学，進学した者の授業科目，単位数及び履修方法

は，改正後の別表第 2の規定にかかわらず，なお従前の例による。

附則(平 成 25年 3月 13日)

1 この内規は，平成 25年 4月 1日から施行する。

2 改正後の別表第 2歯学特論:口腔腫痕制御学，歯学特論 :口腔分子腫蕩学，実験技術トレーニ

ング、コース:口腔腫虜制御学及び実験技術トレーニングコース :口腔分子腫療学については，平

成 25年 4月 1日において歯学履修課程に在学する者から適用する。

附 則(平成 25年 11月 20日改正)

この内規は，平成 26年 4月 1日から施行する。

附 則(平成 26年 2月 19日改正)

この内規は，平成 26年 4月 1日から施行する。

附 則(平成 26年 5月 21日改正)

この内規は，平成 27年 4月 1日から施行する。

附 則(平成 30年 2月 21日改正)

l この内規は，平成 30年4月 l日から施行する。

2 改正後の別表第2歯学特論:機能画像歯科学，歯学演習 :口腔腫寝制御学及び歯学演習:機能画

像歯科学，実験技術トレーニングコース:機能画像歯科学については，平成 30年4月 1日において

歯学履修課程に在学する者から適用する。

附則(平成 31年 2月 20日改正)

1 この内規は，平成 31年4月 l日から施行する。
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2 改正後の別表第 1 研究技術トレーニング:頭蓋顔面先天異常学，別表第 2 歯学特論 :頭蓋顔面

先天異常学，歯学演習 :頭蓋顔面先天異常学，実験技術トレーニングコース:頭蓋顔面先天異常学に

ついては，平成 31年 4月 1日において歯学履修課程に在学する者から適用する。

附員1](令和 2年 2月 19日改正)

1 この内規は，令和 2年 4月 1日から施行する。

2 改正後の別表第 l 研究技術トレーニング:歯科医用情報学， 研究技術トレーニング:国際連携

イノベイティブ歯学，医の倫理 ・社会の倫理，イノベイティブ基礎歯学，別表第2 歯学特論:歯科

医用情報学，歯学特論 :国際連携イノベイティブ歯学，歯学特論:医の倫理 ・社会の倫理，歯学特

論:イノベイティブ基礎歯学，歯学演習:歯科医用情報学，歯学演習 :国際連携イノベイティブ歯学，

実験技術トレーニングコース :歯科医用情報学，実験技術トレーニングコース :国際連携イノベイテ

ィプ歯学については，令和 2年 4月 1日において歯学履修課程に在学する者から適用する。

附則(令和 3年 3月 17日改正)

この内規は，令和 3年 4月 1日から施行する。
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別表第 1 (修士課程)

区分 授業科 目 単位数 備考

歯学概論 2 

必 歯科臨床概論
{彦 病院見学実習
科
目 専門歯科学 4 

修士論文特別研修 7 

研究技術 トレーニング :口腔生化学 1 3科目

研究技術 トレーニング :口腔微生物学 3単位以上

研究技術 トレーニング :口腔分子制御学 1 

研究技術 トレーニング :歯内歯周治療学

研究技術 トレーニング :歯科保存学 l 

研究技術 トレーニング :国際歯科保健学

研究技術 トレーニング :歯科法医情報学 1 

研究技術 トレーニング :予防歯科学

研究技術 トレーニング :小児発達歯科学

研究技術 トレーニング :頭蓋顔面先天異常学 l 

研究技術 トレーニング :顎口腔矯正学

研究技術 トレーニング :口腔生理学 1 
研究技術 トレーニング :歯科薬理学

選 研究技術 トレーニング :口腔病理学
択 研究技術 トレーニング :歯科医用情報学 1 
必

研究技術 トレーニング :顎顔面 ・口腔外科学{彦
科 研究技術 トレーニング ;歯科口腔麻酔学 1 
目 研究技術 トレーニング :総合診療学

研究技術 トレーニング :口腔器官解剖学

研究技術 トレーニング :顎口腔組織発生学 1 

研究技術 トレーニング :歯科生体材料学

研究技術 トレーニング :顎口腔機能創建学 1 

研究技術 トレーニング :口腔システム補綴学

研究技術 トレーニング :分子 ・再生歯科補綴学 1 

研究技術 トレーニング :加齢歯科学 1 

研究技術 トレーニング :国際連携イノベイティブ歯学

研究技術 トレーニング :共創歯学 1 

研究技術 トレーニング :地域口腔健康科学

研究技術 トレーニング :口腔腫揚制御学 1 

研究技術 トレーニング :機能画像歯科学

研究技術 トレーニング :歯科再生歯工学 l 

歯科生物学 2 6科目

歯科病態学 2 1 2単位以上

再生医用材料学 2 

ヂジタノレ歯工学概論 2 

選
食品科学 2 

択 国際歯科保健学 2 

科 社会歯科学 2 
目

総合歯科学 2 

口腔育成学 2 

口腔修復 ・回復学 2 

顎口腔機能学 2 

障害者歯科学 2 

-5-



前齢者歯科学 2 

感染予防歯科学 2 

顎口腔再建学 2 

臨床デ、ジタル歯工学 2 

災害歯科医学 2 

環境歯ヤ 2 

口腔免疫病態制御学※ 2 

長寿口腔科学※ 2 

口腔健康科学持論 2 

医の倫理・社会の倫理

イノベイティブ基礎歯科学 I 

形質人類学基礎 1 

がん口腔ケア特別研修

備考学生は，その他研究科が許可した授業科目を履修することができる。

※連携講座一主任指導教員と相談の上履修すること。
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別表第 2 (歯学履修課程)

区分 授 業 科 目 単位数 備 考

必 博士論文特別研修(1) 1 
h牽

博士論文特別研修(2) 4 科
目 博士論文特別研修(3) 4 

歯学特論 :口腔生化学 3 所属する大講座

歯学特論 :口腔微生物学 3 の中の 1分野の

歯学特論 :口腔分子制御学 3 科目を含む 3科

歯学特論:歯内歯周治療学 3 目 9単位以上

歯学特論 :歯科保存学 3 
がんプロコース

は臨床腫揚学
歯学特論 :国際歯科保健学 3 1， n， mの 3
歯学特論 :歯科法医情報学 3 科目 9単位必修

歯学特論 :予防歯科学 3 

選
歯学特論:小児発達歯科学 3 

歯学特論 :頭蓋顔面先天異常学 3 

択 歯学特論 :顎口腔矯正学 3 

歯学特論 :口腔生理学 3 

必 歯学特論 :歯科薬理学 3 

歯学特論 :口腔病理学 3 
4妻

歯学特論 :歯科医用情報学 3 

科
歯学特論 :顎顔面 ・口腔外科学 3 

歯学特論 :歯科口腔麻酔学 3 

目 歯学特論 :総合診療学 3 

歯学特論 :口腔器官解剖学 3 

歯学特論 :顎口腔組織発生学 3 

歯学特論 :歯科生体材料学 3 

歯学特論 :顎口腔機能創建学 3 

歯学特論 :口腔システム補綴学 3 

歯学特論 :分子 ・再生歯科補綴学 3 

歯学特論:加齢歯科学 3 

歯学特論 :国際連携イノベイティブ歯学 3 

歯学特論 :共創歯学 3 

歯学特論 :地域口腔健康科学 3 

歯学特論 :口腔腫蕩制御学 3 

歯学特論:機能画像歯科学 3 

歯学特論 :歯科再生歯工学 3 

歯学特論 :口腔免疫病態制御学 ※ 3 

歯学特論 :長寿口腔科学 ※ 3 

歯学特論 :臨床腫癖学 I 3 

歯学特論 :臨床腫癖学 II 3 

歯学特論 :臨床腫蕩学 III 3 

歯学特論 :口腔健康科学特論 2 

歯学特論 :医の倫理 ・社会の倫理

歯学特論 :イノベイティブ基礎歯学 1 

歯学特論 :形質人類学基礎
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区分 授業科目

歯学演習:口腔生化学

歯学演習:口腔微生物学

歯学演習:口腔分子制御学

歯学演習:歯内歯周治療学

歯学演習 :歯科保存学

歯学演習:国際歯科保健学

歯学演習:歯科法医情報学

歯学演習:予防歯科学

歯学演習:小児発達歯科学

歯学演習:頭蓋顔面先天異常学

歯学演習:顎口腔矯正学

歯学演習:口腔生理学

歯学演習:歯科薬理学

歯学演習:口腔病理学

歯学演習:歯科医用情報学

歯学演習:顎顔面・口腔外科学

歯学演習:歯科口腔麻酔学

歯学演習:総合診療学

歯学演習:口腔器官解剖学

歯学演習:顎口腔組織発生学

歯学演習:歯科生体材料学

歯学演習:顎口腔機能創建学

歯学演習:口腔システム補綴学

歯学演習:分子 ・再生歯科補綴学

歯学演習:加齢歯科学

歯学演習:国際連携イノベイティブ歯学

歯学演習:共創歯学

歯学演習:地域口腔健康科学

歯学演習:口腔腫痕制御学

歯学演習:機能画像歯科学

歯学演習:歯科再生歯工学

歯学演習:口腔免疫病態制御学 ※ 

歯学演習:長寿口腔科学 ※ 

実験技術トレーニングコース:口腔生化学

実験技術 トレーニングコース:口腔微生物学

実験技術トレーニングコース:口腔分子制御学

実験技術トレーニングコース:歯内歯周治療学

実験技術トレーニングコース:歯科保存学

実験技術トレーニングコース:国際歯科保健学

実験技術 トレーニングコース:歯科法医情報学

実験技術 トレーニングコース:予防歯科学

実験技術トレーニングコース:小児発達歯科学

実験技術トレーニングコース:頭蓋顔面先天異常学

数

一

位

一2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

-2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

単 備考

所属する大講座

の中の l分野の

科目を含む 3科

目 6単位以上

所属する大講座

の中の 1分野の

科目を含む 3科

目 6単位以上

選

択

必

修

科

自
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区分 授 業 科 目 単位数

実験技術トレーニングコース :顎口腔矯正学 2 

実験技術トレーニングコース:口腔生理学 2 

実験技術トレーニングコース:歯科薬理学 2 

実験技術トレーニングコース:口腔病理学 2 

実験技術トレーニングコース :歯科医用情報学 2 

実験技術トレーニングコース:顎顔面 ・口腔外科学 2 

実験技術トレーニングコース:歯科口腔麻酔学 2 
選 実験技術トレーニングコース :総合診療学 2 

択
実験技術トレーニングコ}ス :口腔器官解剖学 2 

実験技術トレーニングコース :顎口腔組織発生学 2 

必 実験技術トレーニング‘コース:歯科生体材料学 2 

実験技術トレーニングコース :顎口腔機能創建学 2 

修 実験技術トレーニングコース :口腔システム補綴学 2 

実験技術トレーニングコース :分子 ・再生歯科補綴学 2 
科 実験技術トレーニングコース:加齢歯科学 2 

実験技術トレーニングコース:国際連携イノベイティプ歯学 2 
目

実験技術トレーニングコース:共創歯学 2 

実験技術トレーニングコース:地域口腔健康科学 2 

実験技術トレーニングコース:口腔腫蕩制御学 2 

実験技術トレーニングコース:機能画像歯科学 2 

実験技術トレーニングコース :歯科再生歯工学 2 

実験技術トレーニングコース:口腔免疫病態制御学 ※ 2 

実験技術トレーニングコース:長寿口腔科学 ※ 2 

実験技術トレーニングコース :口腔がん健診特別研修

備考学生は，その他本研究科が許可した授業科目を履修することができる。

※連携講座一主任指導教員と相談の上履修すること

-9-
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3.修了要件及び履修方法

I. 修士課程

|各系の特色|

1. 基盤歯学系

歯学研究科に所属するすべての教員から指導を受けることが可能である。歯学研究科

には歯学 ・歯科医療に関わる多岐にわたる専門の教員が在籍している。寄付講座 ・連携

講座等の教員からの指導も可能である。それぞれの興味と課題に合わせて課題解決や研

究方法を学び，学部教育で学んだことを歯学へ発展・展開することが可能である。

授業内容:歯学全般を広く学ぶことができる。加えて個々のパックグランクンドに

合わせて、多様なカリキュラムを設定することが可能である。

修了後の主な進路

・歯学研究科博士課程(歯学履修課程)への進学

-医療 ・製薬 ・食品関連企業， 医療機器開発企業， 官公庁(特に医療系)など

2. 口腔保健学系

国は地域共生社会の実現に向けて、多職種の連携や協働などを地域で実現させるため

の仕組み 「地域包括ケアシステムJを導入している。口腔の健康は多くの全身疾患とも

関係するとともに、社会的な影響も大きな事がわかっている。歯学研究科では、地域自

治体とも連携した研究活動を実施しており、そのための実践的な研究活動の場が準備さ

れている。

授業内容:地域から収集したデータの解析方法などを実践的に学び、関連する国の制

度や研究手法についての講義を選択することが可能になっている。

修了後の主な進路

-歯学研究科博士課程(歯学履修課程)への進学
.各自治体の保健医療行政担当者

-医療機関 ・介護施設等

3. 医療工学系

歯学研究科では、学内外との異分野融合共同研究により、工学的な技術を歯科に応用

した機材 ・技術開発を実施してきている。 さらに、人工知能の技術を使ったアプリの開

発等も主導している。こういった新たな技術を用いた画期的な商品開発への参加を通じ

て、基礎的な研究や技術の取得が可能である。

授業内容 :東北大学金属材料研究所および工学研究科、東京工業大学、医療機器企業
および認証機関、 IT企業などとのコラボレーションを通じて様々な機材・

技術開発を行う。そういった最先端の技術の一端に触れるような、基礎的

な研究技術や知識を取得する。

修了後の主な進路
-歯学研究科博土課程(歯学履修課程)への進学

-医療 ・製薬 ・食品関連企業，医療機器開発企業，官公庁(特に医療系)など

・研究開発機関、医療機関 ・介護施設等
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4.食学系

歯学研究科では、これまで高齢者に多い味覚障害に関する研究や食品会社との共同研

究による食品の開発やその公的評価、さらには臨床部門では摂食鴨下機能センターなど

と協働してきた。我が国の食品安全や独立行政法人医薬品医療機器総合機構等に関わ

っている教員もおり、広い意味での食には多くの教員が携わっている。基礎的な食品開

発から、摂食味下関連の臨床的知識まで幅広く履修 し、「薬食同源J・「医食同源Jのレギ

ュラ トリーサイエンス研究を推進することが可能である。

授業内容 :高齢者に関連する味覚障害や照食鴨下機能障害やそれに対する対応策、さ

らには、食品開発から、安全性や有効性の評価といった レギュラトリーサ

イエンスなど多様な授業から選択することが可能となっている。

修了後の主な進路

-歯学研究科博士課程(歯学履修課程)への進学
.食品や関連する企業等

匠盟
本研究科修士課程を修了しようとする者は、同課程に 2年以上在学し、歯学研究科履

修内規別表第 1(P. 3)の授業科目のうちから 30単位以上(必修科目 18単位及び

選択科目 12単位以上)を修得し、かっ必要な研究指導を受けた上、盤主益主を提出し、
その審査及び最終試験に合格しなければならない。

匿亙E
1. 必修科目の履修について

①歯学概論、歯科臨床概論及び病院見学実習は、 1年次において、授業計画表により

履修すること。
②専門歯科学は、 2年次において、主任指導教員の指示により履修すること。

③修士論文特別研修は、 1"-'2年次をとお して、主任指導教員の指示により履修する

こと。なお、1年次において、「大学院研究基礎論Iの受講及び「研究テーマ選定要

旨|の提出と、それに至るまでの専門知識の修得に対して単位が与えられる。

2.選択必修科目の履修について

研究技術トレーニングは、 1年次又は 2年次において、3つ以上の分野が開講する

コースを選択履修(1分野のコースにつき 1単位、合計 3単位以上)すること。

3.選択科目の履修について

選択科目は、 6科目 12単位以上を選択履修すること。

「医の倫理 ・社会の倫理」、fイノベイティブ基礎歯学J、「形質人類学基礎J、「がん

口腔ケア特別研修Jについては、各 1単位で単位数が少ないため、修了要件を満たす

には他に 6科目履修する必要がある。

「口腔免疫病態制御学j、「長寿口腔科学Jについては連携講座であるため、主任指

導教員と相談の上、履修すること。

4.授業の実施について

開講時期および時間割は授業担当教員と個別に相談の上、決定する。

5. 各系において推奨される科目

区 授業科目 基盤 口腔 医療

分 歯学系 保健学系 工学系

必 歯学概論 2 。
修 歯科臨床概論 1 。
科 病院見学実習 1 。
自 専門歯科学 4 。

修士論文特別研修 7 。
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ll. 歯学履修課程 (博士課程)

匿工盟
本研究科歯学履修課程(博士課程)を修了しようとする者は、同課程に 4年以上在学

し、歯学研究科履修内規別表第 2の授業科目のうちから 30単位以上 (歯学特論 9単位
以上、歯学演羽 6単位以上、実験技術トレーニングコース 6単位以上及び博士論文特別

研修9単位)を修得 し、 かっ必要な研究指導を受けた上、盟主益率を提出し、 その審査

及び最終試験に合格 しなければならない。

匿亙E
1.歯学特論、歯学演習及び実験技術トレーニングコースは、自分の所属する大講座の

中の 1分野の科目を必ず含む、合計 3つ以上の分野が開講する科目をそれぞれ履修す

ること。

歯学特論 :3単位の科目を 3つ(合計 9単位)以上

歯学演習 :3科目(合計6単位)以上

実験技術トレーニングコース :2単位の科目を 3つ(合計6単位)以上

醜座名

Z ヨロジ」歯今掃鹿

地域共'E社会館学講勝

揖態マネジメント歯学講胤

リハピヲテーション省官学講勝

臨床E軍司匝学I 3 

E量調専門宙科医コース科目 櫨床厳箔今日 3 

臨床雌語学III 3 

同健がん検量特別研檀ヨ ス科自

学際高等研究教育院指定科目 口腔健康科学特檎 2 

睡の曲忽 ・祉会町崎理 1 

定来型医療創造車選大学院プログヲム 指定科目 イノベイディプ泌倒産信者詳 3 

形質人類学基礎 1 

※l 連携講座…主任指導教員と相談の上選択すること。

ロ腔がん綾曹特別研修

エコロジー歯年
(1) (2) (3) 

地域共生社会術学
(1) (2) (3) 

病態マ3ドジメント指学
(1) (2) (3) 

※2 歯学辱論:口腔健康科学持論 (2単位)、歯学特論:医の倫理 ・社会の倫理(1単位)、
歯学特論:イノベイティブ基礎歯学(1単位)、歯学特論 :形質人類学基礎(1単位)、
実験技術トレーニングコース:口腔がん健診特別研修(1単位) …単位数が少ないため、
修了要件を満たすには、それぞれ他に 3科目履修すること。
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2.博士論文特別研修は、各大学院生が、所属する各分野において、博士論文の作成に

関わる専門知識を修得し、独自の研究を行い、論文を作成することに対して与えられ

る(1年次 1単位、 2年次4単位、3年次4単位、計 9単位)。

本研修は、研究内容及び研究手段が大学院学生ごとに異なるため共通のカリキュラ

ムは存在 しないが、よ主盗においては、「大学院研究基礎論jの受講及び「テーマ選定

盆謹ムの出席および発表と、それに至るまでの専門知識の修得に対 して1単位が与え
られる。 fテーマ漂定会議」の詳細については、後日周知する。

2年次から 3年次においては、分野ごとに個別に行われている文献抄読会、症例検

討会、研究セミナ一、研究経過報告会、診療等に参加し、また、各分野が関連する専

門学会への参加や発表を通して専門知識を修得し、これらの研究活動に対して 8単位

が与えられる。

その後、丘主主主において、それまでに得られた研究成果を 盟主益五として公表す

ることになる。

なお、卓越した研究であり、研究の進捗状況が速い場合には、研究科委員会の判断

により 、2年以上在籍した者に対して、 3年次で修得する単位を修得見込として、博

士論文の提出を許可することがある。

3. 単位修得について
①歯学特論、歯学演習および実験技術 トレーニングコースに関しては、1年間に履修

できる科目数を各々 3科目までとする。

②歯学特論、歯学演習および実験技術トレーニングコースについては、3年次までに

所定の単位を修得することも可とする。例えば、 1年次に歯学特論6単位、歯学演

習、実験技術 トレーニングコース各 2単位、 2年次に歯学特論 3単位、歯学演習、

実験技術トレーニングコース各 2単位、 3年次に歯学演習、実験技術 トレーニング

コース各 2 単位といった様に 2~3年間に分けて 1 コースないし 2 コースずつを修
得する ことも可とする。単位修得の標準的な学年割振表は下記に示すとおりである。

1年次 2年次 3年次 4年次 合計

歯学特論 9 9 

歯学演習 4 2 6 
実験技術トレーニングコース 2 4 6 
博士論文特別研修 1 4 4 9 

合計単位数 1 6 1 0 4 30 

m.雇修科目の届出について
修士課程の選択科目及び研究技術 トレーニング、博士課程の歯学特論、歯学演習及

び実験技術トレーニングコースの履修科目は、所定の期日まで教務係へ届け出ること。

届出の詳細については、オリエンテーションで説明する。

IV. 在学期間について
本研究科委員会が別に定めると ころにより、優れた研究業績を上げた者と認めた場

合には、修士課程は 1年以上、博士課程は 3年以上在学すれば足りるものとする。

また、職業を有している等の事情によって、標準修業年限(修士課程は2年、博士

課程は4年)を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修 し、 修了すること
を願い出た者については、審査の上、これを許可する ことがある。この制度の適用者

は 「長期履修学生J といい、当該学生の授業料支払総額は、標準修業年限による修了

者と同額になる。

長期履修制度は、入学時の申請を原則としているが、やむを得ない事情があると認

められた場合に限り 、在学中の変更申請を許可している。

やむを得ない事情とは、勤務先からの命令による勤務状況の変更などが想定される

が、まずは休学の可能性を検討し、休学を経ても通常の履修形態で修了出来る見込み

が立たない場合に限り、個別に審査の上、認めている。(詳細については、教務係へ問
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い合わせをすること)

v.英語における履修について
本研究科は外国人留学生等を広く受け入れている ことから、各授業科目については英

語によ る履修も可能とする。(履修の際は、授業担当教員に相談する こと)

4.歯学研究科授業科目と学修成果の対応表

豊かな学.と高度の専門的知..妓能に基づき、
広い国際的視野と高度なコミュニケーション能力

期待する 歯学分野において自立的に独創的な研究を遂行
を獲得し、世界水準の研究成果を発信することに

学修成果 できる能力、又lま曾科医療高度専門磯重量人とし
よって、国内外における歯学研究を先導するこ

て卓越した能力を有している
と、又lま歯科医療高度専門事量業のリーダーとして
当Z車線域を.引することができる

年次

博士課程
4年次

情士論文として公表

博士課程
【選択必修利目】

[玄な肉容]

3年次
歯掌特論 (DDE-DEN701) 【必修羽目】

博士銀程
歯実践学演妓習 (DDE -DEN702) 

情士論文特別研修 文献妙説会

術トレーニング (DDE-DEN703) 
(DDE-DEN711-13) 症例検討会

2年次
研究セミナー
研究経過報告会

博士課程 診大療学院研究基礎鎗
1年次 テマ選定会議

歯学、口腔科学の専門的知識を修得し、職務の
先進の研究技術を修得し、歯学、口腔科学に関

広範な歯学、口腔科学とその融合領続の知織を
期待する うえで有効活用し、高度に専門的な稼業のリー

修得し、高度に専門的な稼業のリーダーとして当
学修成果 ダーとして高い倫理感を持って当絞機嫌を毒事l した研究を遂行する能力を有している 2量破媛に活かす能力を有している

することができる能力を有している

年次

【選択羽目】 (DDE-DEN603)

歯羽生物学
歯車ヰ察態掌
再生医用材料掌
デジ予ル歯工学概論

修士課程 【必修羽田】
修士論文として公表

食品利掌
国際歯車ヰ保健掌2年次 専門歯利掌 (DDE-DEN601) 
祉会歯視学
総合歯利掌

【選択必修利】
口腔育成掌
口腔修復・回復学

研究妓術トレーニング
顎障曹口腔機能掌(DDE-DEN602) 

者歯車ヰ掌

【必修羽目】 寓'音響歯車ヰ掌
感染予防歯利掌掌修士論文特別研修
顎口腔再建

(DDE-DEN611 ) [まな肉容] 自床デジ予ル歯工学
大掌院研究基礎論 環境歯掌

【必修純白】 テーマ選定会 災智歯利医掌
修士銀程 歯学概論 (DOE -DEN501) 文献妙説会 口腔免疫療態制御学
1年次 歯利隆床概論 (DOE-DEN501) 症例検討会 長.口腔利革ヰ掌掌

療院見掌実習 (DOE-DEN501) 研究セミナー 口腔健康 特論
研究緩過報告会 医の倫理・社会の倫理
診費量 イノベイティブ基礎歯掌

形質入額掌基礎
がん口腔ケア特別研修

※ 9桁の笑数字lま、科目ナンバリングコードである。各科目シラパスにも記載されているので、参考のこと。
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5. 留学生歯科臨床見学シミュレーション実習について

留学生を対象として歯科臨床見学シミュレーション実習を行う。これは、基礎歯科医

学を学ぶために大変有益な実習であるので、留学生は必ず参加すること。

本実習は、夏季休業期間をメインに実施するが、どうしても参加できない場合は、冬

季休業期間にも実施するので、どちらかに必ず参加すること。

なお、具体的な日程は、その者1¥度連絡する。

6.学際高等研究教育院について

(修士課程)

東北大学学際高等研究教育院は、異分野の融合による新しい研究分野を拓き、それを

学ぶことで、卓越した知識と創造的な f総合知Jの素養を持った世界トップレベルの若

手研究者養成を支援する大学院教育組織である。本院では、 12のグローバノレCOEプロ

グラムで得られた成果を有機的に連携することで 6つの新たな分野融合型の研究領域を

設定 し、 世界 トップレベルの若手研究者を養成することで、既存の研究科や研究所の機

能を補完 ・強化することを目指す。

本院の修士研究教育院生として選抜されるためには、大学院歯学研究科修士課程 l年

次に本院の指定授業科目を 6単位以上修得し、さらに、修士課程 1年次終了時に本院へ

応募 し、 規定の選抜審査を受けることが求められる。選抜された学生は、修士課程 2年

次より奨学金、論文投稿諸費用や学会、国際会議出席費用等の各種支援受けることがで

きる。なお、修士研究教育院生は、原則として博士課程への進学を予定しているものを

対象とする。

(博士課程)

東北大学学際高等研究教育院は、具分野の融合による新しい研究分野を拓き、それを

学ぶことで、卓越した知識と創造的な f総合知Jの素養を持った世界トップレベルの若

手研究者養成を支援する大学院教育組織である。本院では、 12のグロ}パルCOEプロ

グラムで得られた成果を有機的に連携することで 6つの新たな分野融合型の研究領域を

設定し、世界トップレベルの若手研究者を養成することで、既存の研究科や研究所の機

能を補完・強化することを目指す。

本院の簿士研究教育院生として選抜されるためには、博士課程 1年次終了時に本院へ

応募し、規定の選抜審査を受けることが求められる。選抜された学生は、博士課程 2年

次より奨学金支給、論文投稿諸費用や学会、国際会議出席費用等の各種支援のほか、研

究計画に見合った研究費や研究環境又は国際インターンシップのための助成等を受ける

ことができる。院生は、本研究科の指定授業科目である口腔健康科学特論 (P.81参照)

の受講が義務づけられる。本特論では、歯学、工学、材料学などを融合した口腔健康科

学を学ぶ。

学際高等研究教育院の詳しい内容については、下記ウェブサイトを確認してください。

学生高等研究教育院ウェブサイト http://www.iiare.tohoku.ac.jp/ 
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7. 未来型医 療創造車越大 学院 プログラムについて

1 .プログラム概要

未来型医療創造卓越大学院プログラムは， データ (Data) と技術 (Technology) を駆

使して未来の社会 (Society) の課題解決に寄与する 人材脅育成し支す。文E理共学，戸長

官学連携，国際展開の環境で，世界に先んじて超高齢社会となりつつある東北地方から

次世代の技術や医療を開発し，未来型医療を創造 ・実践するリーダーの輩出を目標とし

ます。

宮城県地域の現在の人口構成は，15年後の日本，さらに 30年後の中国と一致すると

予想されています。すなわち，東北の今は世界の未来です。この未来のモデルとなる超

高齢地域におけるリアノレなデータを活用し，技術の実践，未来社会の創造に挑戦します。

東北大学の総力，宮城県 ・仙台市など連携自治体，連携医療機関，連携企業，国際連

携機関の協力，そして多様な学生と世界の超一流講師陣の融合によりこのプログラムは

実施されます。

未来型医療創造卓越大学院プログラムには，以下の3つのコースを設置します。

1 Data Scienceコース:データに基づいた未来社会の福祉 ・医療の高度化。高齢者の

慢性疾患に対する先鋭的な予防 ・診断 ・治療法の開発など

2 Technologyコース:医療と福祉のイノベーションをめざした、新しい技術の開発と

実用化。全人的に日常の生活から介護までをサポー トするツーノレの開発など

3 Societyコース:実践に根ざした、医療 ・保健 ・介護の政策の立案および実施。高

齢者の医療 ・福祉の充実を社会の成長と調和させる社会システムの構築など

それぞれのコースは独立したものではなく ，選抜された各コースの学生と優れた講師

が融合して実践的な教育を行います。 QEOで選抜されたプログラム候補生は，パックキ

ャスト研修を含めた半年間のプログラム履修後，QE1での選抜を経てプログラム正規生

となり、各コースに所属します。定員は各年度 15名程度で，各研究科の博士課程教育に

加えてこのプログラムを修了すると、学位記にこの卓越大学院プログラムを修了したこ

とが明記されます。

2. 育成する人材像

1.領域にとらわれず，医学 ・医療の知識と技術や社会のニーズ会結びつける能力会

もつ。

2.集学的 ・多角的な視点で研究を行い，未来のライフサイエンスを開拓する行動力が

ある。

3.他者への興味と理解がある豊かな人間性と ，国際的リ ーダーシップを実践できる。
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3. 出願資格 (2021年 4月期)

本プログラムに出願できる者はこのプログラム¢趣旨計分間朝事し，博士課程の学位取持ゆ

意欲カまあり， 下記の研究科 ・専攻の修士課程の 1年次，博士課醐棚2年の課程の 1年次，博士後期

課程3年の課題I年次(社会人経験者)または医 ・歯 ・薬学の履齢期霊の1年次に入学する者としま

すo 2ωo年10月入学者も若干名募集しますユ

詳しい資格は， rプログラム候補生選肢猷験蜘alifyingEx細0:000)学生募集要項lで糠認してく

ださ川

[未来型医療創造卓越大学院プログラムに参画する研究科(専攻)] 

文学研究科(日本学専攻，広域文化学専攻，総合人間学専攻)

教育学研究科(総合教育科学専攻)

経済学研究科(経済経営学専攻)

医学系研究科(医科学専攻 ・障害科学専攻 ・保健学専攻 ・公衆衛生学専攻)

歯学研究科(歯科学専攻)

薬学研究科(分子薬科学専攻・生命薬科学専攻 ・医療薬学専攻)

情報科学研究科(情報基礎科学専攻 ・人聞社会情報科学専攻 ・応用情報科学専攻)

生命科学研究科(脳生命統御科学専攻 ・生態発生適応科学専攻 ・分子化学生物学専

攻)

医工学研究科(医工学専攻)

[本プログラムに参画する本学の研究所等1

東北大学病院，東北メディカノレ ・メ ガパンク機構，加齢医学研究所 など

4. 未来型医療創造卓越大学院プログラム指定授業科目一覧

1.授業科目，単位数及び履修方法

表 1 修士課程および博士前期課程

科目群 授業科目
必修

備 考
(単位)

FM DTS融合セミナー l げログラムが指定するセミナーを受講

DTS共通
共

FMリーダーシップA 1 げログフムが指定するセミナーを受講
通

基礎科
科 FMアントレプレナーA 1 ttログラムが指定するセミナーを受講

国
目 FM医療概論 2 

FM English basic l 

FM文理融合科目A 2 剛同bにほl科定か目め、を他る選科の択2目履コー修置スかのら科自目コかーらスb1科目、ずれ

FMパックキャスト研修 一
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表 2 博士後期課程および医学 ・歯学 ・薬学履修課程(進学者)

必修
科目群 授業科目 (単 備 考

位)

共
FM DTS融合セミナーadvance プログラムが指定するセミナーを受講

DTS共通
通 FMリーダーシップB プログラムが指定するセミナーを受講

専門科

目
科 FMアントレプレナーB 2 プログラムが指定するセミナーを受講
自

FM English advance 2 

剛に定める科目一覧から自コース1科目

FM文理融合科目B 2 のほか、他の2コースの科目からいずれ

か1科目を選択履修

FMビノレドアップ研修 一

表 3 博士後期課程(社会人経験者)

医学 ・歯学 ・薬学履修課程(修士課程または博士前期課程を経ない者)

必修
科目群 授業科目 (単 備 考

位)

DTS共通 FM医療概論 2 
基礎科

FM English basic 
目

共 FM DTS融合セミナーadvance プログラムが指定するセミナーを受講
DTS共通

専門科
通 FMリーダーシップB プログフムが指定するセミナーを受講

目
科 FMアントレプレナ-B 2 プログフムが指定する、ヒミナーを受講
目 FM English advance 2 

同jに定める科目一覧から自コースl科目

FM文理融合科目B 2 のほか、他の2コースの科目からいずれ

かl科目を選択履修

FMパックキャスト研修 一
FMビノレドアップ研修 一

2.進級及び修了要件

( 1)修士課程または博士前期課程から，博士後期課程または医 ・歯 ・薬学履修課程への進

級要件は， 下記①から⑤を全て満たすものとする。

① 本プログラムが実施する資格審査試験 (QualifyingExam 1 : QE 1 )に合格しているこ

と。

② 在籍する研究科専攻の修了要件を満たしていること。

③ DTS共通基礎科目の必修科目 6単位を修得していること。

④ rFM文理融合科目 AJについて，別に定める科目一覧から自コース I科目のほか、

他の 2コースの科目からいずれか I科目を選択履修し、2単位以上を修得している

こと。

⑤ rFMパックキャスト研修Jに参加し，所定の研修プログラムを終了していること。
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( 2)本プログラムの修了要件は，下記①から⑥を全て満たすものとする。

① 在籍する研究科専攻の修了要件を満たしていること。

② DTS共通専門科目の必修科目である 6単位を修得していること。なお，医・歯・

薬学履修課程からプログラム科目の履修を開始した者は，合わせて DTS共通基礎科

目から fFM医療概論J及び fFMEnglish basicJの単位を修得していること。

@ fFM文理融合科目 BJについて，別に定める科目一覧から自コース 1科目のほか、

他の 2コースの科目からいずれか 1科目を選択履修し、 2単位以上を修得している こ

と。

④ fFMビノレドアップ研修Jに参加し，所定の研修プログラムを終了していること。

なお，医・歯・薬学履修課程からプログラム科目の履修を開始した者は，合わせ

てfFMパックキャスト研修Jに参加し，所定の研修プログラムを終了していること。

⑤ 本プログラムが実施する総合審査 (QualifyingExam 2 : QE 2)に合格すること。

⑥ 必要な研究指導を受けたうえ，博士論文を提出し，学位プログラム推進機構産学

共創大学院プログラム部門が実施する産学共創大学院プログラム学位審査及び最

終試験に合格すること。

。東北大学未来型医療創造卓越大学院プログフムホームページ

http://附 W.fmhc. tohoku.ac. jpj 

プログラムの詳細及び最新の情報は，随時ホームページに掲載中です。
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8.連携大学院、教育コースについて

I 口腔免疲痛態制御学講座(連携講座)

歯学研究科では新世代の歯学として「インクーフェース口腔健康科学Jを推進してい

る。その研究領域の一つであるホスト ・パラサイト ・インターフェース研究教育に関し

ては、口腔生物学講座が中核となって我国の歯学領域で先駆的な研究を展開している。

口腔での免疫応答は、生体防御反応の理解に非常に重要であり、また、免疫応答の異

常による唾液腺や口腔粘膜の慢性炎症は患者のQOLを大きく損し、その制御 ・克服が

課題となっている。

このような状況を踏まえ、本研究科は国立国際医療センター研究所 (http://www.

ncgm.go. jp/rese/top/) との基本協定を締結し、免疫応答に関する口腔疾患病態の理解

及びその制御に関する研究を推進するとともに、高度な専門的人材を養成するため、同

研究所の研究者等を教員とする連携講座 f口腔免病態制御学講座Jを設置している。

E 長寿口腔科学講座 (連携講座)

超高齢化社会を迎えた日本において、高齢者対策の基盤を構築するための研究 ・教育

が不可欠である。しかし、大学における長寿科学研究の基盤、とりわけ長寿口腔科学研

究の基盤は十分に確立されていないのが現状である。現代日本の社会動向に適応し、国

民の健康寿命の延伸および生活の質の向上に資する長寿口腔科学の基盤を確立するとと

もに、同分野の知の創造 ・実践を担う 人材を育成することは喫緊の要事である。

このような状況を踏まえ、本研究科は国立長寿医療センター研究所 (http://www.

ncgg.go. jp/reserch/) との基本協定を締結し、長寿口腔科学研究を推進するとともに、

同分野における高度な専門的人材を養成するため、同研究所の研究者等を教員とする連

携講座「長寿口腔科学講座Jを設置している。

E 分子イメージング教育特別コース

医学系、歯学、薬学、工学の各研究科が連携し、サイクロトロン ・R 1センター及び

放射線医学総合研究所にその拠点を置き、研究成果に裏打ちされる学際的な教育研究体

制による分子イメージング研究人材育成のためのコースである。歯学研究科では、歯科

領域における分子イメージング研究を指導し、 PETを活用できる研究者やその専門医

等の育成を目指す。医学系研究科、歯学研究科、薬学研究科あるいは工学研究科の大学

院修士課程もしくは博士課程に所属する学生は、各研究科相互連携による本コース授業

科目を修得することができる。

W 腫痛専門歯科医コース

地域がん医療に貢献するため、口腔癌の診断および治療法に精通した歯科医師(口腔

外科医)を養成することを目的とするコースである。
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9. 令和3年度歯学部・歯学研究科学事予定表

日程

区分
ト一一一ー 一 学割l

全学教育科 目 専門教育科目
大学院

入学式 4月2日(金}

オリエンテー泊ン(1年) 4s18日(木〉 4月2日{金)

第lクオーダー 4月12闘(月) - 6月9回(水)
4月5日(月)-7月30日(金)

修士:4月-9月
1学期授業

(l年-5年}

4月5日(月)-7月30日(金)
第2クォーター 6月10目(木) - 7月30悶(金) (6年)

博士:4月-9月

第l学期Web履修登録(磯認訂正含む) 4月12日(月) - 4月23日{金)
Web入カ・確認 一 一

4月12悶(月) - 4月23日{金)
1・2年次学生は、 Webで入力を行う。3年次以

履修登録 上の学生は、履修差是録不要(教務係で一括主主 4月中旬
Web入力

録する)

学生定期健康診断 5月7日(金)午後(6年)、 5月7日(金)午前(2-5年)

創立記念日{授業笑施) 6月22日0;)※授業実施(全学、専門)

夏季休業学期末休業 歯学部学年暦参照
一 一 一 一

捕ま普及び試験 一一 ト一一一
7月28Bω<)-7月29日{木)オープンキャンパス

学期末休業 8月2日(月)-9月30日(木) 一
大学院入学試験(1次} 一 一 7月中旬

.10月1日(金)-12月24日(金)及び1月5日

第3クオーター 10月l日(金)- 12月1日(水) (水)-1月31日(月) (1年-4年)

2学期授業
.9月1日(水)-11月5ヨ(金)、
11月22日(月)-12月24日(金)、 10月-12月

(冬期休業前まで) 1月4日(火)-3月18日(金}及び
第4クヌ~~ーター 12月2日(木) - 2月1日(火)3月28日(月)-3月31日(木)(5年)

'8月16日(月)-10月15日(金) (6年)

第2学期Web履修登録(線認訂正を含む) 10月1日(金) - 10月15日
1・2年次学生l立、 Webで入カを行う。 3年次以
よの'"t生は、履修霊長録不要(教務係で一括主是 10月中旬

(金) Wcb入カ
録する)

医学部・歯学部
10月20日(水)

合同慰霊祭・遺骨返還式

研究テ 7選定会議
9月-10月(大学院博士1年)

一 博士論文三F偏3審査
(大学院博士4年) 一 一 10月

大学祭 11月5日(金)(休誘)-11月7日(日)

臨床実習修了認定試験
10月12日(火)-10月29日(金)(6年)

一 ー
5年生笠院資格発表 11月24日(水)予定

鱒士論文提出締切
12月上旬{大学院修士2年・博士4年)

大学院入学訴験(2次) 12月中旬

冬期休業 12月29日(水) - 1月4日(火)
12月29日(水) - 1月4日(火)

(1年-4年) 一
2学期授業(冬期休楽後) 1月5日(水)-1月31日(月)

1月5日(水)-1月31日(月)
1月-3月

(1-4年)

大学入学共通テスト
1月14日(金) 一災施に伴う休講

一 ト一一一ー
2月1臼ω<)-2月15日{火)

補講及び試験 一 (1年-4年) 一
学部入試(AO) 一 2月上旬予定 一

卒業・修了認定発表 2月17日(木)予定

学部入試{前期日;桜) 一 2月25岡崎)・26日(十) 一
学期末休楽 2月4日{金)- 2月16日(水)- (1-4年)

進級判定発表 3月17日(木)予定
トー

一
学{立記授与式 一 ト一一一

3月25岡(金)

※日程は、予定であり変更の場合もあるので注意すること。
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1 O. 令和3年度授業時間割

大学院歯学研究科(修士課程)授業時間割

<前期 (5-9月の15週およt般期 (10-2月の15週)0r歯学概論Jのみ4月上旬-)

講時 月 火 水 木 金

8:50 
1 ~ 

10:20 

歯学梼命

(4-5月)

10:30 
2 ~ 

12:00 

13:00 
国際歯科

3 ~ 樹ヰ生物学 歯科病態学 総合歯科学 食品科学

14:30 保健学

14:40 任がループ ②グループ ③グループ ④グループ ⑤グループ

4 ~ 研究技術 研究技術 研究技術 研究技術 研究技術
16: 1 0 トレーニング トレーニング トレーニング トレーニング トレーニング

16:20 
5 ~ 

17:50 

*各授業は、原則として上記時間割l表により行うが、詳細は授業計画表により確認のうえ、担当教員の指示を仰ぐこと。

*専門酎縛 (4単位)及び修士論文特別研修 (7単位〕は、所属分野で期曾する。

*研究妓術トレーニングは、各分野を5グ)v-ープlこ分lす、前期又は後期のいずれかの所定の時間に期肘る。

(原則として博士課程の「実験技術トレーニングコースJと同時間講となる。)

<Dグ)v-ープ:エコロジー歯学講座

②グ)v-ープ:地減共生社会歯学講座

@ グパfープ:病態マネジメント歯学講座

@ グパ戸プ:リハビリテーション歯学講座

⑤グ)v-ープ:協力講座+連機講座
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大学院歯学研究科歯学履修課程 (博士課程)授業時間割

く前期 (5......9月の15週)および後期 (10...... 2月の15遇)>

講時 月 火 7.K 木 金

8:50 

1 ~ 
10:20 

①グループ ②グ)1戸 プ ③グループ ④グ)1戸 プ ⑤グ)1戸プ

10:30 歯科寺論 歯学特論 歯学特論 歯学特論 歯学特論

2 ~ 
12:∞ 
13:∞ 

①グループ ②グループ ③グ)1戸 プ ④グループ ⑤グループ
3 ~ 

14:30 
歯常買習 歯学演習 歯学演習 歯常買習 歯学演習

14:40 

4 ~ 
16: 10 

①ゲ)v-ブ ②グ)1戸 プ ③グ)1戸 プ ④グ)1戸 プ ⑤グ)1戸 プ

実験技術 実験技術 実験技術 実験技術 実験技術

16:20 トレーニング トレーニング トレーニンゲ トレーニング トレーニング

5 ~ コース コース コース コース コース

17:50 

*各分野は、前期又は後期のいずれかに、週2コマ (x1 0週程度)歯学特論、週1コマ (x1 5週)

歯学演習及び週2コマ (x1 5週)実験技術トレーニングコースを実施する。

開講時間帯、開講時期比各分野を5グ)v-ープlこ分lす、前期又は後期のいずれかの所定の時間に実施する。

*各授業は、原則として上記時間割表により行うが、詳細は授業計画表により確認のうえ、担当教員の指示を仰ぐこと。

<Dグループ:エコロジー歯学講座

②グ)v-ープ:地減共生社会歯学講座

@ グパfープ:病態マネジメント歯学講座

@ グパfープ:リハビリテーション歯学講座

⑤グJトプ:協力講座+連機講座
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11.科目別教育目標及び授業計画【修士課程】
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0歯学研究科長
授業科目 歯学概論

授業担当者 歯学研究科教授

(責任者に0)
(英文名) Introduction to Dentistry 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 501 

開講 月1・2 A1講義室
場所

曜日 ・講時 または ISTU

授業の目標並びに目的
歯学、歯科医療、医の倫理、インフォームド・コンセントなどについて触れるとと
もに、広範多岐にわたる基礎歯学及び臨床歯学の領緩を各分野の教員が理解しやす

と綴要
〈解説し、歯学に対する造詣を深める。

学習の到達目縁

ISTU (東北大学インターネットスクール)または4月から開講する療業を受講
し、会綬業を通じ、授業のまとめ ・感想 ・自ら調べた関連することなどを 1篇のレ
ポー ト (A4用紙2枚、 2000字程度)にまとめて提出すること。

提出期限 ・宛先 : 4月入学者 2021年8月20日(金)
綬業の内容 ・方法と進 1 0月入学者 2022年 1月14日(金)

度予定
上記期日必着で、歯学研究科教務係宛に提出(メール及び郵送でも可)

※IS刊受講方法については、オリエンテーションで必ず説明を受けてください。
※4月開講の授業日程については、次ページを参照のこと。

授業時間外学習 綬業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・参考
特になし

書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考 提出されたレポー トに基づいて大学院教務委員会で判定する。

履修釜録について 必修科目のため、履修登録は不要。
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令和3年度入学者『歯学概論J講義日程表

単位数 1単位 場所:歯学部Al講義室

日 時 講義内容

8:50-10:20 ①歯学とは

4月12日(月)一 一 一
10:30-12:00 ②これからの歯科医療

8:50-10:20 ③グローバル社会における歯学

4月19日(月)

10:30-12:00 ④口腔の仕組み

8:50-10:20 ⑤口腔生態系という小宇宙

4月26日(月)

10:30-12:00 ⑥口の中の免疫力

8:50-10:20 ⑦カルシウムの役割

5月10日(月)一 一 一
10:30-12:00 ⑧再生医歯学と生体材料

8:50-10:20 ⑨国際協力とDentalPublic Health 

5月17日(月)

10:30-12:00 ⑩口腔と全身をつなぐ病気、歯周病

8:50-10:20 ⑪口の病気をいかに予防するか

5月24日(月)

10:30-12:00 ⑫小児の歯科治療

8:50-10:20 ⑬歯・顎骨・顔面の欠損の病態と治療

5月31日(月)一 一 一
10:30-12:00 ⑪高齢者の歯科目腔保健

8:50-10:20 ⑮唆合異常による障害

6月7日(月)

10:30-12:00 ⑮『歯科臨床入門Jオリエンテーション

. r書留学概論jは4月12日(月)-6月7日(月)の8週で実施する。
新型コロナ感染症のため、日程や開講形態が変更になることがある。
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担 当

高橋信博学部長

五十嵐薫総括副病院長

洪光教授

市川博之教授

高橋信↑等教授

菅原俊二教授

若森実教授

鈴木治教授

小坂健教授

山田聡教授

小関健由教授

福本 敏 教慢

佐々木啓一教授

服部佳功教授

五十嵐薫教授

五十嵐薫教授



歯科臨床概論
0副病院長(教育担当)

授業科目
病院見学実習

授業担当者 指導教員

(責任者に0)
(英文名)

単位数 各1 科目ナンバリングコード DDE-DEN 501 

開講 東北大学病院歯科診療部門 等
令和3年11月下旬 場所

曜日 ・講時

東北大学病院歯科診療部門の各診療科 ・部 ・センターの概要を知り 、実際の診療
を見学することにより、歯科が対象とする疾患とその予防 ・治療について理解す

授業の目標並びに る。さらに、歯科疾患と全身の健康との関わりを学び、歯科医療の意義について考
目的と概要 える機会を持つことを目的と している。これにより将来の口腔健康科学者としての

自覚が早期に確立されるとともに、自らの健康に対する意識も高められることを期
待する。

学習の到達目縁

【肉容】
-歯科臨床概論
各診療科 ・部・センターに関連する内容となる。
指導教員の指示により受講すること。

綬業の内容 ・方法と進
-病院見学実習
2021年 11月下旬予定

度予定
※病院見学にあたり、小児感染症(麻疹、風疹、水痕、流行性耳下腺炎)の抗体検
査結果、および検査の結果抗体がない感染症については予防接種をうけ証明書を提
出すること。

※詳細な日時、集合場所については、 10月上旬頃、教務係より通知する。やむを
得ない事情により当日参加できない場合は、指導教員に相談すること。

授業時間外学習 綬業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキス ト・ 教材・
参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考

履修釜録について 必修科目のため、履修登録申請は不要
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研究技術 トレーニング
0高橋信博

綬業科目
ロ般生化学

授業担当者 鷲尾純平

Basical Technical Courses in (責任者に0) 真柳弦
(英文名) DentalSceiences: OralEcology 

and Biochemistry 安彦友希

単位数 1 科目ナンパリングコード DDE-DEN 602 

開講
開講時間は受講者と相
談の上、決定する

場所 基礎研究練8階 口俊生化学分野実験室
曜日・講時

主に口腔生化学分野での研究に従事する大学院生を対象に、口腔生化学に関する

授業の目標並びに目的
研究(口腔生態系、口腔バイオフィルムに起因する断蝕 ・歯肉疾患 ・歯周病 ・口臭
症などの代表的口腔疾患並びに口腔がんに関する生化学的研究)を進める上で必要

と概要
な実験後術を修得することを目的とする。

研究の遂行に必要な基本的な実験技術(生化学的及び分子生物学的手法)に加
学習の到達目標 え、口腔バイオフィルム研究手法(構成微生物分離・指饗・同定法、生物活性測定

法、酵素活性測定法など)、嫌気実験システムの取り扱い手法等を修得する。

基本的生化学的実験手法(分光光度法・ pH測定法他)

2 分子生物学的手法 (PCR法 ・シークヱンス他)

3 嫌気実験システム使用法

授業の内容・方法と進 4 口腔バイオフィルム研究手法(細菌猪養法他)

度予定 5 代謝活性測定法 (pH-stat;去他)

6 代謝産物測定法 (HPLC解析手法他)

※個々の研究に応じて必要な項目を実施予定。

授業時間外学習
予習については、実習前に担当教員の指示を受けること。また実晋後は十分な復習
をすることが望ましい。

テキスト ・教材 ・参考
特になし

書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考
本コースは、原則として本分野での研究従事を前提としていることに留意するこ
と。

本科目の雇修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、雇
修の許可を得ること。

履修登録について
口腔生化学分野 高橋信博教授

o EB@dent.tohoku.ac.jp 
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研究技術トレーニング
0菅原俊二

授業科目
口腔分子制御学

授業担当者 黒石智誠

Basic Technical Cpurses in (責任者に0) 多国 浩之
(英文名) Dental Sciences: Oral Mole叩 lar

Bioregulation 

単位数 1 科目ナンバリングコード DDE-DEN602 

開講
開講時聞は受講者と相
談の上、決定する

場所 口腔分子市l御学分野他
曜日 ・講時

授業の目標並びに ウエスタンブロット法の原理と技術を習熟し、研究に活用できるようになることを
目的と概要 目的 ・目標とする。

学習の到達目標 ウエスタンフロット法の原理と実験方法を理解し習得し、研究に応用できるの

ウエスタンブロット法の基本原理を習熟する

2 実際にウエスタンゴロットを行い、実験技術を習得する

3 研究への応用について議論する

綬業の内容 ・方法と
進度予定

授業時間外学習 事前に配布する資料を熟読すること。

テキス ト・ 教材・
事前に資料を配布する。

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考 特になし

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修釜録について
口腔分子制御学分野菅原俊二教綬

shunji. sugawara.d5@tohoku.ac.jp 
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研究技術トレーニング
0山田 聡

綬業科目
歯肉歯周治療学

授業担当者 銀本英二他

Basic Technical Course in Dental (責任者に0)
(英文名) Sciences: Periodontology and 

Endodontology 

単位数 1 科目ナンバリングコード DDE-DEN 602 

開講
開講時間は受講者と相

歯肉歯周学治療分野研究室

談の上、決定する
場所

曜日・講時

綬業の目標並びに 歯肉治療学 ・歯周治療学及びそれらに関連する領繊で必須の実験技術を体得することを
目的と概要 目的とする。

歯肉治療学 ・歯周治療学及びそれら関連する領減の基本となる実験妓術を学習する。授

学習の到達目標
業内容は受講者と相談して決定するが、当分野では下記の内容を予定している。なお、
修士課程は博士課程と同時開催とし、基本技術と理論を習得することを目指す。

各種細胞培養

2 ELlSA法

綬業の内容・方法と 3 RT・-PCR及びReal-timePCR 
進度予定 4 Western blotting 

5 フローサイトメトリー

6 動物実験(マウス及びラット)の各種技法

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材 ・
適宜資料を配付する

参考書等

成績評価の方法 出席および実習への取組みを評価する。

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
歯肉歯周治療学分野 山国聡教綬

satoruy@tohoku. ac. jp 
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研究筏術トレーニングコース
0 粛藤正寛

綬業科目
歯科保存学

授業担当者

Basic Technical Courses in (責任者!こ0)
(英文名) Dental Sciences: 

Conservative Dentistry 

単位数 l 科目ナンバリングコード DDE.DEN602 

開講
後期

水曜日 4講時
場所 歯科保存学分野医局

曜日・講時

慢性炎症による歯周組織の破壊機構を理解するには、動物モデルを用いた実験が

綬業の目標並びに
必須になる。そこで動物モデルの評価に必要な組織解析に関して、免疫染色妓術と

目的と概要
解析方法を修得する。

1)組織切片の製作

2)蛍光顕微鏡の使用法の習得

学習の到達目標
3)共焦点レーザー顕微鏡によるイメージング技術の観察

歯周組織の解析に組織切片の作製手順を講義した後、組織切片を用いた
実習を行う。

2 蛍光顕微鏡の使用法、メインテナンスj去を実習する。

綬業の肉容 ・方法と
進度予定

3 共焦点レーザー顕微鏡による3次元イメージの解析技術を習得する。

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・
特になし

参考書害事

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考

本科目の履修を希望する場合l玄、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

置修登録について
歯科保存学分野療藤正寛教授

mssaitο@dent.tohoku.ac.j 
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研究妓術トレーニング O小坂健
授業科目 国際歯科保健学

授業担当者 相田潤

Basic Technical Courses in (責任者に0)
(英文名) DentalSciences: 

Dental Public Health 

単位数 1 科目ナンパリングコード DDE-DEN 602 

開講 木.3 国際歯科保健学分野セミナ一室

場所
曜日 ・講時 または ISTU 

授業の目標並びに -歯科・口腔領織の課題や先駆的な疫学研究について理解し、基本的な疫学の知識
目的と概要 を身につける。

学習の到達目標
歯科・口腔領績の課題や先駆的な疫学研究について理解し、基本的な疫学の知識を
身につける。

-国際保健医療協力の必要性について(担当 ・小坂)
授業の内容・方法と -我が国の社会保障制度について (担当:小坂)

進度予定 -基本的な疫学統計解析について (担当:相田)
-国際的な観点からみた健康格差について (担当 :祖国)

授業時間外学習 綬業および学習の到達目標や授業肉容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・ 疫学 ー医学的研究と実践のサイヱンス メデイカル・サイヱンス・インターナショ
参考書等 ナル

成績訴価の方法 出席及び提出されたレポー トに基づいて判定する。

備 考

開講時間・場所は受講者と相談の上、変更する場合がある。

履修登録について 本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を
伝え、履修の許可を得ること。
国際歯科保健学分野小坂健教授 ken.osaka.e5@tohoku.ac.jp
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研究技術トレーニング
0鈴木敏彦

授業科目
歯科法医情報学

授業担当者 小坂萌

Basic Technical Courses in (責任者に0) 波田野悠夏
(英文名) Dental Sciences: 

Dental and Digital Forensics 

単位数 1 科目ナンバリングコード DDE-DEN602 

開講
開講時聞は受講者と相
談の上、決定する

場所 受講者と相談の土決定する
曜日 ・講時

授業の目標並びに ヒト全身骨の標本を用い，骨の種類と部位を肉眼的に決定し，人骨から肉眼形態的
目的と概要 情報を得る基礎を学ぶ。

ヒトの全身の骨の名称を列挙できる

学習の到達目標 2 主な骨の同定ができる
3 骨に存在する主要な構造物を同定できる
4 骨から性別 ・年齢を推定する方法を説明できる

体幹骨の同定

2 上肢骨の同定

3 下肢骨の同定

綬業の内容 ・方法と
4 頭蓋・頭蓋骨の基本的形態把握

進度予定

5 骨を用いた性別判定

6 骨を用いた年齢推定

授業時間外学習
授業の目標 ・学習の到達目標を達成するため，授業内容 ・進度に応じた自主的な学
習が必要である

テキスト ・教材・
参考書等は開講時に紹介する

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トまたは実習試験による

備 考
夏と春に行われる「骨学セミナ一J (夏期:新潟医療領祉大学.春期東北大学)
を受講することでも単位取得可能である(※今年度はコロナ対応のため開催未定)

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修釜録について
歯科法医情報学分野 鈴木敏彦;雀教授

suzk@anat.dent.tohoku.ac. jp 
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授業科目
研究技術トレーニング

予防歯科学
授業担当者

O小関健由

Basic Technical Courses in (責任者に0) 丹田奈緒子

(英文名) Dental Sciences: 
Preventive Dentistry 

単位数 l 科目ナンバリングコード DDE-DEN 602 

開講
開講時聞は受講者と
相談の上、決定する

場所 予防歯科学分野研究室

曜日 ・講時

授業の目標並びに 予防歯科学を理解する上で重要な実験 ・手j去を学び、実験に対する基本的な考え方
目的と概要 を理解する。

環境の評価法を理解する
生体の計測を理解する

学習の到達目標 口腔疾患の評価法を実施する
疾病リスクの評価法を実施する
フッ化物応用の手法を理解する

測定法
-環境の測定法
-大気の汚染の測定法
.7)(の環境衛生函の測定法

-生体測定
授業の内容・方法と 予防歯科的手法

進度予定 -初期う蝕の診断法
-歯ロ清掃法
-口腔診査法
-フッ化物の応用法
-踊蝕活動性試験と出血試験
-歯周疾患の診査法

授業時間外学習 講義の肉容を理解するために必要な予習と復習を行う

テキスト・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
予防歯科学分野小関健由教綬

yobou@dent.tohoku.ac.ip 
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研究技術トレーニング
0福本敏

授業科目
小児発達歯科学

授業担当者 山田亜矢

Basic Technical Courses in Dental (責任者に0) 斉族幹
(英文名) Sciences: 

Pediatric Dentistry 丸 谷 白 星 子

単位数 1 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN 602 

開講 後期 未定
湯所

曜日 ・講時 木曜日 ・4講時

授業の目標並びに 歯の再研究を実施するための、基本的な口腔組織由来細胞の分離熔養の技術を習得す
目的と概要 る。

学習の到達目標 歯関連組織の培養技術を学ぶことで、歯や唾液腺発生の分子機繕を理解する。

歯医よりエナメル上皮細胞の分離と渚養

2 歯医より歯原性問薬細胞(象牙芽細飽、歯髄細胞を含む)の分離と指養

3 歯医の器官培養j去の実践

綬業の内容 ・方法と 4 顎下腺の器官培養と、分岐形成の評価

進度予定

綬業時間外学習 授業および学習の到遼目標や綬重量内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考 開講時聞は受講者と相談のうえ、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修釜録について
小児発達歯科学分野福本敏教綬

tukumoto@dent.tohoku.ac.jp 
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研究技術トレーニング
0五十嵐薫他

授業科目
頭蓋顔面先天異常学

授業担当者

Basic Technical Courses in (責任者に0)
(英文名) Dental Sciences: Craniofacial 

Anomalies 

単位数 l 科目ナンバリングコード DDE-DEN 602 

開講 後期 頭蓋顔面先天異常学分野研修室

場所
曜日 ・講時 木曜日・ 4講時

授業の目標並びに 頭蓋顔面部の先天異常や顎変形症の診断、治療計画立案、治療結果の評価等に必要
目的と概要 な各種検査 ・分析j去を習得する。

学習の到達目標
頭蓋顔面部の先天異常や顎変形症の診断、治療計薗立案、治療結果の評価等を行う
ことカtできる。

各種X線検査

2 頭部X線規格写真分析

3 各種口腔機能検査

授業の内容・方法と 4 その他の検査・分析

進度予定

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業肉容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
現代外科的矯正治療の理論と実際(東京臨床出版) 他

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考 開講時間・場所は受講者と相談のうえ、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
頭蓋顔面先天異常学分野 五十嵐薫教綬

kaoru.igarashi.a3@tohoku.ac.jp 
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研究技術トレーニング
0溝口 歪IJ

授業科目
顎口腔矯正学

授業担当者 北浦英樹

Ba剖cT，凹 hni曲 I白 ursesin Dental Sciences: 
(責任者に0)

(英文名) 。γthndnntir.R角川 ln..n t.nf:角川角10吋h(lpp.rli~A

単位数 1 科目ナンバリングコード DDE-DEN602 

開講
開講時間については

顎口腔矯正学分野研究室他

受講者と相談の上決定
場所

曜日 ・講時

【目的】

綬業の目標並びに
歯科矯正学並びに関連する領織で必須の検査・分析方法を習得すること、並ぴ

に、矯正治療に伴う生体反応についての基礎的研究を遂行する為の基本的な技術を
目的と概要

体得することを目的とする。

歯科矯正学及びそれに関連する領域の基本となる検査 ・分析・実験技術をマンツー

学習の到達目標
マンで学習する。授業内容は受講者と相談して決定するが、当分野では下記の内容
を予定している。なお修士課程は博士課程と同時開講とし、基本技術と理論を習得
することを目指す。

各種細胞矯養(歯根膜・骨系細胞他)

2 動物実験(マウス、ラット、イヌ等)の各種技法

3 in situ hybridization法

4 免疫組織学

綬業の内容 ・方法と
5 各種矯正診断資料採得

進度予定

6 セファロと模型分析実習

7 顎運動の3次元測定と解析

8 医療統計解析

授業時間外学習
受講生は本綬業の到達目標を達成するために綬業・実習の準備を十分行う必要があ
る。

テキス ト・ 教材・
セミナーでは適宜資料を配付する。

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる。

備 考 受講者は受講計画に関して予め責任者の北浦と相談のこと。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修釜録について
顎口腔矯正学分野北浦笑樹 ;雀教授

hideki.kitaura.b4@tohoku.ac.jp 
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研究技術トレーニングコース
0中弁淳一

授業科目
口腔生理学

授業担当者 安藤恵子

Basic Technical Courses in 
(責任者に0) 千葉美麗

(英文名)
Dcntnl Scicnccs: Ornl Physiology 

工藤忠明

単位数 l 科目ナンバリングコード DDE-DEN 602 

開講
開講時聞は受講者と

歯学研究科A棟7階口腔生理学分野

相談の上、決定する
場所

曜日 ・講時

目標と目的・人体機能や口腔機能をシステムとして研究するために必要不可欠

授業の目標並びに
な生理学的実験手技について理解し、習得する。

目的と概要
概要 :生理学的実験手技についての基本を理解し、実験技術の応用方法について
習得する。

一般目標:口腔機能の研究に必要な生理学的実験手技について理解する。
個別目標:以下の実験手技について理解を深める。
① 動物実験
②組織 ・細胞渚養実験

学習の到達目標 ③④ ヒトを対象とした研究
遺伝子組み換え実験

⑤⑥ 組織切片作製
データ解析法

動物実験麻酔法

2 組織 ・細胞培養実験法

3 ヒトを対象とした研究

授業の内容・方法と
4 遺伝子組み換え実験法

進度予定

5 組織切片作製法

6 データ解析法

授業時間外学習 綬業後の復習は大切です。しっかり復習しましょう c

テキスト・教材・
適宜資料を配布する。

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
口腔生理学分野 中井淳一教慢(Email:junichi.nakai.a5@ωhoku.ac.jp) 
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研究技術トレーニング
0 若森実

授業科目
歯科薬理学

授業担当者 中村卓史

Basic Technical Courses in (責任者に0) 織元英
(英文名) Dental Sciences 

(Dental Pharmacology) 

単位数 1 科目ナンバリングコード DDE-DEN602 

開講
開講時聞は受講者と 基礎研究棟7階歯科薬理学分野
相談の上、決定する

場所
分子生物学・生化学実験室

曜日 ・講時

綬業の目標並びに 薬物や生理活性物質の作用、作用機序を理解するための実験手法としての分子生物
目的と概要 学的、電気生理学的、薬理学的実験手法を習得し自らの研究を推進する。

晴手L動物由来の細胞結養、 PCR法、クローニング法、シークエンス法、遺伝子導入
法、パッチクランプ法、細胞内Ca2+濃度測定法、遺伝子・タンパク質発現解析j去、

学習の到達回線 ゲノムワイド関連解析の理論を理解した上でそれぞれの技術を習得し、自ら使いこ
なせる。また、酵素反応速度論の理解とそれに基づく湿度一反応関係のコンビュー
ターを用いた解析方法を習得し、自らの研究データに応用できる。

輔乳動物由来の細胞渚養

2 PCR法

3 クローニング法、シークエンス法

授業の内容 ・方法と 4 遺伝子導入法

進度予定 5 パッチクランプ法

6 細胞内Ca2+;重度測定法

7 遺伝子・タンパク質発現解析法

8 ゲノムワイド関連解析

綬業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・
適宜資料を配付する。

参考書等

成績評価の方法 実習への取組で評価する。

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
歯科薬理学分野若森教授

mpcb@dent.tohoku.ac.jp 
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研究技術トレーニング
0清 水 良 失

綬業科目
口腔病理学

授業担当者 務藤 悠

Basic Techn ical Courses in Dental 
c.任者!こ0)

(英文名)
Sciences: Oral Pat hology 

単位数 科目ナンバリングコード DDE -DEN 602 

開講 前期 口腔病理学教室
場所

曜日 ・誘時 金曜日・ 4講時

形態学的検索法の基本である硬組織標本の作製を実習し、標本観察について学ぶ。
綬業の目標並びに

目的と概要

固定・脱灰 ・包I皇・薄切 ・染色など基本的な硬組織標本作製を実習し、顕微鏡観察を通
学習の到達目標 してその意義について教授する。過脱灰などのトラブルシューティングについても学

ゐ、。

標本の作製

2 標本の検鏡

授業の内容 ・方法と
進度予定

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材 ・
特になし。

参考書等

成績評価の方法 出席、討論などによる。

備 考 開講時間 ・場所などは受講者と相談の上、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する渇合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修釜録について
口腔病理学分野清水助教

shimizu@dent.tohoku.ac.jp 
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研究技術トレーニング
0 飯久保正弘

授業科目
歯科医用情報学

授業担当者 庄司 憲明
Basic Technical Courses in 

Dental Sciences: (責任者に0) 小嶋都穂
(英文名) Dental Informatics and 

Radiology 

単位数 1 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN602 

開講 前期 東北大学病院顎口腔画像診断科外来

場所
曜日 ・講時 月曜~金曜 1、 2講時

綬業の目標並びに 科学的板拠に基づいた知識と論理的な思考力による画像診断の進め方について習得
目的と概要 するために、東北大学病院肉の臨床の場で実際の画像読影について経験する。

学習の到達目標
画像診断の基盤となる画像形成理論、解剖学的知識、生理学的知識などの基本を習
得する。

エックス線CT検査の実際について経験する(画像形成理論と解剖学的知識に基づく)。

2 核医学検査の実際について経験する(画像形成理論と生理学的知識に基づく)。

授業の内容 ・方法と
進度予定

綬業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・
Oral Diagnosis and Radiology (8th Edition) (当分野製作)

参考書等

成績評価の方法 出席、態度及びレポートによる。

備 考
外来演習の際には清潔な白衣着用のこと。
開講時間は受講者と相談のうえ、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
歯科医用情報学分野飯久保正弘教授

machapy@tohoku.ac.jp 
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研究技術トレーニング
0高橋 哲

授業科目
顎顔面・口腔外科学

授業担当者 瀬舗衆

Basic Technical Courses in 
(責任者に0) 山内健介

(英文名)
DcntalScicnccs: 

単位数 l 科目ナンバリングコード DDE-DEN 602 

開講 前期 顎顔面 ・口腔外科学分野教室、病棟、外来
場所

曜日 ・講時 金曜曜日・ 4-5講時

授業の目標並びに 顎顔面・口腔外科の基礎研究、臨床研究を行うにあたり、基礎となる研究技術を習
目的と概要 得することを目的とする。

インプラント、彊癒、外傷など口腔外科疾患の研究の研究方法について学ぶ。

学習の到達目標

インプラントなどの生体材料と硬組織・軟組織との界面の観察、

2 解析方法について学ぶ。

3 口腔 ・顔面領減の腫療の制御実験についての手法を学ぶ。

綬業の内容・方法と進 4 骨性治療の実験方法について学ぶ。

度予定

授業時間外学習 綬業および学習の到達目標や授業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
顎顔面・口腔外科学分野高橋智教綬

tetsu@dent.tohoku.ac.jp 

-46-



研究技術トレーニング
0水回健太郎

授業科目
歯科口腔麻酔学

授業担当者 星島宏

Ba剖cT，凹 hni曲 I白 ursesin Dental Sciences: 
(責任者に0) 問中 志典

(英文名) n償nto・。γ肉IAn俊叫 hp..iology
安田真

単位数 1 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN602 

開講 後期 臨床研究練2階歯科口腔麻酔学分野実験室

場所
曜日 ・講時 金曜日 4議時 臨床研究練2階共同実験ラポ 13 

【目標ならびに目的】
歯科麻酔科学領域における基礎研究の計画立案と研究方法，統計処理方法について学

授業の目標並びに ゐ、。
目的と概要 【概要】

歯科麻酔科学領域の基礎研究の計画立案方法について学ぶ。
研究方法についてinvivo， in vitroの実験方法とデータの解釈について学ぶ。

学習の到達目標
研究計画の立案、代表的な実験手伎の理解、得られた結果の統計学的評価ができる
こと。

研究計画の立案

2 in vivo実験 1 (疹痛モデルラッ トの行動評価)

3 in vivo実験2 (全身麻酔下ラットでの口腔血流の測定)

授業の内容 ・方法と 4 in vivo実験3 (オーガンパス法)

進度予定 5 in vitro実験 1 (Western blot法、免疫組織化学染色)

6 in vitro実験2 (カルシウムイメージング法)

7 統計処理法

綬業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考 開講時聞は受講者と相談のうえ、変更する場合がある

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
歯科口腔麻酔学分野 水田健太郎教綬

kentaro.mizuta.e6@tohoku.ac.jp 

-47-



研究技術トレーニング
0菊池雅彦

綬業科目
総合診療学

授業担当者 泉因明男

Basic Technical Courses in Dental (責任者に0)
(英文名) Sciences: 

Comprehensive Dentistry 

単位数 1 科目ナンバリングコード DDE-DEN 602 

開講
開講時聞は受講者と

相談の上、決定する
場所 総合歯科診療部医局

曜日・講時

綬業の目標並びに 歯科医学教育、とりわけ卒後臨床研修の教育に関する理論と実銭の方法について習得す
目的と概要 ることを目的とする。

学習の到達目標 歯科医学教育の理論、目標、方法、評価について説明できる。

歯科医学教育の歴史

2 歯科医学教育の理論

3 歯科医学教育の目標

綬業の内容・方法と 4 歯科医学教育の方法

進度予定 5 歯科医学教育の評価

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材 ・
資料を配付する。

参考書等

成績評価の方法 レポート等による

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
総合歯科診療部菊池雅彦教授

mashiko.kikuchi.c7@tohoku.ac.jp 
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研究技術トレーニング
0市川博之

授業科目
口俊器官解剖学

授業担当者

佐藤匡・矢島健大・永山哲
Basic Technical Courses in Dental (責任者に0) 聖・立谷大介・川よ智史・

(英文名) Sciences:Division of Oral and 佐 藤 真 希
Craniofac.ial Anatomy 

単位数 1 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN 602 

開講 後期 受講者と相談の上決定
湯所

曜日 ・講時 受講者と相畿の上決定

授業の目標並びに
目標と目的.人体や実験動物の組織や細胞の形態について理解させる。

目的と概要
概要.人体や実験動物の組織や細飽について、計測ソフトを用いて各種形態計測方法を
習得し、計測から得られたデータを解釈する。

学習の到達目標 人体や実験動物の各器官における組織や細胞の構造における形態的特徴を理解する。

計測ソフトの説明

2 神経細胞体と突起の計測

3 計測者内誤差、計測者間誤差の評価と検討

授業の内容 ・方法と 4 計測{遣の統計処理(基礎統計量、因子分析、判別分析など)

進度予定

綬業時間外学習
形態学的な分析に関する用語は時に難解である。授業時聞は限られているため、復習が
望まれる。

テキスト・ 教材・
特になし

参考書等

成機評価の方法 出席およびレポートによる

備 考 特になし

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
口腔器官解iltJ学分野市川博之教綬

hiroichi@anat.dent.tohoku.ac.jp 
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研究技術トレーニング
0 笹野泰之

授業科目
顎口腔組織発生学

授業担当者 中村恵

8asic Technical Courses in Dental (責任者に0) Mu-Chen YANG 
(英文名) Sciences:Craniofacial Developrnent and 

Tissue Biology 

単位数 l 科目ナンバリングコード DDE-DEN 602 

開講
開講時聞は受講者と
相談の上、決定する

場所 顎口腔組織発生学分野研究室

曜日 ・講時

授業の目標並びに 歯と骨および関連する細胞組織学の研究に際して利用する研究技術について研修す
目的と概要 ることを目的とする。

学習の到達目標 歯と骨を対象とする形態学に関連する研究技術等を学ぶ。

動物実験

2 透過型および走査型電子顕微鏡観察

3 免疫染色

授業の内容・方法と
進度予定

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
顎口腔組織発生学分野笹野泰之教授

sasano@anat_dent.tohoku.ac.jp 
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研究妓術トレーニング O高田雄京
授業科目 歯科生体材料学

授業担当者 高 橋 正 敏

Basic Technical Courses in Dental (責任者に0)
(英文名) Sciences: 

Dental Biomaterials 

単位数 1 科目ナンバリングコード DDE-DEN 602 

開講
開講時間は受講者と

基礎研究練4階歯科生体材料学分野

相談の上、決定する
場所

曜日・講時

綬業の目標並びに
エネルギー分散分光分析装置 (EDS)を備えた走査型電子顕微鏡 (SEM)による獄料観察方
法、電子線マイクロアナライザーによる元素分析方法の研究技術を研究テーマに合わせ

目的と概要
てトレーニングし、自分の研究テーマに応用できるようにする。

学習の到達目標
EDSを備えた走査型電子顕微鏡 (SEM)の原理を説明でき、電子顕微鏡を自分の研究に応用
できるようになる。

電子線マイクロアナライザーの原理

2 誌料の作製

3 元素分析方法

綬業の内容 ・方法と 4 定性分析

進度予定 5 定量分析

6 マッピング分析

綬業時間外学雪 講義内容を十分に理解できるよう準備すること。

テキスト ・教材・
教員が準備する。

参考書等

成緩評価の方法 出席およびレポー トによる。

備 考 開講日は受講者と相談の上決める。開講日には終日出席が可能なこと。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
歯科生体材料学分野高田雄京准教授

yukyo.takada.al@tohoku.ac.j 
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研究技術トレーニング
0鈴木治

綬業科目
顎口腔機能創建学

授業担当者 塩 飽 由 香 利

8asic Technical Courses in Dental (責任者に0) ;実井瞭
(英文名) Sciences:Craniofacial Function 

Engineering 

単位数 1 科目ナンバリングコード DDE-DEN 602 

開講
開講時聞は受講者と

相談の上、決定する
場所 顎口腔機能jlJ建学分野研究室

曜日・講時

【目的】

綬業の目標並びに
硬組織再生で用いられる生体機能材料の設計方法、幹細胞の取り扱いおよび評価方法

目的と概要
を、実験を通じて理解することを目的とする。

学習の到達目標
硬組織再生に用いられる生体機能材料の定義、後能について理解する。勝細胞の治養
j去、分化評価法、移値j去について理解する。

組織再生工学の手法

2 ヒドロキシアパタイト (HA)およびリン酸八カルシウム(OCP)の操作方法

3 生体由来および合成吸収性高分子の操作方法

綬業の内容・方法と 4 無機物のX線回析およびFTlRによる結晶相の同定法

進度予定 5 幹細胞と生体機能材料の評価方法

6 動物実験手法

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材 ・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
顎口腔機能創建学分野鈴木治教綬

suzuki-o@tohoku.acjp 
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研究技術トレーニング
0佐々木 啓一

授業科目
口腔システム補綴学

授業担当者 小川 徹

Basic Technical Courses in (責任者に0) 依田信裕
(英文名) Dental Sciences:Advanced 

Prosthetic Dentistry 

単位数 1 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN602 

開講 前期 口腔システム補綴学分野研究室

場所
曜日 ・講時 火曜日 ・4講時

授業の目標並びに 補綴歯科学に関わる研究を遂行するうえで必要となる実験手法について説明し実習
目的と概要 を行う。

学習の到達目標
補綴歯科学に関わる研究を遂行するうえで必要となる実験手法を、実習を通して理
解 ・宮得し、 研究に活用できる。

生体内での力学的計測(佐々木啓一)
(スト レインゲージ ・圧トランスデューサによる計測、歯冠肉3次元カ

測定、義歯床下圧の測定)

2 骨シンチグフィ一、 NaF-PETによる骨代謝活性の測定 (小JlI徹)

綬業の内容・方法と
3 岨『爵・畷下機能の針演IJ (筋電園、舌運動) (小川徹)

進度予定

4 プロスペクティブ ・クリニカル・スタディ(依田信裕)

授業時間外学習 綬業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキス ト・ 教材・
講義において適宜、指示

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考 開講時間は受講者と相談のうえ、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得るこ と。

雇修登録について
口腔システム補綴学分野佐々木啓一教綬

junko.hagawa.a3@tohoku.ac.jp 
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研究技術トレーニングコース
0 江草宏

授業科目
分子・再生歯科補綴学

授業担当者 山田将博

Basic Technical Courses in (責任者に0) 新部邦透
(英文名) Dental Sciences: Molecular and 

Regenerative Prosthodontics 

単位数 l 科目ナンバリングコード DDE-DEN 602 

開講
開講時聞は受講者と

分子・再生歯科補綴学分野実験室

相談の上、決定する
場所

曜日 ・講時

授業の目標並びに
目標と目的 :分子・再生歯科補綴学の基本的な実験手技を理解する。
概要 :分子 ・再生歯科補綴学の基本的な実験手技について、講義あるいは見学実習

目的と概要
を介して学ぶ。

一般回線 :分子・再生歯科補綴学の研究に必要な基本的な実験手技を理解する。

学習の到達目標
個別目標 :①分子生物学の実験に用いる器具の取り扱いを説明できる。

②細胞培養について説明できる。
③RT-PCR解析について説明できる。

講義:実験器具の取り扱いについて

2 講義 :細胞渚養について

3 講義:RT-PCRについて

授業の内容・方法と
4 見学実習 :細胞培養

進度予定

5 見学実習:RT-PCR解析

授業時間外学習 綬業および学習の到達目標や綬業肉容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
アット・ザ ・ペンチ，Kathy Barker (監訳:中村敏一)

参考書等

成績評価の方法 出席

備 考

綬業への参加人数には制限があるため、本科目の履修を給望する場合は、下記宛に
履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の許可を得ること。

履修登録について
分子・再生歯科補綴学分野江草宏教授

egu@dent.tohoku.ac.jp 
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研究技術トレーニング
0山口哲史

授業科目
加齢歯科学

授業担当者 服部佳功他

Basic Technical Courses in (責任者に0)
(英文名)

Dcntnl Scicnccs 

単位数 1 科目ナンバリングコード DDE-DEN602 

開講
開講時聞は受講者と

加齢歯科学分野研究室2 他

相談の上、決定する
場所

曜日 ・講時

綬業の目標並びに 加齢歯科学の研究手法のうち顎口腔機能の評価に関わる下記肉容の実験技術の習得
目的と概要 を目的とし、ワークショップ形式のトレーニングを実施する。

1 さまざまな顎口腔機能を説明できる
学習の到達自爆 2 さまざまな顎口腔機能の測定、評価法を説明できる

3.基本的な顎口腔機能検査を実施できる

下顎運動の記録、分析、評価

2 筋電図の記録、分析、評価

3 岨鴫機能の記録、分析、評価

授業の内容 ・方法と 4 校合状態の記録、分析、評価

進度予定

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキス ト・ 教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考 開講目、時聞は受講者と相談のうえ、決定する。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修釜録について
加齢歯科学分野山口 哲史

satoshi.yamaguchi.a3@tohoku.ac.jp 
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研究技術トレーニング
O j共 光

授業科目
国際連第イノペイティブ歯学

授業担当者

International Collaborative 
(責任者に0)

(英文名)
alld IUllovative Delltistry 

単位数 1 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN 602 

開講 開講時聞は受講者 歯学イノベーションリエゾンセンター

と相談の上、決定 場所
堀田・講時 する 国際連携推進部門

綬業の目標並びに 国際産学・異分野連携による実験を通じ、機能性生体材料の作製法および評
目的と概要 価j去を修得することを目的とする

機能性生体材料の作製 ・評価ができる。
学習の到達目標 国際産学・異分野連携の計画、進め方を実接する。

海外の学術機関または教育・研究機関で 1週間以上の研修を行う。

生体用高分子材料の作製方法

2 生体用セラミック材料の作製方法

3 機能性生体材料の機械的、生物的評価方法

授業の内容 ・方法と 4 動物実験手法

進度予定 5 企業の研究所でのインターンシップ

6 海外の学術機関または教育・研究機関での研修

綬業時間外学習
慢業および学習の到達回線や授業内容 ・進度に応じた準備学習が求められ
る。

テキスト・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝
え、履修の許可を得ること。

履修登録について
国際連機推進部門洪光 教 授

hong.guang.d6@tohoku.ac.jp 
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研究技術トレーニング
0金高弘恭 他

授業科目
共ltJ歯学

授業担当者

(責任者に0)
(英文名) Co-Creative Dentistry 

単位数 1 科目ナンバリングコード DDE-DEN602 

開講
開講時聞は受講者と

歯学イノベーションリエゾンセンター

相談の上、決定する
場所

曜日 ・講時 集分野融合部門

授業の目標並びに
融合知教育による口腔科学を広〈学際的に僻撤できる人材養成を視野に入れ、医療
用生体材料や医療機器の開発に必要な評価方法について、原理と技術を習得し、研

目的と概要
究に活用できるようになることを目的とする。

学習の到達目標
医療用生体材料の評価として、有効性および安全性に関する評価方法について、原
理および技術を習得する。

生体用適合性誌験(各種細胞を利用)

2 細胞毒性試験

3 抗菌性試験

授業の内容 ・方法と進
4 抗ウイルス性誌験

度予定

5 機械的特性評価試験

授業時間外学習 綬業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修釜録について
異 分 野 融 合 部 門 金高弘恭教綬

hiroyasu.kanetaka.e6@tohoku.ac.jp 
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研究技術トレーニング
0堀内久徳

授業科目
口腔腫蕩制御学

授業担当者 白川龍太郎

Basic Technical Courses in (責任者に0)
(英文名) Dental Sciences: 

Oral Cancer Therapeutics 

単位数 科目ナンバリングコード DDE-DEN602 

開講
開講時聞は受講者と

加齢医学研究所基礎加齢研究分野研究室

相談の上、決定する
場所

曜日 ・講時

授業の目標並びに
電気泳動や抗体を用いたの蛋白質分析の基礎技術トレーニングを行う。

目的と概要

学習の到達目標 生化学実験の基本手技を習得する。

2 

授業の内容 ・方法と 3 

進度予定 4 

5 

綬業時間外学習 綬業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学菅が求められる。

テキスト ・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考 開講時聞は受講者と相談のうえ、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
口腔腫療制御学分野堀内久徳教授

hisanori.horiuchi.e8@tohoku.ac.jp 
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研究技術トレーニング
0瀧矯之

授業科目
機能画像歯科学

授業担当者 武藤達士

Basic Technical Courses in Dental (責任者に0) 舘脇康子
(英文名) Sciences:Department of dental nuclear 

medicine and radiology 

単位数 l 科目ナンバリングコード DDE-DEN 602 

開講
開講時間は受講者と

加働者研スマー ト・エイジング棟4階

相談の上、決定する
場所

曜日 ・講時

授業の目標並びに 自身の研究を遂行する上で必要な知識、研究手法を口腔環境、口腔データを含む疫
目的と概要 学研究や認知症の研究論文から学ぶことを目的とする。

口腔環演と認知症や認知力との相関に関する最先端の研究論文の紹介、発表をする
学習の到達目標 三とができる，

口腔内環境と認知症研究の現状と課題

2 口腔内環境と認知症研究における関連

授業の内容・方法と
進度予定

授業時間外学習 媛業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
機能画像歯科学分野瀧婿之教媛

yasuyuki.taki.c7@tohoku.ac.jp 
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研究技術トレーニング
O鎌倉慎治

授業科目
歯科再生歯工学

授業担当者

Basic Technical Courses in (責任者に0)
(英文名) Dental Sciences: Bio-Dental 

Engineering 

単位数 1 科目ナンバリングコード DDE-DEN602 

開講 後期 骨再生医工学研究室他
場所

曜日 ・講時 月曜3・4講時

授業の目標並びに ラット等実験動物の組織内に生体材料を埋入する手法を通して生体再生歯工学お
目的と概要 よびそれらに関連する領域の基本的な研究技術を習得することを目的とする。

学習の到達目標
実験動物の取り扱いに習熟し、それらの組織肉に生体材料を埋入し、骨再生に関
速する基本的な解析方法を行うことができる。

実験動物を用いた生体材料の組織内埋入法

2 摘出標本のX線学的解析法

授業の内容 ・方法と 3 硬組織標本作製法

進度予定 4 染色法

5 形態組織計測法

綬業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

開講時間 ・場所は受講者と相談のうえ、変更する場合がある。受講希望者は予め
備 考 医学系研究科附属動物実験施設による教育訓練を受講しておくこと。受講制隈が

あるので受講者は予め責任者の鎌倉と相談のこと。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、
履修の許可を得ること。

履修登録について
歯科再生歯工学分野鎌倉慎治教授

kamakura@tohoku.ac.jp 
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0鈴木治

授業担当者 佐々木 聖書一
高橋信f尊

授業科目
修士論文特別研修 小坂健
大学院研究基礎論 驚 蕨 正 寛

(責任者に0)
菅原俊二
山困 聡
多国浩之
石幡浩志
吉武満貫

単位数
1年次必修とし、修士論文特

別研修(7単位)に含む
科目ナンパリングコード DDE-DEN 611 

開講

1年次前期 場所 IS刊による受講

曜日・議時

授業の目標並びに目的
大学院生として研究を行う上で知っておくべき基本的事項を学ぶ。

と概要

学習の到達目糠 大学院生として研究を行う上で知っておくべき基本的事項を身に着ける。

はじめに.大学院研究基礎論のGIO・SBO

1 .研究の作法・研究とは
2. 大学院生の作法 :大学院で学ぶという三と
3. 大学院から始まるキャリアパス
4. 研究事始め・

(1)誌薬の管理、廃液の管理
授業の内容・方法と進 (2)遺伝子組み換え実験

度予定 (3) R 1実験
(4)臨床研究倫理
(5) インターネット利用の注意点
(6)動物実験

5. ハラスメントについて

※ 上記は予定であり、詳細はオリエンテーション時に説明する。

授業時間外学習 媛業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・参考 「研究者の作法」、 「実験ノート」、 「科学の健全な発展のために」
書等 (グリーンフック)を配布予定。

成績評価の方法 レポートによる。

備 考

履修登録について 必修科目のため、履修登録申請は不要。
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(選択科目)
高橋信1尊

授業科目
歯科生物学

授業担当者 笹 野 泰 之

(責任者にO) 中井淳一
(英文名) Oral Biology 

01行川博之

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 603 

開講
開講時聞は受講者と

受講者と相談の上、決定する。

相談のよ、決定する
湯所

曜日 ・講時

目標 ・目的 :歯学の根底を成す生物学(生命科学)を通して顎顔面口腔をはじめとする
授業の目標並びに 人体のしくみを教授し、科学的考察力、論理力を身に付けさせる。

目的と概要 概要 :顎顔面口腔をはじめとする人体を構成する分子、細胞、組織、器官の構造や口腔
に生息する微生物獲の機能について学ぶ。

1.生命を構成する物質とその活動の根幹をなす代謝活動、ヒトと共生する微生物叢の機
能等を分子レベルで理解し、これらから口腔疾患、口腔関連疾患の発症機序を理解す
る。 2.顎顔面口腔領域諸器官の組織構造と発生に

学習の到達目標 ついて理解する。さらに硬組織の修復に関しでも発生と関連づけて理解する。
3摂食、機管などの顎顔面口腔機能について、その感覚受容器と神経系のはたらきを理
解する。 4.人の正常な薗を含む頭頚部の
構造について理解し、それらの機能との関連についても理解する。

生体および口腔を織成する物質と口腔に生息する微生物重量の機能

綬業の内容 ・方法と 2 顎顔面口腔領減諸器官の組織構造と発生

進度予定 3 顎顔面白腔機能に関わる感覚受容器と神経系のはたらき

4 歯を含む頭頚部の構造

綬業時間外学習
生命科学に関する内容は範囲が広く、用語も豊富である。授業時聞が限られているた
め、復習が望まれる。

テキスト ・教材・
特になし

参考書等

成機評価の方法 出席およびレポートによる

備 考 特になし

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
口腔器官解iltJ学分野市川博之教綬

hiroichi@anat.dent.tohoku.ac.jp 
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(選択科目)
0若森実

授業科目
歯科病態学 授業担当者 菅原俊二

堀内 久徳

(英文名) Oral Pathophysiology 
(責任者lこ0) 清7}く 良失

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 603 

開講 前期 後目指定
場所

曜日・講時 火曜日 ・3講時

歯科領域におけるさまざまな疾患の病態を、微生物 ・免疫学的視点、分子生物学的
視点、形態学的視点、生理学的視点から学び、予防 ・治療法の創生について考え

授業の目標並びに る。
目的と概要

口腔粘膜の生体防御機構の特徴について学ぶ。次に、口腔粘膜疾愈の病態発現における免疫学
的特徴を理解する。さらに、予防 ・治療法の創出について討論する。(菅原教授)

骨吸収抑制覇Eピスホスホネートの作用点である低分子量GTP絡会蛋由貿が制御する細胞機能調
学習の到達目糠 節の分子機摘を概説する。(堀内教授)

額ロ腔領域に生じる多彩な疾患の形態学的特徴について概説する。(清水助教)
口腔肉環績を感知する分子機構について講義する。更に、病態生理学的、薬理学的視点からも

概説する。 o (若森教授)

免疫学的研究

2 分子生物学的研究

授業の内容・方法と
3 病理形態学的観察

進度予定 4 生理学的、薬理学的研究

授業時間外学習 授業および学習の到達自標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
特になし。

参考書等

成績評価の方法 出席及びレポートによる。

備 考 開講日時は受講者と相談のうえ、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
歯科薬理学分野若森教授

wakamori@dent.tohoku.ac.jp 
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(選択科目)
0鈴木 治

授業科目
再生医用材料学

授業担当者 洪光

Biomaterials for Regenerative 
(責任者に0) 高国雄京

(英文名)
Mcdicinc 

稲垣亮一

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN603 

開講
開講時聞は受講者と
相談の上、決定する

場所 受講者と相談の上、決定
曜日 ・講時

授業の目標並びに 歯科医療で使用する再生医用材料をはじめとする先端的材料の基礎的性質ならびに
目的と概要 具備すべき要件について学習する。

学習の到達目標
歯科医療で用いる再生医用料ならびにその他先端的材料を中心に、その基礎的性質
ならびに生体 ・環境に対して具備すべき要件について理解し、説明できる。

顎口腔の形態と機能の回復、保全にとって必要な再生医用材料の材料学的、生物
学的性質の基礎について理解する。さらにこれらの開発研究にとって必要とされる
研究手法を修得する。

2 再生医用材料の臨床応用に際して考慮すべき材料学的、 生物学的性質について理
解する。また臨床研究手法の基本を習得する。

3 組織再生、再建に用いる生体材料に関する基本的性質について理解する。また、
その開発研究に必要な研究手法を習得する。

綬業の内容・方法と進 4 歯科生体材料 ・生体親和性材料として、チタンの歯科的応用について理解する。
度予定

5 CAD/CAM冠に使用されるコンポジットレジンのついて材料学的、生物学的性質に
ついて理解する。

6 生体親和性歯科用材料として、ジルコニアについて材料学的、生物学的性質につ
いて理解する。

7 生体親和性歯科用材料として、ニ珪酸リチウムについて材料学的、生物学的性質
について理解する。

綬業時間外学習 綬業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキス ト・教材 ・
講義において適宜、提示

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考 開講時間は受講者と相談の上、変更する場合があるe

本科目の雇修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
顎口腔機能創建学分野鈴木j台数授

suzuki-o@tohoku.ac.jp 
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(選択科目)
0江草 宏

授業科目
デジタル歯工学概論

授業担当者 佐々木啓一

Introduction to Digital 
(責任者に0) 洪 光

(英文名)
Enginccring in Dcntistry 

稲垣亮一

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 603 

開講
開講時聞は受講者と
相談の上、決定する

場所 受講者と相談の上、決定
曜日 ・講時

授業の目標並びに
歯科医療妓術、歯工学へのデジタル技術の導入に際して必要となる概念、基礎知識
を理解し、デジタル技術 ・機器の導入、臨床応用に際して考慮すべき事項について

目的と概要
学習する。

学習の到達目標
デジタル歯工学の概要を理解して、デジタル医歯用機器が具備すべき要件および使
用上考慮すべき事項を理解する。

デジタル技術の基本を総合的に習得する。

2 デジタル技術を応用した機器の特徴について習得し、併せてデジタル歯工学に求
められる要件を考察する。またこれらデジタル技術導入、臨床応用に際して考慮す
ベき事項について習得する。

綬業の内容・方法と進
度予定 3 デジタル歯工学に関連した英語論文を抄読して、分かり易くプレゼンテーション

を行い、討議することにより、デジタル歯工学の理解度向上を養う。

綬業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業肉容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
講義において適宜、提示

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考 開講時間は受講者と相談の上、変更する場合があるc

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に雇修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
分子 ・再生歯科補綴学分野江草宏教授

egu@dent. tohoku. ac. jp 
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(選択科目)
O小関健由

授業科目
食品科学

授業担当者 佐々木啓一

(責任者にO) 高橋信1導
(英文名) Food Science 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN603 

開講
開講時聞は受講者と
相談の上、決定する

場所 開講時に指定
曜日 ・講時

綬業の目標並びに う蝕予防、歯周病予防などの口腔保健の観点、さらには口腔機能の育成 ・保全の観
目的と概要 点から、食品の開発研究に必要な知識を習得する。

-食品栄養学をヒ ト体内での物質代謝から生化学的に捉え、食品の具備すべき性状
を理解する。
-口腔内共生微生物叢(歯垢)肉での代謝メカニズムからう蝕誘発性の低い食品開

学習の到達目縁 発を考察する。
-唾液を介した口腔肉共生微生物重量(歯垢)と食品性状との関連を理解する。
• p且鴫・畷下後能と食品性状との関連を学び、顎口腔後能に及lます食の影響を考察
する。

食品栄養学(小関)

2 口腔内共生微生物叢(歯垢)肉の代謝メカニズム(高橋)

3 唾;夜と食品性状との関連(小関)

授業の内容 ・方法と 4 礁下機能と食品性状(佐々木)

進度予定

綬業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業肉容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキス ト・ 教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
予防歯科学分野小関健由教綬

yobou@dent.tohoku.ac.jp 
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(選択科目)
0小坂健

綬業科目
国際歯科保健学

授業担当者 小関健闘

(責任者にO)
(英文名) International Dental Health 

単位数 2 科目ナンパリングコード DDE-DEN 603 

開講 金.3 
場所 開始時に指定

曜日・講時 または ISTU 

授業の目標並びに 国際的な視野から我が園を取り巻く歯科医療・歯科保健の状況について理解し、国
目的と概要 際協力のあり方や、我が国における課題や先駆的な取り組みについて学ぶ。

-国際的な比較の中で、日本の歯科保健・歯科医療の特徴を自分で理解し、解析す
学習の到達目標 る事が出来る。

-世界の保健医療に関わる課題とその課題への取り絡みについて、基本的な海外協
カの実例を通じて概絡を理解する。 (担当小坂)

授業の肉容・方法と -歯科保健医療における我が園の取り組みや課題について、諸外国との比較を通じ
進度予定 て理解していく。 (担当小坂)

-世界の歯科疾患予防対策の特徴と問題点を理解する。 (担当小関)

授業時間外学習 綬業および学習の到達目標や授業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材 ・
特になし。

参考書等

成績評価の方法 出席及び提出されたレポートに基づいて判定する。

備 考

開講時間・場所は受講者と相談の上、変更する場合がある。

履修登録について 本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を
伝え、雇修の許可を得ること。
国際歯科保健学分野小坂健教授 ken.osaka.e5@tohoku.ac.jp 
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(選択科目)
O小関健由

授業科目
社会歯科学

授業担当者 小坂健

(責任者にO)
(英文名) Social Dentistry 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN603 

開講
開講時聞は受講者と
相談の上、決定する

場所 開講時に指定
曜日 ・講時

歯科医療経済、歯科医療福祉、歯科医療政策などを学び、歯科医療 ・口腔保健の諸
綬業の目標並びに 問題を理解する。

目的と概要

-歯科医療 ・歯科保健の実情から将来像を考える
-歯科医療情報の開示などの社会と歯科医療、歯科保健との適切な連携について理

学習の到達目縁 解する
-我が国の社会保険制度、特に介護保険制度と歯科医療 ・歯科保健との関わりを理
解する

歯科医療・歯科保健の現状と課題

2 社会と歯科医療・保健との逮傍の現状と課題

3 我が国の社会保険制度の現状と課題

授業の内容 ・方法と
進度予定

綬業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキス ト・ 教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
予防歯科学分野小関健由教綬

yobou@dent.tohoku.ac.jp 
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(選択科目)
0菊池雅彦

綬業科目
総合歯科学

授業担当者 泉因明男

(責任者にO)
(英文名) Comprehensive Dentistry 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 603 

開講
開講時聞は受講者と

相談の上、決定する
場所 総合歯科診療部医局

曜日・講時

綬業の目標並びに
総合歯科診療の概要について理解することを目的とする。

目的と概要

学習の到達目標 総合歯科診療の概要を説明できる。

総合歯科診療室で実施されている臨床教育シスナムを理解する。

2 総合歯科診療室におけるチーム医療について理解する。

3 総合歯科診療部が行う歯科臨床について理解する。

綬業の内容・方法と
進度予定

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材 ・
資料を配付する。

参考書等

成績評価の方法 レポート等による

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
総合歯科診療部菊池雅彦教授

mashiko.kikuchi.c7@tohoku.ac.jp 
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(選択科目)
O小関健由

授業科目
口腔育成学

授業担当者 五十嵐薫

Oral Health Care for Children 
(責任者に0) 福本敏

(英文名)
o.nd Adolcsccnts 

溝口到

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN603 

開講
開講時聞は受講者と
相談の上、決定する

場所 開講時に指定
曜日 ・講時

綬業の目標並びに 発育期の口腔疾患の病態、予防、治療について学び、健全な口腔の育成について、
目的と概要 その重要性を理解する。

-健全な口腔を育成する上で必要な口腔衛生管理に関する基本的・臨床的事項を理
解する

学習の到達回線 -発育期の歯列 ・校合の育成管理を理解する
-歯列不正、顎顔面の発育障害の病態と予防、治療を理解する
-唇顎口蓋裂怠児が有する様々な問題点に対する歯学的・医学的管理を理解する

口腔衛生管理に関する基本的・臨床的事項(小関)

2 発育期の歯列・校合の育成管理(溝口)

3 歯現l不正、顎顔面の発育障害の病態と予防、治療(福本)

授業の内容 ・方法と 4 唇顎口蓋裂怠児が有する様々な問題点に対する歯学的・医学的管理(五

進度予定
十嵐)

綬業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
予防歯科学分野小関健由教綬

yobou@dent.tohoku.ac.jp 
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(選択科目)
0粛藤正寛

授業科目
口腔修復・回復学

授業担当者 佐々木啓一

(責任者に0) 菊池雅彦
(英文名) Oral Restoration 

山田聡

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 603 

開講 後期 受講者と相談の上、決定

場所
曜日 ・講時 水曜日・ 3講時

綬業の目標並びに 口腔疾患の病態・予防 ・治療、口腔形態・機能の修復・回復、健全な口腔の維持に
目的と概要 ついて説明する。

学習の到達目標
成人期以降の口腔疾患の病態、予防、治療、及び口腔形態・機能の修復・回復、そ
して健全な口腔の維持について理解する。

歯る周。病(の山病田教態授と発)症機序ならびにその予防、治療方法について理解す

2 
口腔疾患を全身との関係から捉え、その予防、治療方針について理解す
る。 (菊池教授)

3 
う蝕、外傷、歯周病に起因する歯牙欠損に伴う障害ならびにその治療に
ついて理解する。 (佐々木教綬)

授業の内容・方法と 4 
う蝕に起因する歯質の部分的欠損に伴う障害ならびにその予防、治療に

進度予定
ついて理解する。 (驚藤教授)

5 
顎顔面領域の炎症、腫湯の臨床病態と発疫機序ならびにその治療につい
て理解する。

6 
口腔領繊の外科的疾患の病態と発症機序ならびにその治療について理解
する。

綬業時間外学習 綬業および学習の到達目標や授業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
講義において適宜、提示

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考 開講時間は受講者と相談のうえ、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に雇修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
歯科保存学分野驚厳正寛教綬

mssaito@dent.tohoku.ac.j 
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(選択科目)
0山口哲史

授業科目
顎口腔機能学

授業担当者 服部佳功他

(責任者にO)
(英文名) Stomatognathic Function 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN603 

開講
開講時聞は受講者と

加齢歯科学分野研究室1

相談の上、決定する
場所

曜日 ・講時

消化器、呼吸器、感覚器が混在する顎口腔は、それぞれの系が営む多織な機能に関
授業の目標並びに目的 与する。本講では、これら顎口腔の多機な機能のあらまし、ならびにそれら機能を

と概要 研究対象とする際に必要となる機能計測の技術、方法の概略を理解することを目的
とする。

学習の到達目標
1 顎口腔のさまざまな機能を説明できる
2 顎口腔機能と健康やQOLとの関連を説明できる

多様な顎口腔機能について

2 顎口腔機能の計測について

授業の内容 ・方法と
進度予定

授業時間外学習 綬業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・参考
特になし

書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考 開講目、時聞は受講者と相談のうえ、決定する。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修釜録について
加齢歯科学分野山口 哲史

satoshi.yamaguchi.a3@tohoku.ac.jp 
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授業科目
選択科目

障害者歯科学
授業担当者

0 高橋温
(責任者に0)

(英文名) Special Needs Dentistry 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 603 

開講
開講時聞は受講者と
相談の上、決定する

場所 未定
曜日 ・講時

授業の目標並びに
障害のある人の健康の維持 ・増進に寄与するために、障害のある人の口腔保健・

歯科医療におけるスペシャルニーズを理解し、スペシャルニーズに対応した健康支
目的と概要

援の方法とその実践における多職種協働について学ぶ。

日本における障害者および障害者歯科医療体制の現状と課題を説明でき
る。

2 
歯科保健医療におけるスペシャルニーズのある疾患とその特徴を説明で
きる。

学習の到達目標 スペシャルニーズのある人の歯科的環境における行動調整法を説明でき
3 

る。

4 発達期の摂食聴下障害とリハビリテーションについて説明できる。

5 障害者の健康支援における多職種協働について説明できる。

日本における障害者および障害者歯科医療体制の現状と課題

2 歯科保健医療で特別な支援が必要な疾患の概要と留意点

授業の内容・方法と進 3 スペシャルニーズのある人の歯科環境における行動調整法
度予定

4 発達期の摂食聴下障害とそのリハビリテーション

5 障害者の健康支援に関わる職種と役割

綬業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
スペシャルニーズデンテイストリー障害者歯科 第2版 (医歯薬出版)

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考

本科目の雇修を希望する場合は、下記宛に雇修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
障害者歯科治療部高橋温助教

a地dent.tohoku.ac.j 
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(選択科目)
0服部佳功

授業科目
高齢者歯科学

授業担当者

(責任者にO)
(英文名) Geriatric Dentistry 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN603 

開講
開講時聞は受講者と

加齢歯科学分野研究室1

相談の上、決定する
場所

曜日 ・講時

歯科医療の著しい発達にもかかわらず、日本人の歯の寿命は個体の寿命に遠く及ぱ

授業の目標並びに
ない。むろん歯の欠損をもたらす原因は踊蝕や歯周病などの歯科疾患であるが、そ
れらが老年期に頻発する背景に、この期に特有な歯科口腔保健よの 1)スクがあるこ

目的と概要
とを見逃しではならない。本講は、老年期における歯科口腔保健上のリスクに対す
る理解を深めることを目的とする。

学習の到達目標
1.高齢者歯科医療の課題を説明できる
2 高齢者歯科医療の高齢者の健康、 aOLにおける寄与を説明できる

本邦高齢者の歯科口腔保健の現況について

2 老年期の歯科口腔保健上のリスクについて

授業の内容 ・方法と
進度予定

授業時間外学習 綬業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキス ト・ 教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考 開講目、時聞は受講者と相談のうえ、決定する。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修釜録について
加齢歯科学分野服部佳功教綬

yoshinori. hattori.b4@tohoku.ac.jp 
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(選択科目)
O小林洋子

授業科目
感染予防歯科学

授業担当者

(責任者にO)
(英文名) Dental Infection Control 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 603 

開講
開講時聞は受講者と

開講場所については受講者と相談の上決定

相談の上、決定する
場所

曜日 ・講時

授業の目標並びに 院内感染を引き起こす感染症、院内感染予防対策、感染予防対策の特異性について
目的と概要 説明する。

院内感染を引き起ζす感染症ならびにその機序、院内感染予防対策に関する基本的
学習の到達目標 知識、歯科における感染予防対策の特異性について学習し、安全な歯科医療の提供

に必要な知識を習得することを目的とする。

感染予防歯科学セミナー (感染症の基礎知識、感染予防対策の基礎)

2 歯科部門外来におけるstandardprecautionの実際(見学実習)

3 
指定講義の受講(歯学研究科の教員による選択科目の授業で、指定する
講毅)

綬業の内容・方法と
進度予定

4 その他、指定するセミナー・講義・感染対策についてのFD等

*受講者は1、2を必須とし、併せて3あるいは4から選択すること。

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
特になし(必要に応じて適宜配布)

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考 開講時聞は受講者と相談のうえ、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
感染予防対策治療部小林洋子助教

yoko.kobayashi.a8@tohoku.ac.jp 
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(選択科目)
0笹 野 泰 之

授業科目
顎口目安再建学

授業担当者 佐 々 木 啓 一

(責任者にO) 高橋哲

(英文名)
Oral and Maxillofacial 水回健太郎

Reconstruction 

単位数 2 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN 603 

開講
開講時聞は受講者と

相談の上、決定する
場所 未定

曜日・誘時

綬業の目標並びに 顎口腔の再建に関して、生物学的、生体材料学的および臨床歯学的観点から多角的に学
目的と概要 ぶことを目的とする。

学習の到達目標 顎口腔の再建に関して、多角的に概説できる。

顎口腔諸組織の発生と修復に関して、解剖 ・組織学的な観点から教授する。
(笹野教筏)

2 
顎口腔の再建治療に関して、臨床生理学的および補綴学的な観点から教授す
る。 (佐々木教授)

授業の内容 ・方法と
進度予定 3 

顎口腔の再建治療に関して、顎顔面外科学的・口腔外科学的な観点から教授
する。 (高橋教綬)

4 
顎ロ目安の再建治療に関して、麻酔学的な観点から教授する。
(水回教授)

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の遼絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
顎口腔組織発生学分野笹野義之教授

sasano@anat.dent.tohoku.ac.jp 
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(選択科目)
0江草 宏

授業科目
臨床デジタル歯工学

授業担当者 洪光

(責任者にO) 佐々木啓一
(英文名) Digital Engineering in Dentistry 

稲垣亮一

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 603 

開講
開講時聞は受講者と
相談の上、決定する

場所 D棟 2F合同講義室
曜日 ・講時

授業の目標並びに デジタル歯工学の臨床活用について、その特徴を習得する。
目的と概要 デジタル歯科医療機器の臨床術式と使用する材料について一連の要点を習得する。

学習の到達目標
デジタル歯工学の特徴、ならびにデジタル歯科医療機器の臨床術式と使用する材料
について理解し、その臨床活用ができる。

IOS(Intra Oral Scanner)および3Dプリンターによりマウスガードを製作するデ
ジタル歯工学を応用した補綴方法を体験して、それらの構造・操作法および特徴な
どを学習する。

授業の内容・方法と進 2 デジタル歯工学を応用した補綴臨床術式として、実習用顎模型をIOSを使用して

度予定 採得したCAD用データから補綴装置を直接製作する術式によりCAD/CAM冠を製作し
て、適合評価を行い、その術式を体験し、評価するe

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業肉容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
講義において適宜、提示

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考 開講時聞は受講者と相談の上、変更する場合があるe

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修霊録について
分子・再生歯科補綴学分野江草宏教授

egu@dent. tohoku. ac. jp 
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(選択科目)
O小坂 健

授業科目
災害歯科医学

授業担当者 西岡貴志

(責任者にO) 佐々木啓一
(英文名) Disaster Dental Science 

鈴木敏彦

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN603 

開講
開講時聞は受講者と
相談の上、決定する

場所 受講者と相談の上、決定
PI日・講時

授業の目標並びに
災害と災害における歯科保健医療の役割を理解する。

目的と概要
災害の種類や歴史とその対策、災害フェイズにおける歯科の関わり方について学
ゐ、。

一般目標 :災害時の歯科医療について理解する。

学習の到達目標
個別目標 :①災害時の保健医療を理解する。

②③ 災害犠牲者の身元確認の歯科所見の採取の意義を理解する。
災害時の歯科保健活動の必要性について理解する。

-包括ケアシステムと災害対応
-災害における歯科的身元確認について

授業の内容 ・方法と進
-歯科領減における災害対策概論

度予定
-ドライブスルーPCR(COV 10-19)への歯科の関わり方について
-災害歯科実習 (実習は倒実習室を懇定)
-被災地でのポータブル歯科診療ユニットの用い方
-(選択) 被災地見学学習 (希望者のみ ;別単位)

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキス卜 ・教材 ・
講義において適宜、提示

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考 開講時間は受講者と相談の上、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修釜録について
国際歯科保健学分野小坂健教授

ken. osaka. e5@tohoku. ac. jp 

一78-



(選択科目)
0小坂 鍵

授業科目
環境歯学

綬業担当者 佐々木啓一

(責任者にO) 関根 勉
(英文名) Enviroment Dental Science 

高橋 ，ZaB R 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 603 

開講
開講時聞は受講者と
相談の上、決定する

場所 受講者と相談の上、決定
曜日 ・講時

授業の目標並びに
放射線の外部被iまくや放射性物質による内部被ぱく等、環境因子と歯、口腔との関

目的と概要
速を理解し、歯の持つ記録性とその重要性、歯から考える環境問題について学習す
る。

学習の到達目標 放射線等の環境因子と歯、口腔の関係を理解するの

チェルノブイリ事故や東日本大震災時の福島原発事故1::よる環境汚染1::ついて学
，::，'、。

2 放射線量測定の基礎を習得し、歯を用いた外部被lまく線量、内部被ぱく線量の推
定に関する方法と特長について習得する。

綬業の内容・方法と進
度予定

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬袋内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
講義において適宜、提示

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考 開講時聞は受講者と相談の上、変更する場合があるe

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修畳録について
国際歯科保健学分野小坂鍵教綬

ken.osaka. e5@tohoku.ac.jp 
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0高橋信博他
綬業科目

(選択科目) 授業担当者

口腔健康科学特論
【学際高等研究教育院指定授業科目} (責任者に0)

(笑文名)

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 603 

開講
後期

[STUによる受講
場所

晦日・講時
( 11月上旬)

ヒトのからだの入口であり、精綴な形態と精密な機能を待つ口腔には膨大な数の
微生物が生息し、また、歯科医療に伴い種々のバイオマテリアルが使用される。こ

授業の目標並びに目的 のような環境を持つ口腔は、ヒトと微生物とバイオマテリアルの調和的共存、すな
と概要 わち健康の維持を考える良いモデルである。本特論では、歯学、工学、材料学など

の分野進僕に基づく口腔健康科学を学び、その独自性と普遍性を理解することを目
的とする。綬業形態は主に[STUによる受講とする。

1 口腔の形態と機能の概要を説明できる。
2.口腔に生息する微生物叢の概要を説明できる。

学習の歪IJ逮呂標 3. 口腔領場における免疫反応の概要を説明できる。
4.口腔における代表的疾患であるう蝕や歯周病の概要について説明できる。
5.口腔におけるバイオマテリアルの機能と調和の概要について説明できる。

[STU (東北大学インターネットスクール)の授業『口腔健康科学特論j

において以下6名分を受講し、それぞれの講獲についてレポー トを提出
すること(計6篇、形式任意)

佐々木啓一 教 授 小関健由教授 山田聡教授

高橋信 博 教 綬 菅原俊二教綬 鈴木治教授
綬業の内容・方法と進

度予定 ※なお、レポート提出後、内容に関してディスカッションを行う湯合が
ある。

レポート提出期限 :2022年1月中旬予定(詳細は別途通知)

提出先:歯学研究科教務係宛(窓口提出、郵送、メール添付にて受付)
干980-8575 仙台市青葉区星陵町4-1
Email: den-kyom@grp.tohoku.ac.jp 
Tel・022-717-8248

授業時間外学習 受講後は、肉容について整理・復習し、理解を深めること。

テキスト・教材・参考
特になし

書等

成績評価の方法 それぞれの講義についてのレポー ト(内容の要約と考察)による。

備 考

本科目の履修を希望する場合は、 4月または10月の履修登録時に履修居にて申請する
こと。

履修登録について
他研究科の学生は、履修釜録機関に本科目履修希望の旨を所属研究科の教務係に申
し出ること。
後期履修登録期間後に[S刊にて釜録を行うので、受講可能となったら、履修霊録者
に個別に通知する(11月上旬)
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(選択科目)
0笹野泰之

授業科目
医の倫理・社会の倫理

授業担当者 鈴木敏彦

【未来型医療創造卓越大学院
(責任者に0)

(英文名)
プログラム】

単位数 1 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN 603 

開講 前期 歯学研究科実習講義様 (8棟)
場所

曜日・講時 木曜日・ 3-4g湾時 81講義室

倫理について深く考え、医療人としての倫理観を啓発する機会とする。
概要:学内外から招耳号する多彩な講師の講義を受講し、 「医療倫理J r生命倫理」
「社会倫理J r研究倫理」に関して広く学ぶ。

授業の目標並びに
目的と概要 「医の倫理・社会の倫理Jを学ぶことで卓越大学院研究を遂行し、これを通して医療

従事者・関係者としての倫理および社会情成員としての倫理を身につけた研究者、教
育者、医療者、行政者、開発者等となることにより、未来の医療に挑戦することを期
待する。

一般目標 ・多彩な分野の講師から直後講義を受け、医療人として具備すべき倫理につ

学習の到達目標
いて学ぶ。
個別目標 :① 医療倫理、生命倫理の基本ついて概説できる。

②社会倫理、研究倫理の基本ついて概説できる。

医療倫理と医療安全 I 担当 :歯学研究科教員

2 医療倫理と医療安全日 担当 :伊藤道議東北医科薬科大学准教綬

3 先天異常にかかわる倫理担当:安図適正生 広島大学 名誉教授

4 臨床倫理学と臨床死生学担当:清水哲郎岩手保健医療大学学長

5 薬害肝炎との闘い担当:山口美智子薬害肝炎全国原告団 前代表

綬業の肉容・方法と
6 

聴覚障害者の立場から歯科医療に望むこと 担当 :宮城教育大学特別支
進度予定 援教育講座 ;雀教授

7 遺伝学的検査の倫理担当・武藤香織東京大学医科学研究所教授

8 学術研究の倫理担当:羽田貴史東北大学名誉教授

9 
救急科からみた医療安全と緊急対応担当:伊関憲 福島県立医科大学
医学部教授

10 
新生児の倫理(生と死の臨床における歯科医療)担当:武闘康男 東アジア
グリーフの集い代表

綬業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修
の許可を得ること。

履修登録について
顎口腔組織発生学分野笹野泰之教綬

sasan喝anat.dent.tohoku.ac.jp
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(選択科目)
0高橋信1尊

授業科目
イノベイティブ基礎歯学

授業担当者 真柳弦

(責任者にO)
(英文名) Innovative dentistry 

単位数 1 科目ナンバリングコード DDE-DEN603 

開講 後期 歯学研究科基礎研究練 (A練・ 8棟)

場所
曜日 ・講時 火曜日・ 1議時 Al講義室 ・B3実習室

目標と目的全:超人少的子歯高科齢医社療会ののた日本において必要となる、る。あらゆるフイフス7 ージ
に対応した めの基礎的知識を習得す
概要・異分野融合型歯学、先端歯科医療、医療コミュニケーション、統合的硬組織
バイオロジ一、姐嘱・藤下機能、要介護高齢者に対する歯科訪問診療・侵食鴨下支

授業の目標並びに 援、スポーツ歯学、周術期歯科医療など、これからの歯学 ・歯科医療において、緊
目的と概要 急性・重要性の高い領減について学ぶ。

※玉大学連携事業 :課題解決型高度医療人材養成プログラム「鍵康長寿を育む歯学教育コンソーシ
アムJ (文部科学省事業 :平成26年度~平成30年度)で行われたコア科目をベースに講義を行う。

一般目標:将来の歯学・歯科医療のあり方について、具体的に考察できる。
個別目標:①異分野融合型の歯学および先端歯科医療について説明できる。
②適切な患者対応を行うためのコミュニケーションに関する知識、筏能、態度を習
得する。

学習の到達目標
③硬組織バイオロジーに関する知識を統合整理し、長寿社会における歯科医療の位
置づけを確認する。
④⑤正要常な岨鳴・鴨下運動の遂行を担うさ主体機能について理解する。

介護高齢者に対する歯科訪問診療と摂食膝下支援を行うために必要な知識を習
得する。
⑥スポーツ歯学、周術期の歯科医療について理解する。

1 課題解決型高度医療人材養成プログラムが目指すこと

2 異分野融合型先繍歯学・歯科医療:先端的歯科医療とは

3 異分野融合型先端歯学・歯科医療 :異分野融合型歯学とは

4・5 テイラード・コミュニケーション概論

媛業の内容・方法と進
6.7長寿を支える硬組織バイオロジー

度予定

8・9 傑食喰下のメカニズム

1 0・11地域連携と侵食支媛

1 2・13 スポーツ歯学

1 4・15閤術矧の歯科医療

綬業時間外学習 準備学習および理解度確認のための課題等を求める三とがある。

テキスト・教材・
見IJ途指示される場合があるので、それに従うこと。

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー ト等から総合的に判断する。

備 考 講義の内容、順番及び講義室は、都合により変更されることがある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
口腔生化学分野 高橋信博教綬

o EB@dent.tohoku.ac.jp 
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0鈴木敏彦
授業科目

(選択科目) 授業担当者 波田野悠夏
形質人類学基礎

【未来型医療創造卓越大学院
(責任者にO)

(英文名)
プログラム】

単位数 l 科目ナンバリングコード DDE-DEN 603 

開講
講義はISTUによる受講、実習時間・場所は未定

後期 場所
(受講者の人数・属性によって決定する)

曜日 ・講時

人類学とは，発達した文化を持つ生物種としてのヒトを総合的に研究する学問であ
る。本授業では，人類の身体形質を対象として主に自然科学的観点からヒトを探求

綬業の目標並びに目的 する形質人類学の基礎を学ぶ。特にヒトをはじめとした骨や歯の知識は，医学だけ
と概要 ではなく考古学，文化財科学，刑事司法など多方面でもその必要性が認識されてお

り，本授業では骨や歯の肉眼形態的観察を通して形質人類学の基礎的知識を習得す
ることを特色とする。

一般目標 :骨や歯の肉眼形態観察を通して形質人類学の基礎を習得する。
個別目標 :①形質人類学の定義について説明できる。

②③ ④ 形質人類学の他領域への適用について説明できるc

学習の到達目標 骨や歯の形態が形質人類学に寄与する理由を理解する。
人体の方向や部位の表現方法を理解する。

⑥ ⑤人体を構成する骨格を理解し，主な骨を肉眼的に識男IJできる。
ヒトの歯の形態的特徴を理解し，主な歯を肉眼的に識別できる。

1 (講義)形質人類学とは

2 (講義)人類進化と化石人類

3 (実習)ヒ トの骨格①

4 (実習)ヒトの骨格②

授業の内容・方法と進 5 (実習)ヒトの骨格③

度予定 6 (講義)古人骨と日本人のルーツ

7 (講義)古人骨の発鍋と整理作業

8 (講義)ヒトの骨からわかるζ と

9 (講義)歯の形質人類学

10 (実習)ヒ トの歯

授業時間外学習 骨や歯に関する解剖学用語は数も多く難解であるため.十分な復習が望まれる。

テキスト・教材・参考
テキストは特になし。資料は適宜配布する。参考書は講義中適宜紹介する。

書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる。

備 考
実際の履修内容の詳細については、入学当初のガイダンスや指導教員に従ってくだ
さい。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
歯科法医情報学分野 鈴木敏彦 ;雀教綬

suzk@anat.dent.tohoku.ac.jp 
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授業科目
(選択科目)

がん口腔ケア特別研修
授業担当者

0小関健由
丹阻奈緒子

(責任者にO) 百々 美奈

(英文名)
Oral Health Management for 石河理沙

Cnnccr Pnticnts 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN603 

開講
開講時聞は受講者と
相談の上、決定する

場所 開講時に指定
曜日 ・講時

口腔機能を高く維持することは、入院加療中や緩和ケア時の生活の貿の向上に直
結する。さらに、頭頚部領域のがん処置時に口腔ケアを実施すると、入院時間の短

授業の目標並びに
縮や術後の発熱等の合併症が少ないことが報告され、放射線治療時や薬物療法を実
施した際の口腔乾燥症への対応も、 闘病生活を支える上でも極めて重要である。本

目的と概要
コースでは、口腔の構造と機能、がんによる口腔の変化とその対応の実際につい
て、専門的な系統的講義と大学病院における実習を提供し、各病院施設等でがん患
者の口腔ケアを実践し、病院口腔ケアの指導的役割を担う人材を養成する。

がんの生物学的特性を理解する
がん患者の口腔肉の特殊性と合併症を挙げる

学習の到達目標 がん患者の口腔支媛手法を実施する
口腔のケアの手法を実施する

がんの生物学的特性と臨床腫湯学特論

2 がん患者の口腔肉の特殊性と合併症

3 口腔支援手法特論

授業の内容 ・方法と 4 口腔ケア手法実習

進度予定 5 大学病院がん患者口腔ケア実習

綬業時間外学習 綬業および学習の到達目標や授業肉容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
予防歯科学分野小関健由教綬

yobou@dent.tohoku.ac.jp 
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歯学特論
0高橋 信↑尊 他

綬業科目
口腔生化学

授業担当者

(英文名)
Lectures in Dental Sciences: 

(責任者に0)
Oral Ecology and Biochemistry 

単位数 3 科目ナンバリングコード DDE-DEN 701 

開講 4叩 12月 東北大学大学院農学研究科講義室

水曜日 1 • 2講時
場所

曜日・講時

東北大学に所属する生化学研究者が現在行っている最先端の研究に触れること

授業の目標並びに目的 で、生化学・分子生物学研究の現状を知り、大学院生自身の研究の奥行きを広げる

と概要 ことができることを目的とする。さらに自身の研究が他の学問領犠 ・研究領域とど

のような関連性を持つかについて理解できることを目的とする。

1.愚先端の生化学研究の概略を理解できる。
学習の到達目標 2 多彩な生化学研究の概略を理解できる。

3 これら生化学研究と自身の研究との関連について論述できる。

【内容】 (例)

-分子認識と蛋白質工学 梅津光失{ヱ学研究科)

-細胞骨格ポリマーのインピボ、インビトロ生化学 渡漫直樹{生命科学研究科}

-スト レス応答の分子機構 十川和博{生命科学研究科}

-新しいタイプの金属タンパク 斎藤正男 {生命科学研究科}

-タンパク質分解からみた細胞周期制御 中山啓子{医学系研究科)

-シグナル伝達の実体， タンパク質の構造変化から見直す 内問隆史{農学研究科}

-タンパク質復合体による細胞機能の制御 五十嵐和彦{医学系研究科}

-酸素適応とへム代謝新生児に学ぶ 柴原茂樹{医学系研究科)

-生化学と，物理・数学 石島秋彦{生命科学研究科}

-生理活性脂質の生体内機能 青木淳賢{薬学研究科}

-サイトカインシグナル伝達と免疫系 右井直人{医学系研究科)

綬業の内容・方法と進 • 11章表と医学 山本経之{医学系研究科)

度予定 -脂質・糖代謝と加齢 山本徳男{加齢医学研究所}

• RNA段階での遺伝子発現制御機嫌 稲田市j文{薬学研究科)

-細胞運動、細胞骨格を制御するシグナル伝達 大橋一正{生命科学研究科}

-環境耐性に関わる膜輸送体 魚住信之{工学研究科}

-蛋白質の折り畳み問題の基礎と生物学的意義 高橋総{生命科学研究科}

-植物ホルモンの機能と分子機構 山口信次郎{生命科学研究科}

-口腔生態系の生化学 餅蝕と歯周病 高橋信博{歯学研究科}

-低分子量GTP結合蛋由貿を介した細胞内情報伝達 堀内久徳{加齢医学研究所}

-レ ドックス感受性脂質の生化学 宮望書錫夫{農学研究科)

-糖鎖認識結合タンパク質の布寄進と機能 村本光二{生命科学研究科}

-オキシトシンと受容体社会行動と紳の分子生理メカニズム 西森克彦{農学研究科}

-生体分子の電極反応とその応用 末永智一{環療科学研究科}

綬業時間外学習
受講する内容に関して、教科書などで基礎的知識を予習してから講義に臨むことが
望ましい。また講義終了後は速やかにレポートを作成し、よく復習すること。

7 キスト ・教材 ・参考
特になし

書等

成績評価の方法 講義に出席し、そのうちの2図の講義についてレポートを提出する。

備 考
講義日程については、 4月に各分野に配布する「大学院生化学合同講義日程表」を参

照のこと 。本授業lま日本語で行われる。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について 口腔生化学分野 高橋信情教授

o EB@dent.tohoku.ac.jp 
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歯学特論
0菅原俊二

授業科目
口腔分子制御学

授業担当者 黒石智誠

Lectures in Dental Sciences: Oral 
(責任者に0)

(英文名)
Molcculllr Biorcgullltion 

単位数 3 科目ナンパリングコード DDE-DEN 701 

開講
開講時聞は受講者と相
談の上、決定する

場所 口腔分子制御学分野他
曜日 ・講時

授業の目標並びに
口腔の生体防御と免疫・炎症についてのメカニズムを理解する ζ とを目的とする。

目的と概要

学習の到達目標 口腔の生体防御・免疫の特徴を理解し、説明できるc

口腔の生体防御機構

2 口腔粘膜での免疫誘導機構

3 口腔粘膜での免疫覧容の誘導機構

授業の内容・方法と
4 口腔疾患との関連

進度予定

授業時間外学習 学部授業「感染と免疫Jの肉容を再確認しておくこと。

テキスト・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考 特になし

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
口腔分子制御学分野菅原俊二教綬

shunji.sugawara.d5@tohoku.ac.jp 
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歯学特論 0山田聡
授業科目 歯肉歯周治療学

授業担当者 根本英二他

Lecture in Dental Sciences: (責任者に0)
(英文名)

Periodontology and Endodontology 

単位数 3 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN 701 

開講
開講時聞は受講者と

歯肉歯周学治療分野研究室

相談の上、決定する
湯所

曜日 ・講時

授業の目標並びに 歯肉疾患及び歯周疾患の病態ならびにその病態形成あるいは口腔と全身の関係の基盤と
目的と概要 なっているhost-parasiteinteractionについて理解を深めることを目的とする。

学習の到達目標
新たな研究の展開方法について情報を得ることにより、生体応答を応用した治療法の関
発の可能性あるいはその理論について理解する。

歯周病と免疫応答

2 細胞生物学的にみた歯周組織再生

綬業の内容 ・方法と 3 歯周病と全身の関係

進度予定

綬業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・
特になし

参考書等

成機評価の方法 出席およびレポートによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
歯肉歯周治療学分野 山田聡教綬

satoruy@tohoku.ac.jp 
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歯学特論
0 務綴正寛

授業科目
歯科保存学

授業担当者

Lectures in Dental 
(責任者に0)

(英文名)
Scicncc:Opcrntivc Dcntistry 

単位数 3 科目ナンバリングコード DDE-DEN 701 

開講
開講時聞は受講者と
相談の上、決定する

場所 歯科保存学分野研究室
曜日 ・講時

目的 ・再生医療を理解する。
概略・再生医療の基礎について

授業の目標並びに -細胞移植治療の基礎について
目的と概要 -細胞移植治療の基礎について

-歯科再生医療の基礎と臨床

-幹細胞の基礎を分子生物および生化学的に理解する
-細胞移植治療を生化学的知識に基づき理解する。

学習の到達目標
-組織工学の基礎を理解する。
-再生医療法の実施例を理解する。
-歯科で実施されている再生医療に関して、治療妓術および基本的な知識を理解す
る。

再生医療の現状と課題

2 幹細胞の基礎知識

3 細胞移植治療の基礎知識

授業の内容・方法と
4 組織工学の基礎知識

進度予定

5 歯科領域で行なわれている細胞移植治療

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
歯科保存学分野菊藤正寛教綬

mssaito@dent.tohoku.ac.jp 
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歯学特論
O小坂健

授業科目
国際歯科保健学

授業担当者 相田 潤

Lectures in Dental Sciences: 
(責任者に0)

(英文名)
Intcrnlltionol Orlll HClllth 

単位数 3 科目ナンバリングコード DDE-DEN701 

開講 木 ・1.2 
場所 国際歯科保健学分野セミナ一室

曜日 ・講時

授業の目標並びに -国際的な視野から我が国を取り巻く歯科医療 ・歯科保健の状況について理解し、
目的と概要 国際協力のあり方や、我が国における課題や先駆的な取り組みについて学ぶ。

学習の到達目標
-国際的な視野から我が国を取り巻く歯科医療 ・歯科保健の状況について理解でき
るようになる。

-国際保健医療協力の必要性について(担当 :小板)
綬業の内容 ・方法と -我が国の社会保障制度について(担当 ‘小媛)

進度予定 -研究に必要な疫学統計について(担当:相田)
-国際的な観点からみた健康格差について (担当:相田)

授業時間外学習 綬業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキス ト・ 教材・ 疫学一医学的研究と実践のサイエンス メディカル・サイエンス・インターナショ
参考書等 ナル

成績評価の方法 出席及び提出されたレポー トに基づいて判定する。

備 考

開講時間 ・場所は受講者と相談の上、変更する場合がある。

履修釜録について 本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を
伝え、履修の許可を得ること。
国際歯科保健学分野小坂健教綬 ken.osaka.e5@tohoku.ac.jp 
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歯学特論
0鈴木敏彦

授業科目
歯科法医情報学

授業担当者 小坂萌

Lectures in Dental Sciences: 
(責任者に0) 波田野悠夏

(英文名)
Dcntlllllnd Digitlll Forcnsics 

単位数 3 科目ナンバリングコード DDE-DEN 701 

開講
開講時間は受講者と相
談の上、決定する

場所 受講者と相談の上決定する

曜日 ・講時

(主に歯科医療関係者対象)
-法医学の基礎を学ぶ

授業の目標並びに
-歯科情報を利用した個人識別に関して具体的事例を通して学ぶ

目的と概要
(主に非歯科医療関係者対象)
-法医学の基礎を学ぶ
-硬組織を用いた人獣鑑別に関して具体的事例を通して学ぶ

(主に歯科医療関係者対象)
1 法医学の意義を説明できる
2 歯科的身元確認の意義と，歯科医療関係者の役割を説明できる

学習の到達目標
3 歯科的身元確認の手順を説明できる

(主に非歯科医療関係者対象)
1 法医学の意義を説明できる
2 硬組織を用いた人獣鑑別に関して具体的事例を過して理解できる

(主に歯科医療関係者対象)

法医学とは

2 歯科的個人識別とは

授業の内容・方法と 3 死後情報・生前情報の収集と照合

進度予定 4 大規模災害における検案支援

(主に非歯科医療関係者対象)

法医学とは

2 法医学における人獣鑑別の具体例

授業時間外学習
授業の目標 ・学習の到達目標を達成するため，授業内容・進度に応じた自主的な学
習が必要である

テキスト・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考
歯科医師の場合，秋 (10月頃・詳細未定)に行われる.宮城県歯科医師会主催の身
元確認研修会を受講すること。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
歯科法医情報学分野 鈴木敏彦;雀教授

suzk@anat.dent.tohoku.ac.jp 
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授業科目
歯学特論

予防歯科学
授業担当者 O小関健由

(責任者にO) 丹回奈緒子

(英文名)
Lectures in Dental Sciences: 

Prcvcntivc Dcntistry 

単位数 3 科目ナンバリングコード DDE-DEN701 

開講
開講時聞は受講者と
相談の上、決定する

場所 開講時に指定
曜日 ・講時

国民の健康な生活を確保するために、公衆衛生の向上及び増進を計る予防歯科学
授業の目標並びに の、歯科医療及び保健指導について学ぶ。

目的と概要

-地域における歯科保健活動の実例を示して、実施の際の問題点や効果的な運用法
を理解する。

学習の到達目標 -高齢者の口腔肉の疾病予防法を例にとり、口腔肉環境と疾病の予防について理解
する。

口腔内環演と疾病の予防との関連

2 地域における歯科保健活動の現状と課題

3 高齢者の口腔内の疾病予防の現状と課題

綬業の内容 ・方法と
進度予定

授業時間外学習 講義の内容を理解するために必要な予習と復習を行う

テキス ト・ 教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修釜録について
予防歯科学分野小関鍵由教綬

yobou@dent.tohoku.ac.jp 
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歯学特論
0福本敏

綬業科目
小児発達歯科学

授業担当者 山図亜矢

Lectures in Dental Sciences: 
(責任者に0) 斉目察 幹

(英文名)
Pediatric Dentistry 

丸谷白星子

単位数 3 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN 701 

開講 前期(6月) 後期(10月) 未定
場所

曜日・講時 木曜日 1・2講時

綬業の目標並びに
小児歯科に特徴的な疾患の特徴を理解するとともに、その原因究明のための手法および
治療法の開発について、最新の研究成果について触れるとともに、歯の再生療法につい

目的と概要
て理解を深めることを自的とする。

学習の到達目標 小児期における発達異常の発症原因を学ぶ。

前期 (6月)小児の歯科治療に際して考慮すべき成長発育について

2 前期 (6月)小児の顎綴菌に発症する遺伝性系統疾患の概要について

3 後期 (10月)歯の再生研究の概要について

授業の内容 ・方法と
進度予定

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材 ・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考 開講時聞は受講者と相談のうえ、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修釜録について
小児発達歯科学分野福本敏教授

fukumoto@dent.tohoku.ac.jp 
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歯学特論
0五+嵐薫他

授業科目
顕蓋顔面先天異常学

授業担当者

Lectures in Dental Sciences: 
(責任者に0)

(英文名)
Crnniofncilll Anomlllics 

単位数 3 科目ナンバリングコード DDE-DEN701 

開講 後期 頭蓋顔面先天異常学分野研修室

場所
曜日 ・講時 火曜日 1・2講時

授業の目標並びに u蓋顔面先天異常学分野および学内外の研究者の最新の研究成果に触れ、自らの研
目的と概要 究に役立つ情報を得る。

学習の到達目標 自らの研究に役立つ情報を得ることができるの

頭差額面先天異常の診断と治療

2 口唇口蓋裂のチーム医療

3 その他、指定する講義、セミナ一等

綬業の内容 ・方法と
進度予定

授業時間外学習 綬業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・
特になし。

参考書等

成績評価の方法 出席及びレポートによる。

備 考 開講時間 ・場所は受講者と相談のうえ、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修釜録について
頭蓋顔面先天異常学分野五十嵐薫教綬

kaoru.igarashi.a3@tohoku.ac.jp 
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歯学特論
0北浦英樹他

授業科目
顎口腔矯正学

授業担当者

Lectures in Dental Sciences: (責任者に0)
(英文名) Orthodontics and Dentofacial 

Orthopedics 

単位数 3 科目ナンバリングコード DDE-DEN 701 

開講 受講者に適宜連絡 受講者に適宜連絡
場所

曜日 ・講時

不正岐合の診断と治療に関する最先端の情報に触れることにより、歯科矯正臨床の
授業の目標並びに 現状と研究動向について理解を深める。矯正装置が与える顎への影響や、歯の移動

目的と概要 のメカニズムについては骨代謝に関する新知見が次々と発表されており、これに基
づいた知識を深める。

矯正装置が与える顎への影響や、歯の移動のメカニズムについては骨代謝に関する
学習の到達目標 新知見が次々と発表されており、これに基づいた知識を深める。

歯の移動の生体反応・メカニズム(セミナー)

2 矯正診断とセファ口分析(セミナー)

3 矯正歯科における顎口腔機能分析(セミナー)

授業の内容・方法と 4 先天異常の歯科矯正治療(セミナー)

進度予定 5 指定講義の受講

6 その他、指定するセミナー ・講義等

授業時間外学習
受講生は本授業の至IJ達目標を達成するために綬業・実習の準備を十分行う必要があ
る。

テキスト・教材・
セミナーでは適宜資料を配付する。

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考
受講者は受講計画に関して予め責任者の北浦と相談のこと。受講者は 1-4を必須と
し、併せて 5あるいは6の中から選択すること。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
顎口腔矯正学分野北浦英樹准教綬

hideki.kitaura.b4@tohoku.ac.jp 
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歯学特論
0中井淳一

授業科目
口腔生理学

授業担当者 安線恵子

Lectures in Dental Sciences: Oral 
(責任者に0) 千葉美麗

(英文名)
Physiology 

工藤忠明

単位数 3 科目ナンバリングコード DDE-DEN701 

開講
開講時聞は受講者と

歯学研究科A練 7階口腔生理学分野

相談の上、決定する
場所

曜日 ・講時

目標と目的 人体機能のうち、特に歯学と関わりの深い口腔機能(口腔体性感
授業の目標並びに 覚、味覚、顎反射、哩鴫運動など)のしくみについて理解する。

目的と概要
概要 :歯科学領域での感覚受容や運動発現について学ぶ。

一般目標:口腔機能に関連した感覚受容や運動発現のしくみについて理解する。
個別目標

学習の到達回線
①② 口腔体性感覚の特徴および歯根膜感覚の受容機織について説明できる。

歯髄と象牙質の痛みの受容機構について説明できる。
③④ 口腔・顔面の痛みと鎮痛に関わる末梢・中枢機序を説明できる。

味覚 ・嘆覚の受容機構を説明できる。
⑤顎反射・哩鴫運動に関わる末梢・中枢機序を説明できる。

ロ腔体性感覚の特徴と歯根膜感覚

2 歯髄と象牙質の痛み

綬業の内容・方法と 3 口腔 ・顔面の痛みと鎮痛
進度予定

4 味覚と嘆覚

5 顎反射と岨嘱運動

授業時間外学習 綬業後の復習は大切です。しっかり復習しましょうe

テキス ト・ 教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 凶席およびレポー トによる。

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
口腔生理学分野 中井淳一教授(Email:junichi.nakai.a5@tohoku.ac.jp) 
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歯学特論 0若森実
授業科目 歯科薬理学

授業担当者 中村卓史

Lectures in Dental Sciences: (責任者に0)
(英文名)

Dcntlll Pho.rmllcology 

単位数 3 科目ナンバリングコード DDE-DEN 701 

開講
開講時聞は受講者と 基礎研究棟7階歯科薬理学分野
相談の上、決定する

場所
分子生物学・生化学実験室

曜日 ・講時

Membrane physiologyを理解することを目的とする。

授業の目標並びに
生体内で速く 情報を伝えるために電気が使われているが、その電気はイオンの流れ
に他ならない。ζのイオンを流すタンパク質がチャネルやトランスポーターであ

目的と概要
る。以下の項目に関して講義するが、特に項目 4に関して重点的に講義する。

学習の到達目標
チャネルやトランスポーターの生理機能を説明できる。その破たんとしての疾患を
病態生理学的に説明できる。

チャネルやトランスポータ一基礎
Hodgkin-Huxley modelを含む、熱力学的理解と分子生物学的機能解析

2 チャネルやトランスポーターの機能破綻と疾患について

授業の内容・方法と
チャネルやトランスポーターの病態生理とのかかわりについて

進度予定 3 薬物ターゲットとしてのチャネルやトランスポーター

口腔感覚の受容体、増幅器としての新規チャネルの最新情報

4 A.カプサイシン受容体(TRPVl)と痛覚
B.メカノセンサーとしてのTRPチャネル
C.味覚の増幅器としてのTRPチャネル

授業時間外学習 綬業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
特になし。適宜資料を配付する。

参考書等

成績評価の方法 特論への取組で評価する。

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
歯科薬理学分野若森教授

mpcb@dent.tohoku.ac.jp 
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歯学特論
O清水良失

授業科目
口腔病理学

授業担当者 粛藤 悠

Lectures in Dental Sciences: Oral 
(責任者に0) 佐 野 有 哉

(英文名)
Pathology 

単位数 3 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN 701 

開講
開講時間は受講者と

口腔病理学教室

相談の上、決定する
湯所

曜日 ・講時

近年繕加傾向にあり歯科医師の役割としての重要性が問われる口腔癌とインプラントに

授業の目標並びに
関連した骨再生について臨床病理学的な観点での総合的な綬業を 2部構成で行う。

目的と概要

1 .口腔嬢 :前療病変、疫学、病因論、形態、診断、治療法など。
学習の到達目標 2.歯科治療に関連する骨再生 :骨再生に関するメカニズムや失敗原因を考える。

口俊癌の臨床病理

2 歯科治療における骨再生

綬業の内容 ・方法と
進度予定

綬業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・
特になし。

参考書等

成績評価の方法 出席と討論などによる理解度で評価する。

備 考 開講時間 ・場所などは受講者と相談の上、変更する渇合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修釜録について
口腔病理学分野清水助教

shimizu@dent.tohoku.ac.jp 
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歯学特論
0飯久保正弘

授業科目
歯科医用情報学

綬業担当者 庄司憲明

Lectures in Dental Sciences: (責任者に0) 小嶋郁穂
(英文名) Dental Informatics and 

Radiology 

単位数 3 科目ナンバリングコード DDE-DEN 701 

開講 前期 歯科医用情報学分野研究室
場所

曜日・講時 金曜日 3、4講時

綬業の目標並びに
歯科疾患を診断するための各種医用情報に基づいた論理的な思考力を習得することを
目的とし、診断の根拠となる医療面媛、臨床所見、画像所見および検査所見の実際に

目的と概要
ついて学ぶ。

学習の到達目標
医療面媛、臨床所見、画像所見および検査所見から得られた情報をもとに、全人的な
見地から的確な診断を行うことができる。

全身疾患と口腔症状との双方向的関連(講義)

2 最新の画像診断法(講義および演習)

3 
口腔疾患を診断するための検査診断学(血液検査、生理機能検査を含む)
(講義および演習)

授業の内容・方法と
進度予定

綬業時間外学習 綬業および学習の到達目標や綬業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・ Oral Diagnosis and Radiology 8th edition (当分野製作)を無料で配布する。この
参考書等 テキストを用いて学習するとよい。

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修
の許可を得ること。

履修登録について
歯科医用情報学分野飯久保正弘教媛

machapy@tohoku.ac.jp 

-102-



歯学特論 0高橋哲
授業科目 顎顔面・口腔外科学

授業担当者 山内健介、千葉雅俊

Lectures in Dental Sciences: 
(責任者に0) 宮下仁、野上晋之介

(英文名)
OroJ Ilnd MllxillofllcilllSurgcry 

単位数 3 科目ナンバリングコード DDE-DEN701 

開講 前期 顎顔面・口腔外科学分野教室、病棟、外来
場所

曜日 ・講時 金曜日・ 1.2講時

授業の目標並びに
口腔・顎顔面領域の形態と機能、病態およびその治療について基礎的知識を学び、

目的と概要
さらにその基礎・臨床研究のための材料と方法、そして研究の最前線について学
，:，、.、。

学習の到達目標 顎顔面・口腔外科学の病態・治療の基礎を理解する。

現在行われている口腔顎顔面外科治療の微要について

2 口腔・顎顔面領域の先天異常と変形症

3 口腔・顎顔面領域の先天異常と変形症

授業の内容 ・方法と進 4 口腔・顎顔面領域の嚢胞と腫湯

度予定 5 顎関節疾患"

6 口腔・顎顔面領域の形態的 ・機能的再建治療"

7 デンタルインプラントを用いた口腔・顎顔面領域の再建

綬業時間外学習 綬業および学習の到達目標や授業肉容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・ 適宜指定する。
参考書等

成績評価の方法 出席回数およびレポートによる理解度により評価する。

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
顎顔面・口腔外科学分野高橋哲教授

tetsu@dent.tohoku.ac.jp 
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歯学特論
0水回健太郎

授業科目
歯科口腔麻酔学

授業担当者 星島宏

Lectures in Dental Sciences: 
(責任者に0) 安田真

(英文名)
Dcntο-oro1 Ancsthcsiology 

渡辺泰輔(非常勤)

単位数 3 科目ナンバリングコード DDE-DEN 701 

開講 後期 臨床研究棟2階歯科口腔麻酔学分野医局

場所
曜日 ・講時 金曜日 1・2講時

【目標ならびに目的】

授業の目標並びに
歯科麻酔科学の基礎に対する理解を深め，研究へ反映させる。
【概要]

目的と概要
全身麻酔j去、精神鎮静j去、局所麻酔j去、歯科治療時の全身的偶発症、心肺草案生法

について学ぶ。

学習の到達目標 麻酔法についての基礎知識を習得し.研究に反映できる ζとの

歯科麻酔学総論

2 全身麻酔法の理論と実際

3 静脈内鎮静j去の理論と実際

綬業の内容・方法と
4 局所麻酔法の理論と実際

進度予定

5 歯科治療時の全身的偶発症への対応

6 心肺蘇生法の理論と実際

授業時間外学習 綬業および学習の到達目標や授業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考 開講時聞は受講者と相談のうえ、変更する場合がある

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
歯科口腔麻酔学分野 水回健太郎教綬

kentaro.mizuta.e6@tohoku.ac.jp 
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歯学特論
O菊池雅彦

授業科目
総合診療学

授業担当者 泉田明男

Lectures in Dental 
(責任者に0)

(英文名)
Sciences:Comprehensive Dentistry 

単位数 3 科目ナンバリングコード DDE-DEN 701 

開講
開講時聞は受講者と
相談の上、決定する

湯所 総合歯科診療部医局
曜日 ・講時

授業の目標並びに 全人的歯科医療を理解する一助として口腔と全身の健康との関わりについて理解するこ
目的と概要 とを目的とする。

学習の到遥目標 口腔と全身の健康との関わりについて説明できる。

口健衛生と QOL

2 侵食機能と栄養

3 岨暢と身体機能

授業の内容 ・方法と 4 咽鴫と精神機能

進度予定 5 口健衛生と全身疾患

綬業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・
資料を配付する。

参考書等

成機評価の方法 レポート等による

備 事E

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
総合歯科診療部菊池雅彦教綬

mashiko.kikuchi.c7@tohoku.ac.jp 
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歯学特論
0市川博之

授業科目
口腔器官解剖学

授業担当者 佐蕨匡

Lectures in Dental Sciences: Oral (責任者に0) 矢島健大
(英文名)

and Craniofacial Anatomy 

単位数 3 科目ナンバリングコード DDE-DEN 701 

開講 後期 受講者と相談の上決定
場所

曜日・講時 受講者と相畿の上決定

目標・自的. 解剖学的視点からみた神経の変性と再生に関する先端的研究を紹介する
綬業の目標並びに ことにより、それらのメカニズムを理解し、研究立案に生かすことを目的とする。

目的と概要 概要: 変性や再生における神経細胞の形態的変化や神経再生における神経栄養因子の
役割について学ぶ。

学習の到達目標
神経繍傷による神経細胞の形態的変化や神経再生における神経栄養因子の機能について
理解する。

変性や再生における神経細胞の形態的変化について

2 神経再生における神経栄養因子の霊要性について

3 神経栄養因子の再生医療への応用について

授業の肉容・方法と
進度予定

授業時間外学習
変性や再生のメカニズムは時に難解で理解するのが困難な場合がある。授業時間は限ら
れているため、復習が望まれる。

テキスト ・教材 ・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考 特になし

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
口腔器官解剖学分野市川博之教綬

hiroichi@anat.dent.もohoku.ac.jp
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歯学特論
0 笹 野 泰 之

授業科目
顎口俊組織多量生学

授業担当者 中村恵

Lectures in Dental Sciences: (責任者に0)
(英文名) Craniofacial Development and 

Tissue Biology 

単位数 3 科目ナンバリングコード DDE-DEN 701 

開講
開講時聞は受講者と

相談の上、決定する
湯所 未定

曜日 ・講時

授業の目標並びに
硬組織(歯 ・骨)の発生と修復に関して、最新の文献的な学術情報を紹介し、さらに講

目的と概要
義担当者等の研究を紹介することで、当該研究分野に対する関心を惹起することを目的
とする。

学習の到遠目標 硬組織の発生と修復について概説できる。

硬組織の発生と修復の織要

2 硬組織の費量生過程と石灰化

3 硬組織の修復過程と石灰化

授業の内容 ・方法と
進度予定

綬業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・
特になし

参考書等

成機評価の方法 出席およびレポートによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
顎口腔組織発生学分野笹野泰之教綬

sasano@anat.dent.tohoku.ac.jp 
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歯学特論
0高 田 雄 京

綬業科目
歯科生体材料学

授業担当者 高橋正敏

Lectures in Dental Sciences: (責任者に0)
(英文名)

Dental Biomaterials 

単位数 3 科目ナンバリングコード DDE-DEN 701 

開講
開講時間は受講者と

基礎研究練4階歯科生体材料学分野

相談の上、決定する
場所

曜日・講時

綬業の目標並びに 最先端の歯科用金属材料の基礎知識を理解し、その応用力を身につけることで歯科生体
目的と概要 材料に関する研究能力を高めることを目的とする。

学習の到達目標
生体用金属材料を説明できるようになる。特に、チタンや磁石の歯科応用を説明でき、
自分の研究に応用できるようになる。

チタンおよびチタン合会について

2 生体用チタン及びチタン合金

3 チタン合金の生体親和性

綬業の内容・方法と 4 チタン合金の耐食性

進度予定 5 チタン合金の歯科鋳造

6 チタン合金のCAD/CAM

7 磁性の歯科応用

8 歯科用磁性アタッチメント

授業時間外学習 講義内容を十分に翠解できるよう準備すること。

テキスト ・教材 ・
教員が準備する。

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる。

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
歯科生体材料学分野高国雄京准教綬

yukyo.takada.al@tohoku.ac.jp 
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歯学特論
0鈴木治

授業科目
顎口健機能tJ建学

授業担当者 塩飽由香和l

Lectures in Dental Sciences: 
(責任者に0) 潰弁瞭

(英文名)
Craniofacial Function Engineering 

単位数 3 科目ナンバリングコード DDE-DEN 701 

開講
開講時聞は受講者と

顎口腔機能創建学分野研究室

相談の上、決定する
湯所

曜日 ・講時

【目的]
硬組織再生で用いられるリン酸八カルシウム (QCP)等の生体機能材料とその生体反

授業の目標並びに 応、生体融合性、また幹細胞について理解することを目的とする。また再生・tJJ建医歯
目的と概要 学の研究方法を理解する。

学習の到遥目標
硬組織再生に用いられる生体機能材料や石灰化についての定義、機能について理解す
る。幹細胞の培養法、分化評価法、移植法について理解する。

組織再生工学の手法

2 生体機能材料の種類、構成、機能、設計方法について

3 幹細胞、生体組織との界面、生体適合性について

授業の内容 ・方法と 4 生体機能材料と徐放について

進度予定 5 基質タンパク質の自己組織化と生体機能材料について

6 硬組織形成の石灰化メカニズムについて

綬業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・
特になし

参考書等

成機評価の方法 出席およびレポートによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
顎口腔機能創建学分野鈴木治教綬

suzuki-o@tohoku.acjp 
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歯学特論
0佐々木啓一

授業科目
口腔システム補綴学

授業担当者 小J11 徹

Lectures in Dental Sciences: 
(責任者に0) 依田信絡

(英文名)
Advllnccd Prosthctic Dcntistry 

単位数 3 科目ナンバリングコード DDE-DEN 701 

開講 前期 口腔システム補綴学分野研究室 (医局)

場所
曜日 ・講時 火曜日・ 1、2講持

授業の目標並びに 補綴歯科学の発展に必要とされる基礎研究、臨床研究、先端研究の概要について説
目的と概要 明する。

学習の到達目標
補綴歯科学の発展を図るうえで必要となる基礎研究、臨床研究、先端研究の概要な
らびにその在り方を理解し、研究立案に活用できるc

補綴歯科学の現状と課題(佐々木教綬)

2 材料一生体インターフェイスの制御 (佐々木教授)

3 力学一生体インターフェイスの制御 (佐々木教授)

授業の内容・方法と 4 唄鴫 ・鴨下機能との関連(小川准教綬)

進度予定 5 補綴歯科臨床におけるエピデンス(依田助教)

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
講義において適宜、提示

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考 開講時聞は受講者と相談のうえ、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の冒と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修釜録について
口腔システム補綴学分野 佐々木啓一教授

junko.hagawa.a3@tohoku.ac.jp 
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歯学特論
O 江草宏

授業科目
分子 ・再生歯科補綴学

授業担当者 山田将1尊

Lectures in Dental Sciences: (責任者に0) 新部邦透
(英文名) Molecular and Regenerative 

Prosthodontics 

単位数 3 科目ナンバリングコード DDE-DEN701 

開講 前期 分子・再生歯科補綴学分野研究室
場所

曜日 ・講時 水曜日・夕方

目標と目的 :分子生物学 ・再生医学の視点から歯科補綴学を考える能力を養う。
授業の目標並びに 概要:分子 ・再生歯科補綴学の基礎となる知識をグループディスカッションを介し

目的と概要 て学び、生物学に基づいた補綴歯科臨床を実践するために必要な論理的思考力を養
つ。

一般目標:分子・再生歯科補綴学の意義を理解する。
個別目標:①歯科補綴学の変遷を説明できる。

学習の到達目標 ②③再歯科繍綴学の分子生物学的側面を説明できるの
生医療を歯科補綴学と関連して説明できる。

④歯科医学における幹細胞の意義を説明できる。

多機性を増す歯科補綴学

2 近未来の歯科補綴学におけるバイオテクノロジーのインパクト

3 歯科補綴学を“科学"で捉える

綬業の内容 ・方法と
4 再生医療の補綴歯科治療への展開

進度予定

5 歯科と幹細胞

授業時間外学習 綬業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・ Egusa H. et a卜 Stemcells in dentistry -Part 1 & 11. J Prosthodont Res. 2012. 
参考書等 Egusa H: Increasing diversity in prosthodontic research. J Prosthodont Res， 2014. 

成績評価の方法 出席およびディスカッションへの参加姿勢。

備 考
本授業は、分子・再生歯科補綴学分野 生物学研究グループのLabMeeting (基本的
に水曜日夕方)の中で行われる。

綬業への参加人数には制限があるため、本科目の履修を希望する場合は、下記宛に
履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の許可を得ること。

履修釜録について
分子・再生歯科補綴学分野江車宏教授

egu@dent.tohoku.ac.j 
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歯学特論
0服部佳功

授業科目
加齢歯科学

授業担当者

Lectures in Dental Sciences: (責任者に0)
(英文名)

Aging Ilnd Gcrilltric Dcntistry 

単位数 3 科目ナンバリングコード DDE-DEN 701 

開講
開講時聞は受講者と

加飴歯科学分野研究室 1

相談の上、決定する
場所

曜日 ・講時

歯科医療の著しい発達にもかかわらず、日本人の歯の寿命は個体の寿命に遠く及ぱ

授業の目標並びに
ない。むろん歯の欠損をもたらす原因は踊蝕や歯周病などの歯科疾患であるが、そ
れらが老年期に頻発する背棄に、 ζの期に特有な歯科口腔保健上のリスクがある二

目的と概要
とを見逃してはならない。本講では、老年期における歯科目腔保健上のリスクのあ
りさまを概説し、それへの対応を中核とした高齢者歯科医療のあり方を考察する。

学習の到達目標
1.高齢者歯科医療の課題を説明できる
2.高齢者歯科医療の高齢者の健康、 QOLにおける寄与を説明できる

本邦高齢者の歯科口腔保健の現況について

2 高齢者の歯科口腔保健上のリスクについて

3 高齢者歯科医療のあり方について

授業の内容・方法と
進度予定

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業肉容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考 開講目、時聞は受講者と相談のうえ、決定する。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
加齢歯科学分野服部佳功教綬

yoshinori. hattori.b4@tohoku.ac.jp 
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歯学特論
0洪光

授業科目
国際連燐イノペイティブ歯学

授業担当者

Lectures in Dental Sciences: (責任者に0)
(英文名) International Collaborative and 

Innovative Dentsitry 

単位数 3 科目ナンバリングコード DDE-DEN 701 

開講
開講時聞は受講者と

歯学イノベーションリエゾンセンター

相談の上、決定する
湯所

曜日 ・講時 国際連機推進部門

授業の目標並びに
マルチモーダルグローバル歯科医療人材育成を視野に入れた、国際共同教育および国際

目的と概要
産学 ・異分野連機を基軸とした機能性生体材料開発研究の概要と基礎知識を理解し、そ
の応用力を修得し、機能性生体材料研究開発能力の向上を目的とする。

機能性生体材料の定義、機能について説明できる。

学習の到遥目標
国際共同教育および国際産学・異分野連携の概要および進め方について理解する。
機能性生体材料研究に用いる手法について修得し、応用できる。

生体用高分子材料およびセフミック材料の現状と課題

2 国際共同教育について

3 国際産学・異分野連燐について

授業の内容 ・方法と進 4 機能性生体材料のレオロジー学

度予定 5 機能性生体材料の表面修飾について

6 機能性生体材料の物性および生体活性の評価について

綬業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・
特になし

参考書等

成機評価の方法 出席およびレポートによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
国際 違 携 推 進 部 門洪光教綬

hong.guang.d6@tohoku.ac.jp 
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歯学特論
0金高弘恭 他

授業科目
共ltJ歯学

授業担当者

Lectures in Dental Sciences: (責任者に0)
(英文名)

Co-Crcntivc Dcntistry 

単位数 3 科目ナンバリングコード DDE-DEN 701 

開講
開講時聞は受講者と

歯学イノベーションリエゾンセンター

相談の上、決定する
場所

曜日 ・講時 異分野融合部門

融合知教育による口腔科学を広く学際的に術敵できる人材養成を視野に入れ、異分

授業の目標並びに
野融合研究、産官学民連携研究を基軸としたトランスレーショナルリサーチおよび
レギュラトリーサイエンスの意義および基礎知識を理解する二とで、歯学イノベー

目的と概要
ションリヱゾンを創出でき、持続可能な社会実現に貢献しうるマルチモーダルカを
獲得することを目的とする。

異分野融合研究、産官学民連携研究を基軸としたトランスレーショナルリサーチお
学習の到達目標 よびレギュラトリーサイエンスの意義および基礎知識を理解する ζと。

異分野融合研究、産官学民連携研究についての概要

2 SDGs(Sustainable Development Goals)の意義と基礎知識

3 トランスレーショナルリサーチの意義と基礎知識

授業の内容・方法と進
4 レギュラトリーサイエンスの意義と基礎知識

度予定

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業肉容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
異分野融合部門金高弘泰教授

hiroyasu.kanetaka.e6@tohoku.ac.jp 
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歯学特論
0堀内久徳

綬業科目
口腔腫蕩爺IJ御学

授業担当者 白 川 龍 太 郎

Lectures in Dental Sciences: 
(責任者に0)

(英文名)
Oral Cancer Therapeutics 

単位数 3 科目ナンパリングコード DDE-DEN 701 

開講
開講時聞は受講者と

加齢医学研究所基礎加齢研究分野研究室

相談の上、決定する
場所

曜日・講時

授業の目標並びに
細胞内情報伝達メカニズムについての講義を行う。

目的と概要

学習の到達目標
口腔肉炎症や腫療における細胞増殖や細胞遊走等の細胞機能調節の分子メカニズム
を理解する。

2 

3 

授業の肉容・方法と 4 

進度予定 5 

授業時間外学習 綬業および学習の到達目標や授業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材 ・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考 開講時間は受講者と相談のうえ、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、置
修の許可を得ること。

履修登録について
口腔腫渇制御学分野堀内久徳教授

hisanori.horiuchi.e8@tohoku.ac.jp 
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歯学特論
0瀧靖之

授業科目
機能画像歯科学

授業担当者 武藤達士

Lectures in Dental Sciences: (責任者に0) 舘脇康子
(英文名) Department of dental nuclear 

medicine and radiology 

単位数 3 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN 701 

開講
開講時間は受講者と

加齢研スマート・工イジング練4階

相談のよ、決定する
場所

曜日・誘時

綬業の目標並びに
自身の研究を遂行する上で必要な知識、研究手法を口腔環境、口俊データを含む疫

目的と概要
学研究や認知症の研究論文から学ぶことを目的とする。更に、脳画像解析手法に関
して学ぶことも目的とする。

口腔環境と認知症や認知力との相聞に関する最先端の研究論文の紹介、発表をする
学習の到達目標 ことカTできる。

口腔内環境と認知症研究の現状と課題

2 口腔内環境と認知症研究における関連

3 脳薗像解析手法

授業の内容・方法と
進度予定

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業肉容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修受録について
機能画像歯科学分野瀧婚之教授

yasuyu ki. taki.c 7@tohoku.ac.jp 
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歯学特論 O鎌倉慎治
授業科目

歯科再生歯工学
綬業担当者

Lectures in Dental Sciences: (責任者に0)
(英文名)

Bio-Dental Engi-neering 

単位数 3 科目ナンバリングコード DDE-DEN 701 

開講 受講者に適宜連絡 骨再生医工学研究室他
場所

曜日・講時

綬業の目標並びに
現在歯科 ・口腔外科領域の治療に用いられている線々な骨再生材料とそれらの生
体との関わりについて学ぶとともに、最新の歯科領域における再生医学とそれに

目的と概要
関わる新素材について解説する。

骨再生の意義、要件について理解する

学習の到達目標
歯科・口腔外科領域において治療に用いられている骨再生材料について理解する
歯科・口腔外科領域における新規の骨再生材料について理解する

骨再生の意義

2 骨再生の3要素

3 ハイドロキシアパタイト

綬重量の内容・方法と
4 s-IJン酸三カルシウム

進度予定
5 リン酸オクタカルシウム・コラーゲン複合体

綬業時間外学習 綬業および学習の到達目標や綬業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
適宜資料を配付する。

参考書等

成績評価の方法 出席及び試験による。

備 考 開講時間 ・場所は受講者と相談のうえ、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、
履修の許可を得ること。

履修登録について
歯科再生歯工学分野鎌倉慎治教授

kamakura@tohoku_ac_j 
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歯学特論
0高橋哲

授業科目
臨床鍾場学 I

授業担当者 森士朗

Lectures in DentalSciences : (責任者に0) 宮下仁
(英文名) Advanced course Clinical 

Oncology 1 

単位数 3 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN701 

開講 ISTU ISTU (ネッ トワーク環境とPCがあればどこでも
場所

曜日 ・講時 (毎日24時間開講)
受講可能)

授業の目標並びに
口腔がん治療に必要な臨床腫損語学の総論を履修する。

目的と概要

学習の到達目標
臨床腫蕩学の基礎として、腫霧専門医療者に必要ながん疫学、統計学、生物学、病
理学などについて基盤的な知識を広く習得する。

ISTUで開講する。全て受講後、指定の様式により講義毎の要約を

1つのレポー トにまとめて大学院教務係に提出する.

綬業の内容 ・方法と
進度予定

授業時間外学習 綬業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキス ト・ 教材・
検討中

参考書等

成績評価の方法 レポートを担当教官が評価する (60点以上を合格) • 

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修釜録について
顎顔面・口腔外科学分野高橋哲教綬

tetsu@dent.tohoku.ac.jp 
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歯学特論
0高橋哲

授業科目
臨床腫嬢学E

授業担当者 森士朗

Lectures in Dental 8ciences : (責任者に0) 宮下 仁
(英文名) Advanced course Clinical 

Oncology 11 

単位数 3 科目ナンバリングコード DDE-DEN 701 

開講 18TU 
18TU (ネットワーク環境とPCがあればどこでも

場所
曜日 ・講時 (毎日24時間開講)

受講可能)

授業の目標並びに 口腔がん治療に必要な臨床腫蕩学の総論を履修する。
目的と概要

学習の到達目標
臨床腫霧学の基礎として、腫湯専門医療者に必要な手術、放射線治療、化学療法、
緩和医療、倫理学などについて基盤的な知識を広く習得する。

ISTUで開請する。全て受講後、指定の桟式により講義毎の婆約を

1つのレポー トにまとめて大学院教務係に提出する.

授業の内容・方法と
進度予定

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業肉容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
検討中

参考書等

成績評価の方法 レポー トを担当教官が評価する (60点以上を合格)

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
顎顔面・口腔外科学分野高橋智教綬

tetsu@dent.tohoku.ac.jp 
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歯学特論
0高橋哲

授業科目
臨床鍾場学E

授業担当者 森士朗

Lectures in Dental Sciences : (責任者に0) 宮下仁
(英文名) Advanced course Clinical 

Oncology III 

単位数 3 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN701 

開講 ISTU ISTU (ネッ トワーク環境とPCがあればどこでも
場所

曜日 ・講時 (毎日24時間開講)
受講可能)

授業の目標並びに
口腔がん治療に必要な臨床腫猿学の各論を履修する。

目的と概要

臨床腫療学の各論として、腫療専門家に必要な口腔がんの診断、予防、治療法(外
学習の到達目標 科的治療、放射線治療、化学療法、集学的治療)についての知識を系統的に学習す

る。

ISTUで開講する。全て受講後、指定の様式により講義毎の要約を

2つのレポー トにまとめて大学院教務係に提出。

綬業の内容 ・方法と
進度予定

授業時間外学習 綬業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキス ト・ 教材・
検討中

参考書等

成績評価の方法 レポートを担当教官が評価する (60点以上を合格)

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修釜録について
顎顔面・口腔外科学分野高橋哲教綬

tetsu@dent.tohoku.ac.jp 
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歯学特論
0笹 野 泰 之

授業科目
医の倫理・社会の倫理

授業担当者 鈴 木 敏 彦

【未来型医療創造卓越大学院
(費任者にO)

(英文名)
プログラム】

単位数 1 科目ナンバリングコード DDE-DEN701 

開講 前期 歯学研究科実習講義棟 (8練)

場所
曜日 ・誘時 木曜日・ 3-4講時 81講豊島室

倫理について深く考え、医療人としての倫理観を啓発する機会とする。
概要 :学内外から招勝する多彩な講師の講義を受講し、 「医療倫理J r生命倫理J
f社会倫理J r研究倫理Jに関して広く学ぶ。

授業の目標並びに
目的と概要 f医の倫理・社会の倫理Jを学ぶことで卓越大学院研究を遂行し、これを通して医

療従事者・関係者としての倫理および社会構成員としての倫理を身につけた研究
者、教育者、医療者、行政者、開発者等となることにより、未来の医療に挑戦する
ことを期待する。

一般目標:多彩な分野の講師から直後講義を受け、医療人として具備すべき倫理に

学習の到達目標
ついて学ぶ。
個別目標;① 医療倫理、生命倫理の基本ついて綴設できる。

② 社会倫理、研究倫理の基本ついて概説できる。

医療倫理と医療安全 I 担当:歯学研究科教員

2 医療倫理と医療安全日 担当:伊藤道議案北医科薬科大学;雀教綬

3 先天異常にかかわる倫理担当:安回筆生広島大学名誉教授

4 臨床倫理学と臨床死生学担当:清水笥郎岩手保健医療大学学長

5 薬害肝炎との闘い担当:山口美智子薬害肝炎全国原告団前代表

綬業の肉容・方法と 6 
聴覚障害者の立場から歯科医療に望むこと 担当.宮減教育大学 特別

進度予定
支媛教育講座准教授

7 遺伝学的検査の倫理担当.武藤香織東京大学医科学研究所教綬

8 学術研究の倫理担当:羽田貴史 東北大学名誉教綬

9 
救急科からみた医療安全と緊急対応担当:伊関憲 福島県立医科大学
医学部教授

10 
新生児の倫理(生と死の臨床における歯科医療)担当 :武図康男 東アジア
グリーフの集い 代表

綬業時間外学習 綬業および学習の到達目標や授業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキス ト・教材 ・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
顎口腔組織発生学分野笹野泰之教綬

sasano@anat.dent.tohoku.ac.jp 
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歯学特論
0高 繍 信 博

綬業科目
イノペイティブ基礎歯学
【朱来型医療創造卓越大学院

授業担当者 真柳弦

プログラム】
(責任者にO)Lectures in Dental Sciences: 

(笑文名)
Innovative dentistry 

単位数 1 科目ナンバリングコード DDE-DEN 701 

開講 後期 歯学研究科基礎研究練 (A棟 ・B棟)
場所

晦日・誘時 火曜日・ 1講時 Al講議室 ・B3実習室

目標と目的:超少子高 命社会の日本において必要となる、あらゆるフイフスァージ
に対応した全人的歯科医療のための基礎的知識を習得する。
概要.異分野融合型歯学、先端歯科医療、医療コミュニケーション、統合的硬組織
バイオロジ一、 唄嘱・畷下機能、要介護高飴者に対する歯科訪問診療・侵食畷下支

授業の目標設ぴに 媛、スポーツ歯学、周術期歯科医療など、これからの歯学・歯科医療において、緊
目的と概要 急性 ・重要性の高い領域について学ぶ。

※玉大学連傷事業.課題解決型高度医療人材養成プログラム『健康長努を育む歯学教育コンソーシ
アムJ (文部科学省事業:平成26年度~平成30年度}で行われたコア科目安ペースに講義を行う.

一般目機:将来の歯学 ・歯科医療のあり方について、具体的に考察できる。
個別目標:①異分野融合型の歯学および先端歯科医療について説明できる。
②適切な患者対応を行うためのコミュニケーションに関する知様、技能、態度を習
得する。
③硬組織バイオロジーに関する知識を統合整理し、長寿社会における歯科医療の位

学習の到達包標
置づけを確認する。
④正常なPf!U爵・膝下運動の遂行を担う生体機能について理解する。
⑤要介護高齢者に対する歯科訪問診療と猿食礁下支援を行うために必要な知識を習
得する。
⑥スポーツ歯学、周術期の歯科医療について理解する。

課題解決型高度医療人材養成プログラムが目指すこと

2 異分野融合型先端歯学・歯科医療 先織的歯科医療とは

3 異分野融合型先端歯学・歯科医療 異分野融合型歯学とは

4 .5 テイラード・コミュニケーション概論

授業の内容・方法と進
6 . 7 長寿を支える硬組織バイオロジー

度予定

8・9 侵食鴨下のメカニズム

1 0・11 地織連携と侵食支援

1 2・13 スポーツ歯学

1 4・15 周術期の歯科医療

綬業時間外学習 準備学習および理解度確認のための課題等を求めることがある。

テキスト・教材 ・
見IJ途指示される場合があるので、それに従うこと。

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー ト等から総合的に判断する。

備 考 講義の内容、 l順番及び講義室は、都合により変更されることがある。

本科目の履修を希望する湯合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修釜録について
口健生化学分野 高橋信↑導教授

o EB@dent.tohoku.ac.jp 
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0鈴木敏彦
授業科目

歯学特論 授業担当者 波田野悠夏
形質人類学基礎

【未来型医療創造卓越大学院
(責任者にO)

(英文名)
プログラム】

単位数 1 科目ナンバリングコード DDE-DEN701 

開講
講義はISTUによる受講、実習時間・場所は未定

後期 場所
(受講者の人数・属性によって決定する)

曜日 ・講時

人類学とは，発達した文化を持つ生物種としてのヒトを総合的に研究する学問であ
る。本綬業では，人類の身体形質を対象として主に自然科学的観点からヒトを探求

綬業の目縁並びに目的 する形質人類学の基礎を学ぶ。特にヒトをはじめとした骨や歯の知識は，医学だけ
と概要 ではなく考古学，文化財科学.刑事司法など多方面でもその必要性が認識されてお

り，本綬業では骨や歯の肉眼形態的観察を通して形質人類学の基礎的知識を習得す
ることを特色とする。

一般目標;骨や歯の肉眼形態観察を通して形質人類学の基礎を習得する。
個別目標:①形質人類学の定義について説明できる。
②形質人類学の他領域への適用について説明できるe

学習の到達目標 ③④ 骨や歯の形態が形質人類学に寄与する理由を理解する。
人体の方向や部位の表現方法を理解する。

⑤人体を構成する骨格を理解し.主な骨を肉眼的に識別できる。
⑥ヒトの歯の形態的特徴を理解し，主な歯を肉眼的に識別できる。

1 (講義)形質人類学とは

2 (講義)人類進化と化石人類

3 (実習)ヒトの骨格①

4 (実習)ヒトの骨格②

授業の内容 ・方法と進 5 (実習)ヒトの骨格③

度予定 6 (講義)古人骨と日本人のルーツ

7 (講義)古人骨の発掘と整理作業

8 (講義)ヒトの骨からわかること

9 (講義)歯の形質人類学

10 (実習)ヒトの歯

綬業時間外学習 骨や歯に関する解剖学用語は数も多く難解であるため，十分な復習が望まれる。

テキスト ・教材・参考
テキストは特になし。資料は適宜配布する。参考書は講義中適宜紹介する。

書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる。

備 考
実際の履修内容の詳細については、入学当初のガイダンスや指導教員に従ってくだ
さい。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
歯科法医情報学分野 鈴木敏彦 ;雀教授

suzk@anat.dent.tohoku.ac. jp 
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歯学演習 0高橋信博
授業科目 口腔生化学

授業担当者 鷲尾純平

Seminars in Dental Sceiences: 
(責任者に0) 真柳弦

(英文名)
Orlll Ecology Ilnd Biochcmistry 

安彦友希

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 702 

開講 通年 基礎研究棟8階 口腔生化学分野セミナ一室
場所

曜日 ・講時 月曜 16: 30-18・00

当分野で毎週開催している研究セミナーに通年参加し、口腔生化学に関する最新
の研究肉容(口腔生態系、口腔バイオフィルムおよび踊蝕・歯肉疾患・歯周病・口

授業の目標並びに目的
臭症等の代表的口腔疾患に関する研究、口腔がんに関する研究)に関する演習を行
うζとで、最新の研究肉容に触れ、さらに当分野で現在進行している研究プロジェ

と概要
クトに携わる (応分の研究を担当する)ことで、大学院生自身の研究をEncourageす
ることを目的とする。

1 口腔生化学に関する最新の研究内容に触れ、自らの研究にフィードパックできる

学習の到達目標
思考力を身に着けること

2. ビジュアルエイドを用いたプレゼンテーション能力の獲得

毎週月曜夕刻に通年で開催されている当分野の研究セミナに年15回以上
参加し、教室員との討論に参加する。

授業の内容・方法と進
度予定 2 

自身の研究進捗状況 CProgressreport)について、発表報告(ピジュア
ルエイドを用いたプレゼンテーション)する。 (年間2回以上)

授業時間外学習
セミナ後は、その自の内容について復習し、理解を深めること。また自身のプレゼ
ンテーション準備については、担当教員の指示を受けながら、十分に行う ζ と。

テキスト・教材・参考
参考書 r口腔生化学J第5版 (医歯薬出版)2011年

書等

成績評価の方法 セミナーへの参加状況及び発表報告内容により評価する。

備 考
本コースは、原則として本分野での研究従事を前提としている ζとに留意する ζ

と。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
口腔生化学分野 高橋信博教授

OEB@dent.tohoku.ac.jp 
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歯学演習 O菅原俊二
授業科目 口腔分子命Ij御学

授業担当者 黒石智誠

Seminars in Dental Sciences: 
(責任者に0) 多国浩之

(英文名)
Orlll Molcculllr Biorcgullltion 

単位数 2 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN702 

開講
開講時聞は受講者と相
談の上、決定する

場所 口腔分子制御学分野他

曜日 ・講時

授業の目標並びに
微生物学・免疫学に関連する英文論文を読み、その内容について発表・討論するこ
とにより、研究の理解力を高め、論文を客観的に評価し、自らの研究に活用する能

目的と概要
力を養う。

学習の到達目標 学術論文を読みこなして評価することができ、自らの研究に活用できるの

英文論文を読む

2 論文の内容を発表する

授業の内容 ・方法と 3 論文内容についての分析・討論に参加する

進度予定 4 自身の研究との関連について考察する

綬業時間外学習 学部録業「感染と免疫Jの肉容を再確認し、配布資料を一読しておくこと。

テキスト ・教材・
事前に配布する。

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考 特になし

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

腰修登録について
口腔分子制御学分野菅原俊二教授

shunji.sugawara.d5@tohoku.ac.jp 
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歯学演習 0山田聡
綬業科目 歯肉歯周治療学

授業担当者 根本英二他

Seminars in Dental Sciences: 
(責任者に0)

(英文名)
Periodontology and Endodontology 

単位数 2 科目ナンパリングコード DDE-DEN 702 

開講
開講時聞は受講者と

歯肉歯周学治療分野研究室

相談の上、決定する
場所

曜日・講時

歯肉治療学、歯周治療学における基礎研究及びそれらに関連する領域(主に細菌学、免

綬業の目標並びに
疫学、再生医学)の憲新の英語論文を読みこなし、分り易く説明することの作業を通し

目的と概要
て、論文から自らの研究に資する情報を得る繁養を身に付けるとともに、研究肉容を説
明して討論する能力、さらに自らの研究に資する論文を検索する能力を身に付けること
を目的とする。

歯肉治療学、歯周治療学における発症、進展、修復メカニズムについて理解するととも
学習の到達目標 に、課題に対して自ら論文を検索し、その内容を理解することにより、課題解決能力を

身に付ける。

*抄読会は大学院生及ぴポスドクを対象として開催するもので、それぞれの
参加者の研究のパックグラウンドあるいは実験法に関する論文を抄読し、
ディスカッションを行う。受講者はこれに参加することにより、英語論文を

綬業の内容・方法と 読解しさらにその内容をまとめるという力を身につけることができる。また
進度予定 最新の情報を常にアップデートし、さらに討論に積極的に参加することによ

り、研究者としての能力を高めることが期待される。

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材 ・
毎回担当者が資料を作成、配布する

参考書等

成績評価の方法 出席および担当時の発表内容により評価する

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
歯肉歯周治療学分野 山国聡教綬

satoruy@tohoku. ac. jp 
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歯学演習
0 務厳正寛

授業科目
歯科保存学

授業担当者

Seminars in Dental 
(責任者に0)

(英文名)
Scicncc:Qpcrlltivc Dcntistry 

単位数 2 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN702 

開講
開講時聞は受講者と

相談の上、決定する
場所 歯科保存学分野研究室

曜日 ・講時

目的 循環器疾患で併発する保存治療に関して、病態の基礎知識と保存治療技術の
基本を理解する。

授業の目標並びに 概略・循環器疾患の分子病態よ治療について
目的と概要 -歯科疾患を伴う循環器疾患について

-循環器疾患が歯周組織に及ぼす影響
-循環器疾患の保存治療技術について

-動脈の構造、生化学的特徴を理解する。

学習の到達目標
-循環器疾愈の治療に関する基礎知識を理解する。
-歯内療法の最新治療技術を理解する。
-循環器疾患の保存治療技術について基礎知識を理解する。

循環器疾患治療の現状と課題

2 循環器疾患と関連する歯科疾患

3 循環務疾患を有する怠者の歯肉治療

綬業の内容 ・方法と
4 マルファン症候群の基礎

進度予定

5 マルファン症候群の新規治療技術の開発

綬業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキス ト・ 教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
歯科保存学分野驚藤正寛教綬

mssaito@dent.tohoku.ac.jp 
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歯学演習
O小坂健

授業科目
国際歯科保健学

授業担当者 相田潤

Seminars in Dental Sciences: 
(責任者に0)

(英文名)
Intcrno.tiono.l Orlll HClllth 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 702 

開講
木.3 場所 国際歯科保健学分野セミナ一室

曜日 ・講時

授業の目標並びに -国際的及び我が国の歯科医療・歯科保健の状況について、指標について理解し、
目的と概要 具体的なデータを用いて解析し、比較検討する。

-国際的及び裳が国の歯科医療 ・歯科保健の状況について、指標について理解し、
学習の到達目標 簡易的なデータ解析が出来るようになり、その意味を理解して上で比較検討できる

ようになる。

授業の内容・方法と
-国際的な観点からみた我が園の保健医療の基本的な指標について(担当:小坂)
-国際的な観点からみた我が園の歯科医療の指標について(担当:小坂)

進度予定 .OECD諸国からのみた我が国の保健指標とその解析について(担当:相関)
-国際的なコホート研究について (担当:相図)

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業肉容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・ 疫学 ー医学的研究と実援のサイエンス メディカル・サイエンス・インターナショ
参考書等 ナル

成績評価の方法 出席及び提出されたレポートに基づいて判定する。

備 考

開講時間・場所は受講者と相談のよ、変更する場合がある。

履修登録について 本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を
伝え、履修の許可を得ること。
国際歯科保健学分野小坂健教授 ken.osaka.e5@tohoku.ac.jp
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歯学演習
0鈴木 敏彦

授業科目
歯科法医情報学

授業担当者 小坂萌

Seminars in Dental Sciences: 
(責任者に0) 波田野悠夏

(英文名)
Dcntlllllnd Digitlll Forcnsics 

単位数 2 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN702 

開講
開講時聞は受講者と

相談の上、決定する
場所 受講者と相談の土決定する

曜日 ・講時

(主に歯科医療関係者対象)
法医解剖症例などに基づいた演習を通じて.歯科的個人識別に必要な資料の作成

綬業の目標並びに
方法を習得する。

目的と概要
(主に非歯科医療関係者対象)
ヒト硬組織の鑑定事例に関する論文を検索し，抄読を行う。

(主に歯科医療関係者対象)
1 歯科的身元確認の意義と，歯科医療関係者の役割を説明できる
2 歯科的身元確認に必要な資料採取ができる

学習の到達目縁 3 歯科的身元確認に必要な情報の照合ができる

(主に非歯科医療関係者対象)
1 硬組織を用いた身元確認の方法を具体的事例を通して理解できる

(主に歯科医療関係者対象)

デンタルチャートの記載

2 口腔肉写真の撮影

授業の内容 ・方法と 3 歯科診療録からの生前記録の抽出

進度予定 4 生前一死後情報の照合

(主に非歯科医療関係者対象)

人獣鑑別に関する論文抄読

2 ヒト硬組織からの個人識別に関する論文妙読 など

授業時間外学習
授業の目標 ・学習の到達目標を達成するため，授業内容 ・進度に応じた自主的な学
習が必要である

テキス ト・ 教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考
歯科医師の場合.秋 (10月頃・詳細未定)に行われる.宮減県歯科医師会主催の身
元確認研修会を受講すること。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修釜録について
歯科法医情報学分野 鈴木敏彦;雀教授

suzk@anat.dent.tohoku.ac. jp 
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授業科目
歯学演習

予防歯科学
授業担当者 O小関健由

(責任者にO) 丹田奈緒子
Seminars in Dental Sciences: 

(英文名)
Prcvcntivc Dcntistry 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 702 

開講
開講時聞は受講者と相

談の上、決定する
場所 開講時に指定

曜日 ・講時

授業の目標並びに 予防歯科的な社会活動において、診療所を訪ねてくる患者とは違った意識の参加
目的と概要 者に対する、適切な応対法と動機づけの手法を学ぶc

-口臭測定の実際と注意点を挙げる
-地域における口臭をキーワードとした歯科保健活動を理解する

学習の到達目標 -地主義の歯科ボランティアの活動を理解する
-地嫌における歯科健診の運開j去を考察する。

口臭の基礎と臨床

2 口臭治療時の問題点

3 地減のおける歯科健診の活用の実際

授業の内容・方法と 4 地減の歯科健診の進め方

進度予定

授業時間外学習 講義の内容を理解するために必要な予習と復習を行う

テキスト・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
予防歯科学分野小関健由教綬

yobou@dent.tohoku.ac.jp 
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歯学演習
0福本敏

綬業科目
小児発達歯科学

綬業担当者 山図亜矢

Seminars in Dental Sciences: 
(責任者に0) 斉藤幹

(英文名)
Pediatric Dentistry 

丸谷由里子

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 702 

開講 前期 (6月}後期(1 0月) 未定
場所

曜日・講時 木曜日 3議時

授業の目標並びに 小児の成長発達における、歯の萌出・岐合の予測、侵食時藤下機能の評価をおこなうため
目的と概要 の手緩を習得する。

学習の到達目標 小児期の口腔の形態と機能異常に関する診断法と治療について理解する。

前期 (6月)歯の形成異常の診断法と発症頻度の理解

2 前期 (6 月)乳歯および混合歯列期の校合評価と、永久歯~Jの予測

3 後期(1 0月)発育期における摂食礁下線能評価

綬業の内容・方法と
4 後期(1 0月)侵食膝下機能に障害を示す疾患の特徴と、その対応について

進度予定

綬業時間外学習 授業および学習の到透目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考 開講時間は受講者と相談のうえ、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
小児発達歯科学分野福本敏教妓

fukumoto@dent.tohoku.ac.jp 
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歯学演習
0五十嵐薫他

授業科目
頭蓋顔面先天異常学

授業担当者

Seminars in Dental Sciences: 
(責任者に0)

(英文名)
Craniofacial Anomalics 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 702 

開講 前期 頭蓋顔面先天異常学分野研修室

場所
曜日 ・講時 水曜日・ 5講時

授業の目標並びに 岐合異常の診断と治療に関するコンセンサスと論争点について、英文抄読/輪読を
目的と概要 通して理解を深めるとともに、論文を客観的に評価する能力を養う。

学習の到達目標 岐合異常の診断と治療に関する概略を述べる ζ とができる。

岐合異常に関連する領減の抄読/輪読会

授業の内容・方法と
進度予定

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業肉容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
岐合異常に関する英文の教科書および英文雑誌論文(リスト配布)

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポート(論文要約等)による。

備 考 開講時間・場所は受講者と相談のうえ、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
頭蓋顔面先天異常学分野 五十嵐薫教綬

kaoru.igarashi.a3@tohoku.ac.jp 
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歯学演習
0北浦英樹他

授業科目
顎口腔矯正学

授業担当者

Seminars in Dental Sciences: (責任者に0)
(英文名) Orthodontics and Dentofacial 

Orthopedics 

単位数 2 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN702 

開講 受講者に適宜連絡 顎口腔矯正学分野研究室他

場所
曜日 ・講時

最近の歯科矯正学における矯正歯科治療並びに歯の移動に関連する最新の英語論文
授業の目標並びに を読みこなし、分り易く説明する能力、論文を客観的に評価する能力、研究内容を

目的と概要 検討する能力、自らの診療・研究に資する情報を検索する能力を身に付けるととも
に、さらにはEBM (根拠に基づいた医療)について理解する事を目的とする。

歯科矯正学においてその診断・治療学並びに関連する領域の抄読会である。受講者
は最新かつレベルの高い英語論文を担当し、その要約を作成して参加者に紹介す

学習の到達目標
る。特に、その論文で用いられた研究資料並びに研究方法の妥当性と、得られた結
果に対する著者の解釈について考察し、その論文の基礎的 ・臨床的意義について考
えをまとめて報告する。また、他の受講者が担当する際には、積極的に討論に加
わって、歯科矯正学並びに矯正歯科治療に関連する研究能力を高める。

歯科矯正学においてその診断・治療学並びに関連する領減の妙読会

綬業の内容 ・方法と
進度予定

授業時間外学習
受講生は本綬業の到達目標を達成するために綬業・実習の準備を十分行う必要があ
る。

テキス ト・ 教材・
毎回担当者が試料を作成 ・配付する。

参考書等

成績評価の方法 担当時の発表肉容、レポー ト(論文要約)並びに出席率。

備 考
受講希望者は予め責任者の北浦と相談のこと。開講日時は受講者と相談のうえ、変
更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修釜録について
顎口腔矯正学分野北浦英樹准教綬

hideki.kitaura.b4@tohoku.ac.jp 
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歯学演習
0中井淳一

授業科目
口腔生理学

授業担当者 安藤恵子

Seminars in Dental Sciences: 
(責任者に0) 千葉美麗

(英文名)
OroJ Physiology 

工藤忠明

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 702 

開講
開講時間は受講者と

歯学研究科A棟7階口腔生理学分野

相談の上、決定する
場所

曜日 ・講時

目標と目的・歯学と関わりの深い口腔機能(口腔体性感覚、味覚、顎反射、唱鴫
運動など)について、最新の英語論文を妙読し肉容説明(プレゼンテーション)と討

授業の目標並びに 論を行うことで、理解を深める。
目的と概要

概要 :受講者が自ら選んだ英語文献について内容説明(プレゼンテーション)を行つ
た上で、討論を行う。

一般目標 :口腔機能に関連した感覚受容や運動発現に関する研究の動向について理
解を深める。
個別目標 :

学習の到達目標 ①② 英語論文を検索、選択できる。
英語論文の内容が詳しく理解できる。

③ 英語論文の内容を説明し討論できる。

英語論文の検索と選択

2 英語論文の読解

3 妙読会にて発表、討論

授業の内容・方法と
進度予定

授業時間外学習 発表論文についての事前準備をすると共に復習をしっかり行ってください。

テキスト・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 抄議会でのプレゼンテーション

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
口腔生理学分野 中井淳一教捜 (Email:junichi.nakai必 @tohoku.ac.jp)
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歯学演習 0若森実
授業科目 歯科薬理学

授業担当者 中村卓史

Seminars in Dental Sciences: 
(責任者に0)

(英文名)
Dcntal Pharmacology 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN702 

開講
開講時聞は受講者と 基礎研究練7階歯科薬理学分野
相談の上、決定する

場所
分子生物学・生化学実験室

曜日 ・講時

生体内の情報伝達、伝導、細胞内シグナルトランスダクションに関する英語論文を
読み、自分の研究に関する最新の情報を得る手法を身につけるとともに、

授業の目標並びに PowerPointを用いた発表や討論の能力を身につけることを目的とする。薬理学、生
目的と概要 理学、分子生物学領域に関する妙読会である。研究内容に近い論文を紹介するこ

と。

学習の到達目標
英語論文を読み、自分の研究に関する最新の情報を得る手法を身につけるととも
に、 PowerPointを用いた発表や討論をできる。

英文論文を読む

2 論文の内容を発表する

3 論文内容についての分析・討論に参加する

授業の内容 ・方法と 4 自身の研究との関連について考察する

進度予定

綬業時間外学習 綬業および学習の到達目標や綬業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・
特になし。適宜資料を配付する。

参考書等

成績評価の方法 演習への取組で評価する。

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
歯科薬理学分野若森教綬

mpcb@dent.tohoku.ac.jp 

-135-



歯学演習
0清 水 良 失

授業科目
口腔病理学

授業担当者 資藤 悠

Seminars in Dental Sciences: Oral 
(責任者に0)

(英文名)
Pathology 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 702 

開講
開講時間は受講者と

口腔病理学教室

相談の上、決定する
場所

曜日・講時

病理解剖症例についての観察実習を行い、会身的な疾病のあり方と口腔の関連について

綬業の目標並びに
修得する。

目的と概要

病理解剖症例の肉眼像および組織標本を観察・検索することにより、各臓器における疾

学習の到達目標
病の状態およびそれらの関連について検討する。また、疾病の口腔への影響について観
察する。

病理解剖症例の概略整理

2 病理解剖症例の診断、フローチャートの作成

3 病理解剖症例の全体討論

授業の内容 ・方法と
進度予定

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業肉容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材 ・
特になし。

参考書等

成績評価の方法 出席、討論などによる。

備 考 開講時間 ・渇所などは受講者と相談の上、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
口腔病理学分野清水助教

shimizu@dent.tohoku.ac.j 
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歯学演習
0飯久保正弘

授業科目
歯科医用情報学

授業担当者 庄司 憲明

Seminars in Dental Sciences: (責任者に0) 小嶋都穂
(英文名) Dental Informatics and 

Radiology 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN702 

開講 前期 主に東北大学病院顎口腔画像診断科外来
場所

曜日 ・講時 月曜~金曜 1、2講時

綬業の目標並びに 科学的板拠に基づいた知識と論理的な思考力による画像診断の進め方について習得
目的と概要 するために、東北大学病院肉の臨床の場で実際の画像読影について経験する。

学習の到達目標
画像診断の基盤となる画像形成理論、解剖学的知識、生理学的知識などの基本を習
得する。

エックス線CT検査の読影について体得する(画像形成理論と解剖学的知識に基づく)。

2 MR検査の競影について体得する(画像形成理論と解剖学的知織に基づく)。

3 超音波検査の読影について体得する(画像形成理論と解剖学的知識に基づく)。

授業の内容 ・方法と 4 核医学検査の量産影について体得する(画像形成理論と生理学的知識に基づく)。

進度予定

綬業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・ Oral Diagnosis and Radiology (8th Edition) (当分野製作)
参考書等

成績評価の方法 出席、態度及びレポートによる。

備 考
外来演習の際には清潔な白衣着用のこと。
開講時間は受講者と相談のうえ、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
歯科医用情報学分野飯久保正弘教授

machapy@tohoku.ac.;p 
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歯学演習
0高橋 哲

授業科目
顎顔面・口腔外科学

授業担当者 宮下 仁

Seminars in Dental Sciences: (責任者に0) 山内健介
(英文名) Oral and MaxillofacialSurgery 

千葉雅俊

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 702 

開講 前期 顎顔面 ・口腔外科学分野教室
場所

曜日 ・講時 金曜日・ 3講時 歯科顎口腔外科外来、病棟

授業の目標並びに
顎顔面・口腔外科学の発展のための課題を抽出し、その解決のための研究計画の立
案と実施のために必要な基礎知識を学び、さらにそのための材料と方法、そして研

目的と概要
究の最前線について学ぶ。

口腔顎顔面領域の臨床解剖lを十分に把握する。その上でその機能と評価方法を理解
学習の到達目標 する。さらに、口腔顎顔面領域の再建に必要な方法、材料、再生医療の応用につい

て調べ、創造する。

口腔顎顔面領場の臨床解剖を学ぶ。

2 口腔顎顔面口腔領減の機能とその評価方法を学ぶ。

3 顎顔面領減の再建のための人工材料について学ぶ。

綬業の内容・方法と進 4 顎顔面の軟組織の再建方法・臨床・研究について学ぶ。

度予定 5 再生医療の基礎研究について学ぶ。

6 再生医療の口腔顎顔面領域の応用について学ぶ。

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
適宜論文を提示する。

参考書等

成績評価の方法 出席回数、講義レポー トの提出による理解度の評価

備 考 誘時聞は受講者と相談の上、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
顎顔面・口腔外科学分野高橋智教綬

tetsu@dent.tohoku.ac.jp 
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歯学演習
0水回健太郎

授業科目
歯科口腔麻酔学

授業担当者 星島宏

Seminars in Dental Sciences: 
(責任者に0) 安田 真

(英文名)
Dcnto・oro.lAncsthcsiology 

水回文子(非常勤)

単位数 2 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN702 

開講 後期 臨床研究練2階歯科口腔麻酔学分野医局

場所
曜日 ・講時 金曜日 3講時 病院中央診療練手術室

【目標ならびに目的】
授業の目標並びに 歯科麻齢臨床の実際を実習し、研究に反映させる。

目的と概要 【概要】
麻酔管理や生体モニターの解釈等の臨床麻酔について学ぶ。

学習の到達目標 臨床麻酔について実習を行い、基礎研究に反映できること。

全身状態の術前評価

2 生体モニターの解釈

3 静脈肉鎮静下歯科治療

授業の内容 ・方法と 4 全身麻酔の導入

進度予定 5 全身麻酔の維持

6 全身麻酔の覚醒

7 術後管理の実際

綬業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキス ト・ 教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考 開講時聞は受講者と相談のうえ、変更する場合がある

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
歯科口腔麻酔学分野 水田健太郎教綬

kentaro.mizuta.e6@tohoku.ac.jp 
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歯学演習
0菊池雅彦

授業科目
総合診療学

授業担当者 泉因明男

Seminars in Dental 
(責任者に0)

(英文名)
Sciences:Comprehensive Dentistry 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 702 

開講
開講時聞は受講者と
相談の上、決定する

場所 総合歯科診療部医局
曜日・講時

綬業の目標並びに 総合歯科診療 ・プライマリケアの教育方法および役割について理解することを目的とす
目的と概要 る。

学習の到達目標 総合歯科診療 ・プライマリケアの教育方法および役割を説明できる。

総合歯科診療室で実施されている卒後臨床教育システムの概要ならびに総合
歯科診療部で行っている総合歯科診療について習得する。

綬業の内容・方法と
進度予定

授業時間外学習
援業および学習の到達目標や授業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材 ・
資料を配付する。

参考書等

成績評価の方法 レポート等による

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
総合歯科診療部菊池雅彦教授

mashiko.kikuchi.c7@tohoku.ac.jp 
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歯学演習
0市川博之

授業科目
口俊器官解剖学

授業担当者 佐藤匡

Seminars in Dental Sciences: Oral 
(責任者に0) 矢島健大

(英文名)
and Craniofacial Anatomy 

単位数 2 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN 702 

開講 後期 受講者と相談の上決定
湯所

曜日 ・講時 受講者と相畿の上決定

目標 ・目的 . 頭頚部における侵害受容メカニズムについて学ぶとともに、課題を解決

授業の目標並びに
するための方法を探求する能力を養うことを目的とする。
概要 . 頭頭部における侵害受容メカニズムに関する最新の知見を紹介する英語論文を

目的と概要
抄読し理解を深めながら、抄議論文における課題を解明するための方法について検討す
る。

-頭頚部における侵害受容メカニズムについて理解する。
学習の到達目標 -課題に対して自ら論文を検索し、その内容を理解することにより、課題解決能力を身

lこ付ける。

英文妙読

2 紗読肉容の発表

3 論文の課題に関する検討および討論

授業の内容・方法と
進度予定

綬業時間外学習
痛みのメカニズムは生理学・解剖学・生化学・病理学の知識をもとに理解することが必
要である。綬業時間は限られているため、復習が望まれる。

テキスト ・教材・
特になし

参考書等

成機評価の方法 出席およびレポートによる

備 考 特になし

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
口腔器官解iltJ学分野市川博之教綬

hiroichi@anat.dent.tohoku.ac.jp 
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歯学演習 0笹野泰之
授業科目 顎口腔組織発生学

授業担当者 中村恵

Seminars in Dental Sciences: (責任者に0) Mu-Chen YANG 
(英文名) Craniofacial Development and 

Tissue Biology 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 702 

開講
開講時聞は受講者と
相談の上、決定する

場所 未定
曜日 ・講時

授業の目標並びに 硬組織(歯・骨)の発生と修復に関して、研究の紹介等を通して最新の学術情報を
目的と概要 共有することを目的とする。

学習の到達目標 硬組織の発生と修復に関して、最新の学術情報を説明できる。

歯学研究科教員および大学院生等による論文妙読

2 学術論文の権成を学ぶ

3 研究におけるプレゼンテーシヨンと討論を学ぶ

授業の内容・方法と
進度予定

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
顎口腔組織発生学分野笹野泰之教授

sasano@anat.dent.tohoku.ac.jp 
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歯学演習
0高回雄京

授業科目
歯科生体材料学

授業担当者 高橋正敏

Seminars in Dental Sciences: 
(責任者に0)

(英文名)
Dcntal Biomatcrials 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN702 

開講
開講時聞は受講者と

基礎研究練4階歯科生体材料学分野

相談の上、決定する
場所

曜日 ・講時

授業の目標並びに 生体材料の研究に必要な透過型および走査型電子顕微鏡による観察方法および電子
目的と概要 線マイクロアナライザーによる元素分析の基礎を習得する。

学習の到達自爆
電子線マイクロアナライザーを利用した生体材料の観察および元素分析方法を的確
に説明できるようになる。

透過型および走査型電子顕微鏡の原理

2 試料作製

3 観察方法

授業の内容 ・方法と 4 電子線マイクロアナライザーの原理

進度予定 5 試料の作製

6 元素分析方法

7 定性分析

8 定量分析

綬業時間外学習 講義内容を十分に理解できるよう準備すること。

テキス ト・ 教材・
教員が準備する。

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
歯科生体材料学分野高田雄京准教綬

yukyo.takada.al@tohoku.ac.j 
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歯学演習
0鈴木治

綬業科目
顎口腔機能創建学

授業担当者 塩 飽 由 香 利

Seminars in Dental Sciences: 
(責任者に0) ;実井瞭

(英文名)
Craniofacial Function Engineering 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 702 

開講
開講時聞は受講者と

基礎研究練3Fセミナ一室等

相談の上、決定する
場所

曜日・講時

【目的】
綬業の目標並びに 研究論文の輪談会を通じ、顎口腔組織ならびに生体の硬組織の形成 ・修復を学ぶとと

目的と概要 もに、再生.t1J建医歯学の研究方法、考え方、また、プレゼンテーションの方法を理解
する。

学習の到達目標
硬組織やその再生を中心lこした最新の研究動向を知ること。研究論文の読み方、まとめ
方、発表方法について理解する。

硬組織に関する最新の論文の輪誘

2 組織再生工学の研究方法について

3 研究の立案、進め方、纏め方について

綬業の内容・方法と 4 研究のプレゼンテーション方法について

進度予定 5 討論の仕方について

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材 ・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
顎口腔機能創建学分野鈴木治教綬

suzuki-o@tohoku.acjp 
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歯学演習
0佐々木啓一

授業科目
口腔システム補綴学

授業担当者 小川微

Seminars in Dental Sciences: 
(責任者に0) 依田信裕

(英文名)
Advo.nccd Prosthctic Dcntistry 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN702 

開講 前期 口腔システム補綴学分野研究室(医局)
場所

曜日 ・講時 火曜日・ 3講時

授業の目標並びに 補綴歯科学に関わる研究を遂行するうえで必要となる実験手法について説明し実習
目的と概要 を行う。

学習の到達目標
補綴歯科学に関わる研究を遂行するうえで必要となる実験手法を、実習を通して理
解 ・習得し、研究に活用できる。

繍綴歯科学における生体力学的研究(佐々木啓一 ・依図信裕)
(顎骨・顎関節・歯列における力学、繍綴装置と生体力学、生体内計

測、有限要素モデルによる解析)

授業の内容 ・方j去と
補綴歯科学におけるバイオマテリアル一生体反応(佐々木啓一)

2 (バイオマテリアルによる生体反応制御、バイオマテリアルの表面改
進度予定 質、新バイオマテリアルの開発)

3 岨鴫・礁下の機能的研究(小川 徹)

4 プロスペクティブ ・クリニカル・スタディ(依田信裕)

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・
講義において適宜、提示

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考 開講時聞は受講者と相談のうえ、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

雇修登録について
口腔システム補綴学分野佐々木啓一教授

junko 
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歯学演習
0 江草宏

授業科目
分子・再生歯科補綴学

授業担当者 山田将博

Seminars in Dental Sciences: (責任者に0) 新部邦透
(英文名) Molecular and Regenerative 

Prosthodontics 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 702 

開講 後期 分子・再生歯科補綴学分野研究室
場所

曜日 ・講時 水曜日・夕方

目標と目的・分子 ・再生歯科補綴学領域の英語論文の抄読を通じて、英語論文を読
授業の目標並びに む能力、論文を要約して発表する能力、論文を批判的吟味する能力を養う。

目的と概要 概要・分子 ・再生歯科補綴学に関連した英語論文を抄読し、グループディスカツ
ションを介して論文を批判的に吟味するために必要な論理的思考力を養う。

一般目標:分子・再生歯科補綴学領場の英語論文を読む能力、論文を要約して発表
する能力、論文を批判的吟味する能力を身につけるc

学習の到達目標
個別目標 :分子・再生歯科補綴学領織の英語論文を読み、

①内容を要約して説明できる。

②③ 肉容について討議できる。
内容を批判的に吟味できる。

妙読会の発表者は担当する英語論文を予め読みこなし、その概要をppt

スライドで用意する。

2 用意した資料をもって参加者に分り易くプレゼンテーションを行い、参

授業の内容・方法と
加者とその論文の批判的吟味について討議する。

進度予定

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業肉容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
抄談会で指定する論文。

参考書等

成績評価の方法 出席およびディスカッションへの参加姿勢。

備 考
本綬業は、分子・再生歯科補綴学分野 生物学研究グループのLabMeeting (基本的
に水曜日夕方)の中で行われる。

綬業への参加人数には制限があるため、本科目の履修を給望する場合は、下記宛に
履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の許可を得ること。

履修登録について
分子・再生歯科補綴学分野江草宏教授

egu@dent.tohoku.ac.jp 
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歯学演習
O小宮山貴将

授業科目
加齢歯科学

授業担当者 服部佳功他

Seminars in Dental Sciences : 
(責任者に0)

(英文名)
Aging o.nd Gcrio.tric Dcntistry 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN702 

開講
開講時聞は受講者と

加齢歯科学分野研究室1 他

相談の上、決定する
場所

曜日 ・講時 岩手県花巻市

授業の目標並びに
加齢歯科学の研究には、実験科学的方法に加え、疫学の方法の応用が重要である。
本演習は、当分野が岩手県の旧大迫町(現花巻市)で実施している疫学研究への参

目的と概要
加を通じて、疫学研究の考え方や方法を習得することを目的とする。

学習の到達目標 1 疫学コホート研究の目的や方法を説明できる

当分野の疫学研究の成果などに基づいて、歯科目腔保健上の諸因子と金
身の健康の関連を理解する。

2 
旧大迫町における歯科検診事業に参加して、疫学研究の実情を理解す

授業の内容 ・方法と
る。

進度予定

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や媛業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考 疫学調査の時期を考慮し、受講者と相談のうえ決定

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修釜録について
加齢歯科学分野小宮山貧将

takamasa.komiyama.c6@tohoku.ac.jp 
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歯学演習
0洪光

綬業科目
国際連携イノペイティブ歯学

授業担当者

Seminars in Dental Sciences: (責任者に0)
(英文名) International Col1aborative and 

Innovative Dentsitry 

単位数 2 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN 702 

開講
開講時聞は受講者と

歯学イノベーションリ エゾンセンター

相談の上、決定する
場所

曜日・講時 国際連燐推進部門

綬業の目標並びに
機能性生体材料開発研究に関する英論文の抄読を通じ、英論文の読む能力、発表する能

目的と概要
力、討議する能力、要約する能力を養い、機能性生体材料の研究に関する最新動向を理
解すると共に、自らの研究に応用できる能力の向上を目的とする。

機能性生体材料開発研究に関する笑論文を読む、発表する、要約する、討議することが

学習の到達目標
できる。
機能性生体材料の研究に関する最新動向について説明できる。
自らの研究について英文で発表できる。

機能性生体材料研究開発に関する笑論文の検索

2 英論文を読み、要約し、まとめた概要のプレゼンテーシヨン

3 機能性生体材料の研究に憲新動向についてのグループディスカッシヨン

授業の内容 ・方法と進 4 研究の立案、進め方、考察についてのワールドカフェ

度予定 5 研究経過、成果について英文でまとめてプレゼンテーション

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材 ・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
国際 連 携 推 進 部 門洪光教綬

hong.guang.d6@tohoku.ac.jp 
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歯学演習 0金高弘恭 他
授業科目

共ltJ歯学
授業担当者

Seminars in Dental Sciences: 
(責任者に0)

(英文名)
Co-Crclltivc Dcntistry 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN702 

開講
開講時聞は受講者と

歯学イノベーションリエゾンセンター

相談の上、決定する
場所

曜日 ・講時 集分野融合部門

異分野融合研究、産官学民連携研究を基軸としたトランスレーショナルリサーチお

授業の目標並びに
よぴレギュラ トリーサイエンスに関する英語論文の抄読を通じ、英語論文を読む能
力、要約する能力、討論する能力を養い、 トランスレーショナルリサーチ、レギュ

目的と概要
ラトリーサイエンスに関する最新動向を理解すると共に、自らの研究に応用できる
能力を獲得することを目的とする。

学習の到達目標 トランスレーショナルリサーチおよびレギュラ トリーサイエンスに関する英語論文
を読み、要約し、討論でき、自らの研究に応用できること。

トランスレーショナルリサーチに関する英語論文の検索

2 レギュラトリーサイエンスに関する英語論文の検索

3 最新の研究動向についてのグループディスカッション

授業の内容 ・方法と進
4 研究の立菜、進め方、考寮についてのプレゼンテーション

度予定

授業時間外学習 綬業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキス ト・ 教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修釜録について
異 分 野 融 合 部 門 金高弘恭教綬

hiroyasu.kanetaka.e6@tohoku.ac.jp 
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歯学演習
0堀内久徳

授業科目
口腔腫蕩爺IJ御学

授業担当者 関根弘樹

Seminars in Dental Sciences: 
(責任者に0) 白川 龍太郎

(英文名)
Oro.l Co.nccr Thcro.pcutics 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN702 

開講
開講時聞は受講者と
相談の上、決定する

場所 加齢医学研究所 セミナールーム
曜日 ・講時

授業の目標並びに
基礎生命科学研究のセミナーを聴講し、最先端の研究内容を理解する。

目的と概要

学習の到達目標

加齢研生化学セミナー:加齢研の各基礎研究分野が最新の研究成果につ
いて講演を行う。

綬業の内容 ・方法と
進度予定

授業時間外学習 鰻重量および学習の到達目標や授業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキス ト・ 教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考 開講時聞は受講者と相談のうえ、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修釜録について
口腔腫療制御学分野堀内久徳教綬

hisanori.horiuchi.e8@tohoku.ac.jp 
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歯学演習
0瀧矯之

授業科目
機能画像歯科学

授業担当者 武藤達士

Seminars in Dental Sciences : (責任者に0) 舘脇康子
(英文名) Department of dental nuclear 

medicine and radiology 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 702 

開講
開講時聞は受講者と

加働者研スマー ト・エイジング棟4階

相談の上、決定する
場所

曜日 ・講時

授業の目標並びに 口腔環境、口腔データを含む疫学研究や認知症研究を遂行する上で基本となる画像
目的と概要 解析手法と統計検定を学ぶ。

学習の到達目標
認知症研究、疫学研究を遂行するよで必要となる手法を修得する

認知症研究の基礎と臨床を学ぶ

2 疫学研究手j去を学ぶ

授業の内容・方法と
進度予定

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業肉容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
機能画像歯科学分野瀧婿之教授

yasuyuki.taki.c7@tohoku.ac.jp 
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歯学演習 O鎌倉慎治
授業科目

歯科再生歯工学
綬業担当者

Seminars in Dental Sciences: 
(責任者に0)

(英文名)
Bio-Dental Engi-neering 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 702 

開講 前期 骨再生医工学研究室他
場所

曜日・講時 火曜日 1・2講時

綬業の目標並びに
生体再生歯工学に関する頻引用あるいは最新の英語論文を読み、その要約を作成
し、それらを判り易く解説する作業を行なう。また自分自身の研究内容や進捗状

目的と概要
況について発表報告する作業を行う。

それらを通して論文から自らの研究に資する情報を得ること、研究内容を説明し
学習の到達目標 て討論する能力、自らの研究に資する論文を検索する能力を習得すること、発表

や討論の能力を身につけることを目標とする。

英語論文の読解

2 論文要約の作成

3 論文内容の解説

綬業の内容・方法と
4 研究内容の発表

進度予定

綬業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
特になし。

参考書等

成績評価の方法 レポート(論文要約)および発表で評価する。

備 考 開講時間・場所は受講者と相談のうえ、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、
履修の許可を得ること。

履修登録について
歯科再生歯工学分野鎌倉慎治教授

kamakura@tohoku.ac.jp 
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実験技術トレーニングコース
0高橋信博

授業科目
口腔生化学

授業担当者 鷲尾純平

Technical Courses in (責任者に0) 真柳弦
(英文名) DentalSceiences: OralEcology 

and Biochemistry 安彦友希

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 703 

開講
開講時間は受講者と相

基礎研究棟8階 口腔生化学分野実験室

談の上、決定する
場所

曜日 ・講時

主にロ腔生化学分野での研究に従事する大学院生を対象に、口腔生化学に関する
授業の目標並びに目的 研究(口腔生態系、口腔バイオフィルムに起因する紙蝕・歯肉疾怠・歯周病・口臭

と概要 症などの代表的口腔疾患並びに口腔がんに関する生化学的研究)を進めるよで必要
な実験技術を修得することを目的とする。

研究の遂行に必要な基本的な実験技術(生化学的及び分子生物学的手法)に加
え、口腔バイオフィルム研究手法(織成微生物分離 ・培養 ・同定法、生物活性測定

学習の到達目標 法、酵素活性測定法など)、嫌気実験システムの取り扱い手法等を修得する。

基本的生化学的実験手法(分光光度法・ pH測定法他)

2 分子生物学的手法 (PCR法・シークエンス他)

3 嫌気実験システム使用法

綬業の内容・方法と進 4 口腔バイオフィルム研究手法(細菌培養法他)

度予定 5 代謝活性測定法 (pH-stat法他)

6 代謝産物測定法 (HPLC解析手法他)

※個々の研究に応じて必要な項目を実施予定。

授業時間外学習
予習については、実習前に担当教員の指示を受けること。また実習後は十分な復習
をすることが望ましい。

テキスト・教材・参考
特になし

書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考
本実験技術トレーニングコースは、原則として本分野での研究従事を前提としてい
ることに留意すること。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
口腔生化学分野 高橋信博教綬

o EB@dent.tohoku.ac.jp 
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実験技術トレーニングコース
0菅原俊二

授業科目
口腔分子制御学

授業担当者 黒石智誠

Technical Courses in Dental (責任者に0)
(英文名) Sciences: Oral Molecular 

Bioregulation 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN703 

開講
開講時聞は受講者と相
設のよ、決定する

場所 口腔分子制御学分野他
曜日 ・講時

授業の目標並びに ウエスタンブロット法の原理と技術を習熟し、研究に活用できるようになることを
目的と概要 目的 ・目標とする。

学習の到達目標 ウエスタンフロット法の原理と実験方法を理解し習得し、研究に応用できるの

ウエスタンブロット法の基本原理を習熟する

2 実際にウエスタンブロットを行い、実験技術を習得する

3 研究への応用について議論する

綬業の内容 ・方法と
進度予定

綬業時間外学習 事前に配布する資料を熟読すること。

テキスト ・教材・
事前に資料を配布する。

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考 特になし

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
口腔分子制御学分野菅原俊二教綬

shunji.sugawara.d5@tohoku.ac.jp 
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実験技術トレーニングコース
0山田 聡

綬業科目
歯肉歯周治療学

授業担当者 銀本英二他

Technical Courses in Dental (責任者に0)
(英文名) Sciences: Periodontology and 

Endodontology 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 703 

開講
開講時間は受講者と相

歯肉歯周治療学分野研究室

談の上、決定する
場所

曜日・講時

歯肉治療学 ・歯周治療学及びそれらに関連する領域で必須の実験技術を体得することを
綬業の目標並びに 目的とする。歯肉治療学・歯周治療学及びそれら関連する領域の基本となる実験技術を

目的と概要 学習する。授業内容は受講者と相談して決定するが、当分野では下記の内容を予定して
いる。

学習の到達目標
研究の遂行に必要な基本的な実験技術(細胞緒養法、生化学的及び分子生物学的手法)の
理論を理解し、実験技術を習得を修得する。

各種細胞培養

2 ELlSA法

綬業の内容・方法と 3 RT・-PCR及びReal-timePCR 
進度予定 4 Western blotting 

5 フローサイトメトリー

6 動物実験(マウス及びラット)の各種技法

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材 ・
適宜資料を配付する

参考書等

成績評価の方法 出席および実習への取組みを評価する。

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
歯肉歯周治療学分野 山国聡教綬

satoruy@tohoku. ac. jp 
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実験技術トレーニングコース
0 務厳正寛

授業科目
歯科保存学

授業担当者

Technical Courses in Dental 
(責任者に0)

(英文名)
Scicnccs:Qpcrntivc Dcntistry 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN703 

開講
開講時聞は受講者と
相談の上、決定する

場所 歯科保存学分野研究室
曜日 ・講時

目的 再生医療技術の開発に必要な細胞培養、動物実験技術を修得する。

授業の目標並びに
概略 ・細胞犠養技術に関して

目的と概要
-細胞移植技術について
-骨再生療法の評価方法について
-大型動物を用いた再生医療実験モデルについて

-幹細臨培養技術を理解する。
-幹細胞移鑓治療の実践を理解する。

学習の到達目標 -再生医療新法を理解するの
-大型動物の取り級いを理解する。
-硬組織再生の判定銭術を理解する。

幹細胞培養の基礎

2 幹細胞移植治療技術を理解する。

3 大型動物モデルを用いた移植実験の意義

綬業の内容 ・方法と
4 再生医療新j去を理解し、臨床研究に必要な項目

進度予定

5 硬組織再生医療の現状と課題

綬業時間外学習 綬業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
歯科保存学分野驚藤正寛教綬

mssaito@dent.tohoku.ac.jp 

-156-



実験技術トレーニングコース
O小坂健

授業科目
国際歯科保健学

授業担当者 相田潤

Technical Courses in Dental (責任者に0)
(英文名) Sciences: International Oral 

Health 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 703 

開講
木.4. 5 場所 国際歯科保健学分野セミナ一室

曜日 ・講時

授業の目標並びに
-国際保健医療分野や地域での歯科保健分野における協力方法について、既存のプ
ロジェクトを用いて実際にデータの分析及び計画立案及びその評価を行い、基本的

目的と概要
な統計解析を実施する。

学習の到達目標
-基本的な統計解析手法について理解し、自分で簡単な解析を実施できるようにな
る。

-既存のプロジヱクトの紹介(担当:小坂)

授業の内容・方法と
-データ解析に必要な基本的なデータ解析について(担当:相田)

進度予定
-研究に必要なデータ解析の応用について (担当:相閏)

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業肉容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・ 疫学 ー医学的研究と実践のサイエンス メディカル・サイエンス・インターナショ
参考書等 ナル

成績評価の方法 出席及び提出されたレポー トに基づいて判定する。

備 考

開講時間・場所は受講者と相談の上、変更する場合がある。

履修登録について 本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を
伝え、履修の許可を得ること。
国際歯科保健学分野小坂健教授 ken.osaka.e5@tohoku.ac.jp
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実験技術トレーニングコース
0鈴木敏彦

授業科目
歯科法医情報学

授業担当者 小坂萌

Technical Courses in Dental (責任者に0) 波田野悠夏
(英文名) Sciences: Dental and Digital 

Forensics 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN703 

開講
開講時聞は受講者と
相談の上、決定する

場所 受講者と相談の土決定する
曜日 ・講時

授業の目標並びに ヒト全身骨標本および天然歯を用い，骨の同定と歯の鑑完IJを肉眼的に行う方法を学
目的と概要 ぶ。特に.破損が著しい骨片や歯の破片の初歩的鑑別方法についても学ぶ。

ヒトの全身の骨の名称を列挙でき.骨の同定ができる

学習の到達目標
2 ヒト永久歯 ・乳歯の同定ができる
3 骨に存在する主要な構造物を同定できる
4 骨片 ・歯の破片から，骨の部位や歯種の同定ができる

全身骨の同定

2 永久歯の鑑別

3 乳歯の鑑別

綬業の内容 ・方法と
4 績傷骨片・歯の破片の鑑別の基本

進度予定

授業時間外学習
授業の目標 ・学習の到達目標を達成するため，授業内容 ・進度に応じた自主的な学
習が必要である

テキスト ・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トまたは実習試験による

備 考
夏と春に行われる「骨学セミナ一J (夏期:新潟医療領祉大学.春期東北大学)
を受講することでも単位取得可能である(※今年度はコロナ対応のため開講未定)

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修釜録について
歯科法医情報学分野 鈴木敏彦;雀教授

suzk@anat.dent.tohoku.ac. jp 
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授業科目
実験技術トレーニングコース

予防歯科学
授業担当者 O小関健由

(責任者にO) 丹田奈緒子

(英文名)
Technical Courses in Dental 
Scicnccs: Prcvcntivc Dcntistry 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 703 

開講
開講時聞は受講者と
相談の上、決定する

場所 開講時に指定

曜日 ・講時

授業の目標並びに 予防歯科学を理解する上で重要な実験手法や臨床的手技を学び、実験に対する基
目的と概要 本的な考え方を理解する。

環境の評価法を理解する
生体の計測を理解する

学習の到達目標 口腔疾患の評価法を実施する
疾病リスクの評価法を実施する
フッ化物応用の手法を理解する

測定法
-環境の測定法
-大気の汚染の測定法
.7)(の環境衛生函の測定法

-生体測定
授業の内容・方法と 予防歯科的手法

進度予定 -初期う蝕の診断法
-歯ロ清掃法
-口腔診査法
-フッ化物の応用法
-踊蝕活動性試験と出血試験
-歯周疾患の診査法

授業時間外学習 講義の内容を理解するために必婆な予習と復習を行う

テキスト・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
予防歯科学分野小関健由教授

yobou@dent.tohoku.ac.jp 
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実験技術 トレーニングコース
0福本敏

授業科目
小児発達歯科学

授業担当者 山田亜矢

Technical Courses in Dental (責任者に0) 斉族幹
(英文名) Sciences: 

Pediatric dentistry 丸 谷 白 星 子

単位数 2 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN 703 

開講 前期 (6月)後期 (10月) 未定
湯所

曜日 ・講時 木曜日 4、5講時

授業の目標並びに 歯の再生研究を実施するための、エナメル芽細胞、象牙芽細胞の分化誘導妓衡の習得を
目的と概要 行う。

学習の到達目標 歯関連組織の培養技術を学ぶことで、歯や唾液腺発生の分子機繕を理解する。

歯原性上皮細胞株の増殖因子を用いた分化誘導とその評価

2 歯髄幹細胞を用いた神経細胞、象牙芽細胞、脂肪細胞への分化誘導

3 乳歯からの歯髄細胞培養

綬業の内容 ・方法と 4 歯由来細胞の分化評価のための歯特異的遺伝子の発現スクリーニング

進度予定

綬業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業肉容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考 開講時聞は受講者と相談のうえ、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修釜録について
小児発達歯科学分野福本敏教綬

tukumoto@dent.tohoku.ac.jp 
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実験技術トレーニングコース
0五十嵐薫他

授業科目
頭蓋顔面先天異常学

授業担当者

Technical Courses in Dental 
(責任者に0)

(英文名)
Scicnccs: Cro.niofo.cio.l Anomo.lics 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 703 

開講 後期 頭蓋顔面先天異常学分野研修室

場所
曜日 ・講時 木曜日 4 ・5講時

授業の目標並びに 頭蓋顔面部の先天異常や顎変形症の診断、治療計画立案、治療結果の評価等に必要
目的と概要 な各種検査 ・分析j去を習得する。

学習の到達目標
頭蓋顔面部の先天異常や顎変形症の診断、治療計薗立案、治療結果の評価等を行う
ことカtできる。

各種X線検査

2 頭部X線規格写真分析

3 各種口腔機能検査

授業の内容・方法と 4 その他の検査・分析

進度予定

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業肉容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
現代外科的矯正治療の理論と実際(東京臨床出版) 他

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考 開講時間・場所は受講者と相談のうえ、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
頭蓋顔面先天異常学分野 五十嵐薫教綬

kaoru.igarashi.a3@tohoku.ac.jp 
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実験技術 トレーニングコース
0北浦英樹他

授業科目
顎口股矯正学

授業担当者

Technical Courses in Dental Sciences: 
(責任者に0)

(英文名) Orthodontics and Dentofacial Orthopedics 

単位数 2 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN 703 

開講
開講時聞は受講者と

顎口腔矯正学分野研究室他

相談のよ、決定する
湯所

曜日 ・講時

綬業の目標並びに
歯科矯正学並びに関連する領域で必須の検査・分析方法を習得すること、並びに、矯正

目的と綴要
治療に伴う生体反応についての基礎的研究を遂行する為の基本的な技術を体得すること
を目的とする。

歯科矯正学及びそれに関連する領爆の基本となる検査 ・分析 ・実験技術をマンツーマン

学習の到達目標
で学習する。授業内容は受講者と相談して決定するが、当分野では下記の内容を予定し
ている。なお修士課程は博士課程と同時開講とし、基本技術と理論を習得することを目
指す。

各種細胞tき養(歯椴膜 ・骨系細胞他)

2 動物実験(マウス、ラット、イヌ等)の各種技法

3 in situ hybridization法

4 免疫組織学

綬業の内容 ・方法と
5 各種矯正診断資料採得

進度予定

6 セファ ロ分析実習

7 顎運動の三次元測定と解析

8 医療統計解析

綬業時間外学習 受講生は*綬業の到達目標を達成するために授業 ・実習の準備を十分行う必要がある。

テキスト ・教材・
セミナーでは適宜資料を配付する。

参考書等

成機評価の方法 出席およびレポートによる。

備 考 受講者は受講計画に関して予め責任者の北浦と相談のこと。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
顎口腔矯正学分野北浦英樹准教授

hideki.kitaura.b4@tohoku.ac.jp 
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実験技術トレーニングコース
0中弁淳一

授業科目
口腔生理学

授業担当者 安藤恵子

Technical Courses in Dental 
(責任者に0) 千葉美麗

(英文名)
Scicnccs: Orlll Physiology 

工藤忠明

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 703 

開講
開講時間は受講者と

歯学研究科A棟7階口腔生理学分野

相談の上、決定する
場所

曜日 ・講時

目標と目的・人体機能や口腔機能をシステムとして研究するために必要不可欠

授業の目標並びに
な生理学的実験手技について理解し、習得する。

目的と概要
概要 :生理学的実験手技についての基本を理解し、実験技術の応用方法について
習得する。

一般目標:口腔機能の研究に必要な生理学的実験手技について理解する。
個別目標 :以下の実験手技について理解を深める。
① 動物実験
②組織 ・細胞猪養実験

学習の到達目標 ③④ ヒトを対象とした研究
遺伝子組み換え実験

⑤⑥ 組織切片作製
データ解析法

動物実験麻酔法

2 組織 ・細胞培養実験法

3 ヒトを対象とした研究

授業の内容・方法と
4 遺伝子組み換え実験法

進度予定

5 組織切片作製法

6 データ解析法

授業時間外学習 綬業後の復習は大切です。しっかり復習しましょう c

テキスト・教材・
適宜資料を配布する。

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
口腔生理学分野 中井淳一教慢 (Email:junichi.nakai.a5@ωhoku.ac.jp) 
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実験技術トレーニング
0 若森実

授業科目
歯科薬理学

授業担当者 中村卓史

Technical Courses in Dental (責任者に0) 織元英
(英文名) Sciences: 

Dental Pharmacology 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN703 

開講
開講時聞は受講者と 基礎研究棟7階歯科薬理学分野
相談の上、決定する

場所
分子生物学・生化学実験室

曜日 ・講時

綬業の目標並びに 薬物や生理活性物質の作用、作用機序を理解するための実験手法としての分子生物
目的と概要 学的、電気生理学的、薬理学的実験手法を習得し自らの研究を推進する。

晴手L動物由来の細胞結養 ・組織培養、 PCR5:去、クローニング法、シークエンス法、遺

伝子導入法、パッチクランプ法、細胞内Ca2+濃度測定法、遺伝子・タンパク質発現解
学習の到達目縁 祈法、ゲノムワイド関連解析の理論を理解したよでそれぞれの技術を習得し、自ら

使いこなせる。また、酵素反応速度論の理解とそれに基づく濃度一反応関係のコン
ビューターを用いた解析方法を習得し、自らの研究データに応用できる。

輔乳動物由来の細胞渚養

2 PCR5去

3 クローニング法、シークエンス法

授業の内容 ・方法と 4 遺伝子導入法

進度予定 5 パッチクランプ法

6 細胞内Ca2+;重度測定法

7 遺伝子・タンパク質発現解析法

8 ゲノムワイド関連解析

綬業時間外学習 授業および学習の到達目標や慢業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・
適宜資料を配付する。

参考書等

成績評価の方法 実習への取組で評価する。

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
歯科薬理学分野若森教授

mpcb@dent.tohoku.ac.jp 
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実験銭術トレーニングコース
0清水良失

授業科目
口腔病理学

綬業担当者 驚藤悠

Technical Courses in Dental (責任者に0)
(笑文名) Sciences: 

Oral Pathology 

単位数 2 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN 703 

開講
開講時聞は受講者と

口腔病理学教室
場所

曜日 ・講時
相談の上、決定する

形態学的検索法の基本である組織標本の作製をはじめ、特殊染色・免疫染色などを修得す

綬業の自機並びに
る。また、同材料を用いた分子医学的検索についても概説する。

目的と概要

固定・包壕・薄切・染色など基本的な組織標本作製を実習する。また、 HE以外の特殊染色
学習の到達目標 や免疫染色についても見学・標本観察を通して、その意義について教授する。

基本染色(へマトキシリンエオジン染色)の染色方法の習得と見方

2 特殊染色・免疫染色方法の習得と見方

授業の内容・方法と
進度予定

綬業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
特になし。

参考書等

成績評価の方法 出席、討論などによる。

備 考 開講時間 ・場所などは受講者と相談の上、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の許
可を得ること。

履修釜録について
口腔病理学分野清水助教

shimizu@dent.tohoku.ac.jp 
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実験技術トレーニングコース
0飯久保正弘

授業科目
歯科医用情報学

授業担当者 庄司 憲明
Technical Courses in Dental 

Sciences: (責任者に0) 小嶋都穏
(英文名) Dental Informatics and 

Radiology 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN703 

開講 前期 主に東北大学病院顎口腔画像診断科外来
場所

曜日 ・講時 月曜~金曜 1、2講時

目標と目的 :疾怠を的確に診断するために必要な画像検査法の特徴と適応について

授業の目標並びに
学習し画像を解釈する。

目的と概要
概要・歯科における画像診断の実践について学び、函像診断に必要な知識および銭
術を習得する。

①種々の画像診断のモダリティーを理解し、的確な画像診断を選択することがで
きる。

学習の到達目標 ② 医療面接、臨床所見、画像所見をもとに総合的に疾患を診断することができ
る。

口肉法ヱックス線画像による専門的診断。

2 パノラマエックス線画像による専門的診断。

3 CT画像による専門的診断。

授業の内容 ・方法と 4 MRIによる専門的診断。

進度予定 5 超音波画像による専門的診断。

綬業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・
Oral Diagnosis and Radiology (8th Edition) (当分野製作)

参考書等

成績評価の方法 出席、態度及びレポートによる。

備 考
外来演習の際には清潔な白衣着用のこと。
開講時間は受講者と相談のうえ、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
歯科医用情報学分野飯久保正弘教授

machapy@tohoku.ac.jp 
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実験技術トレーニングコース
0高橋哲

授業科目
顎顔面・口腔外科学

授業担当者 永井宏和

Technical Courses in Dental (責任者に0) 宮下仁
(英文名) Sciences: Oral and Maxillofacial 

Surgery 山内健介

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 703 

開講 前期 顎顔面 ・口腔外科学分野教室、病棟、外来
場所

曜日 ・講時 金曜日・ 4・5講持

授業の目標並びに 顎顔面・口腔外科学発展のための研究を立案した後、その実験を実施するにあたっ
目的と概要 て必要な技術の習得を目的とする。

学習の到達目標 顎顔面・口腔外科の技術・基本手技を習得する

顎顔面・口腔外科の臨床研究のための統計学

2 口腔・顎顔面領域の腫療の制御についての研究手法

3 凍結切片標本、病理組織標本の切り方、染色方法についての詳細

綬業の内容・方法と進 4 口腔・顎顔面領減の再生医療の応用における実験方法

度予定 5 デンタルインプラン トと骨の界面の観察と解析方法について

6 口腔 ・顎顔面領域の組織形態計潰IJ方法について

7 CTなどの画像診断を用いた形態計測の方法

授業時間外学習 綬業および学智の到達目標や授業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
顎顔面・口腔外科学分野高橋哲教授

tetsu@dent.tohoku.ac.jp 
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実験技術トレーニングコース
0水回健太郎

授業科目
歯科口腔麻酔学

授業担当者 星島宏

Technical Courses in Dental (責任者に0) 安田真
(英文名) Sciences: 

Dento・oralAnesthesiology 田中 志奥

単位数 2 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN703 

開講 後期 臨床研究練2階歯科口腔麻酔学分野実験室

場所
曜日 ・講時 金曜日 4・5講時 臨床研究練2階共同実験ラポ 13 

【目標ならびに目的】
歯科麻酔科学領域における基礎研究の計画立案と研究方法，統計処理方法について学

授業の目標並びに ゐ、。
目的と概要 【概要】

歯科麻酔科学領域の基礎研究の計画立案方法について学ぶ。
研究方法についてinvivo， in vitroの実験方法とデータの解釈について学ぶ。

学習の到達目標
研究計画の立案、代表的な実験手伎の理解、得られた結果の統計学的評価ができる
こと。

研究計画の立案

2 in vivo実験 1 (疹痛モデルラッ トの行動評価)

3 in vivo実験2 (全身麻酔下ラットでの口腔血流の測定)

授業の内容 ・方法と 4 in vivo実験3 (オーガンパス法)

進度予定 5 in vitro実験 1 (Western blot法、免疫組織化学染色)

6 in vitro実験2 (カルシウムイメージング法)

7 統計処理法

綬業時間外学習 綬業および学習の到達目標や授業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキス ト・ 教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考 開講時聞は受講者と相談のうえ、変更する場合がある

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
歯科口腔麻酔学分野 水田健太郎教綬

kentaro.mizuta.e6@tohoku.ac.jp 
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実験技術トレーニングコース
0菊池雅彦

綬業科目
総合診療学

授業担当者 泉因明男

Technical Courses in Dental 
(責任者に0)

(英文名)
Sciences: Comprehensive Dentistry 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 703 

開講
開講時聞は受講者と

相談の上、決定する
場所 総合歯科診療部医局

曜日・講時

綬業の目標並びに 歯科医学教育、とりわけ卒後臨床研修の教育に関する理論と実銭の方法について習得す
目的と概要 ることを目的とする。

学習の到達目標 歯科医学教育の理論、目標、方法、評価について説明できる。

歯科医学教育の歴史

2 歯科医学教育の理論

3 歯科医学教育の目標

綬業の内容・方法と 4 歯科医学教育の方法

進度予定 5 歯科医学教育の評価

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材 ・
資料を配付する。

参考書等

成績評価の方法 レポート等による

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
総合歯科診療部菊池雅彦教授

mashiko.kikuchi.c7@tohoku.ac.jp 
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実験技術 トレーニングコース
0市川 博之

授業科目
口俊器官解剖学

授業担当者

Technical Courses in Dental (責任者に0) 佐藤匡・矢島健大・立谷大

(英文名) Sciences:Oral and 
介 ・川上智史

CraniofacialAnatomy 

単位数 2 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN 703 

開講 後期 受講者と相談の上決定
湯所

曜日 ・講時 受講者と相畿の上決定

授業の目標並びに
目標 ・目的. ヒトあるいは実験動物の組織切片の作成や染色について習得する。

目的と概要
概要. 実験動物の屠 ・固定を見学し、試料の切り出し、切片作製、染色、観察を行
つ。

学習の到達目標 ヒトあるいは実験動物の組織切片の作成方法や染色方法を理解し習得する。

実験動物の潅流固定

2 切片作成

3 免疫染色

綬業の内容 ・方法と 4 切片の観察と織影

進度予定

授業時間外学習
形態学的な分析に関する用語は時に難解である。綬業時間は限られているため、復習が
望まれる。

テキスト ・教材 ・
特になし

参考書害事

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考 特になし

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、JtI修の
許可を得ること。

履修登録について
口腔器官解剖学分野市川博之教綬

hiroichi@anat.dent.tohoku.ac.jp 
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実験技術トレーニング
0 笹 野 泰 之

授業科目
顎ロ目安組織発生学

授業担当者 中村恵

Technical Courses in Dental (責任者に0) Mu叩 ChenYANG 
(英文名) Sciences: Craniofacial 

Development and Tissue Biology 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 703 

開講
開講時間は受講者と
相談の上、決定する

場所 顎口腔組織発生学分野研究室
曜日・講時

綬業の目標並びに 歯と骨および関連する組織の発生と修復の研究に際して利用する研究技術の研修を目的
目的と概要 とする。

学習の到達目標 歯と骨を対象とする形態学に関連する研究技術者事を学ぶ。

動物実験

2 透過型および走査型電子顕微鏡観察

3 マイクロCT観察

綬業の内容・方法と 4 免疫染色

進度予定

授業時間外学習 綬業および学習の到達目標や綬業肉容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材 ・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
顎口腔組織発生学分野笹野泰之教綬

sasano@anat.dent.tohoku.ac.jp 
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実験技術トレーニングコース
0高回雄京

授業科目
歯科生体材料学

授業担当者 高橋正敏

Technical Courses in Dental 
(責任者に0)

(英文名)
Scicnccs: Dcnto.l Biomo.tcrio.ls 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN703 

開講
開講時聞は受講者と

基礎研究練4階歯科生体材料学分野

相談の上、決定する
場所

曜日 ・講時

授業の目標並びに
エネルギー分散分光分析装置 (EDS)を備えた走査聖電子顕微鏡 (SEM)による試料観
察方法、電子線マイクロアナライザーによる元素分析方法の研究技術を研究テーマ

目的と概要
に合わせてトレーニングし、自分の研究テーマに応用できるようにする。

学習の到達目標
EDSを備えた走査型電子顕微鏡 (SEM)の原理を説明でき、電子顕微鏡を自分の研究に
応用できるようになる。

走査型電子顕微鏡の原理

2 電子線マイクロアナライザーの原理

3 エネルギー分散分光分析の原理 (EDS)

授業の内容 ・方法と 4 波長分散分光分析の原理 (WDS)

進度予定 5 元素分析方法

6 定性分析

7 定量分析

8 マッピング分析

授業時間外学習 講義内容を十分に理解できるよう準備すること。

テキス ト・ 教材・
教員が準備する。

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる。

備 考 開講日は受講者と相談の上決める。開講日には終日出席が可能なこと。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修釜録について
歯科生体材料学分野高田雄京准教綬

yukyo.takada.al@tohoku.ac.jp 
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実験技術トレーニングコース
0鈴木治

綬業科目
顎口腔機能創建学

授業担当者 塩 飽 由 香 利

Technical Courses in Dental (責任者に0) ;実井瞭
(英文名) Sciences: Craniofacial Function 

Engineering 

単位数 2 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN 703 

開講
開講時聞は受講者と

顎口腔機能tJ建学分野研究室

相談の上、決定する
場所

曜日・講時

綬業の目標並びに
【目的】
硬組織再生で用いられる生体機能材料の設計方法、幹細胞の取り級いおよび評価方法

目的と概要
を、実験を通じて理解することを目的とする。

学習の到達目標
硬組織再生に用いられる生体機能材料の定義、後能について理解する。勝細胞の治養
j去、分化評価法、移値j去について理解する。

ヒドロキシアパタイト (HA)の操作方法

2 リン酸八カルシウム (OCP)の操作方法

3 吸収性の生体由来および合成高分子の操作方法

綬業の内容・方法と 4 無機物のX線回析およびFTIRによる給品相の同定法

進度予定 5 幹細胞と生体機能材料の評価方法

6 太腸箇・動物細胞への遺伝子導入方法

7 動物実験手法

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキス ト・ 教材 ・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
顎口腔機能創建学分野鈴木治教綬

suzuki-o@tohoku.acjp 

-173-



実験技術トレーニングコース
0佐々木啓一

授業科目
口腔システム補綴学

授業担当者 小川微

Technical Courses in Dental (責任者に0) 依田信裕
(英文名) Sciences:Advanced Prosthetic 

Dentistry 

単位数 2 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN703 

開講 前期 口腔システム補綴学分野研究室

場所
曜日 ・講時 火曜日・ 4、5講時

授業の目標並びに 補綴歯科学に関わる研究を遂行するうえで必要となる実験手法について説明し実習
目的と概要 を行う。

学習の到達目標
補綴歯科学に関わる研究を遂行するうえで必要となる実験手法を、実習を通して理
解 ・修得し、研究に活用できる。

生体内での力学的計測(佐々木啓一)
(ストレインゲージ・圧トランスデューサによる計測、歯冠内3次元力

測定、義歯床下圧の測定)

授業の内容・方法と 2 骨シンチグフィーによる骨代謝活性の測定(小川 徹)

進度予定
3 岨鴫・膝下機能の言十涼IJ (筋電園、舌運動) (小川徹)

4 プロスペクティブ ・クリニカル・スタディ(依田 信裕)

綬業時間外学習 綬業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキス ト・ 教材・
講義において適宜、提示

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考 開講時間は受講者と相談のうえ、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
口腔システム補綴学分野佐々木啓一教綬

junko.hagawa.a3@tohoku.ac.jp 
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実験技術トレーニングコース
0 江草宏

授業科目
分子・再生歯科補綴学

授業担当者 山田将博

Technical Courses in Dental (責任者に0) 新部邦透
(英文名) Sciences: Molecular and 

Regenerative Prosthodontics 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 703 

開講
開講時聞は受講者と

分子・再生歯科補綴学分野実験室

相談の上、決定する
場所

曜日 ・講時

目標と目的.分子 ・再生歯科補綴学の研究に必要な細胞培養およびRT-PCR解析の基
授業の目標並びに 本手技を理解する。

目的と概要 概要:分子 ・再生歯科補綴学の基本的な実験手技について、講義あるいは実官を介
して学ぶ。

一般目標 :分子・再生歯科補綴学の研究に必要な細胞培養およびRT-PCR解析の基本
手技を理解する。

学習の到達目標 個別目標:①分子生物学の実験に用いる器具の取り扱いを説明できる。

②③細RT胞培養に必要な技術を説明できる。
-PCR解析に必要な技術を説明できるc

講義 :実験器具の取り扱いについて

2 講義 :細胞培養について

3 講義 :RT-PCRについて

綬業の内容・方法と 4 実習 :細胞培養

進度予定 5 実習 :RT-PCR解析

授業時間外学習 慢業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
アット・ザ ・ペンチ，Kathy Barker (監訳:中村敏一)

参考書等

成績評価の方法 出席

備 考

綬業への参加人数には制限があるため、本科目の履修を希望する場合は、下記宛に
履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の許可を得ること。

履修登録について
分子 ・再生歯科補綴学分野江草宏教綬

egu@dent.tohoku.ac.jp 
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実験技術トレーニングコース
O沼崎貴子

授業科目
加齢歯科学

授業担当者 猪狩洋平

Technical Courses in Dental (責任者に0) 服部佳功他
(英文名) Sciences : Aging and Geriatric 

Dentistry 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN703 

開講
開講時聞は受講者と

加齢歯科学分野研究室2

相談の上、決定する
場所

曜日 ・講時

綬業の目標並びに 加齢歯科学の研究手法のうち顎口腔機能の評価に関わる下記肉容の実験技術の習得
目的と概要 を目的とし、ワークショップ形式のトレーニングを実施する。

1.下顎の運動が記録、分析、評価できる

学習の到達自爆
2.顎筋の筋活動が記録、分析、評価できる
3.岨鴫機能が記録、分析、評価できる
4.唆合状態が記録、分析、評価できる

下顎運動の記録、分析、評価

2 筋電図の記録、分析、評価

3 岨鴫機能の記録、分析、評価

授業の内容 ・方法と進 4 校合状態の記録、分析、評価

度予定

授業時間外学習 綬業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキス ト・ 教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考 開講目、時聞は受講者と相談のうえ、決定する。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修釜録について
加齢歯科学分野沼崎貧子

takako.numazaki.d1@tohoku.ac.jp 
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実験技術トレーニングコース
0洪光

綬業科目
国際連携イノペイティブ歯学

授業担当者

Technical Courses in Dental 
(責任者に0)

Sciences:lnternational 
(英文名)

Collaborative and Innovative 
n，ミnb，it.rv

単位数 2 科目ナンバリングコー ド DDE-DEN 703 

開講
開講時聞は受講者と

歯学イノベーションリ エゾンセンター

相談の上、決定する
場所

曜日・講時 国際連燐推進部門

綬業の目標並びに 国際共同教育プログラムに参加し、国際E主主幹・異分野連機による実験を通じ、機能性生
目的と概要 体材料の作製法および評価法を修得することを目的とする

機能性生体材料の作製・評価ができる。
学習の到達目標 国際産学 ・異分野連携の計画、進め方を実践する。

海外の学術機関または教育 ・研究機関で 1週間以上の研修を行う。

生体用高分子材料の作製方法

2 生体用セラミック材料の作製方法

3 機能性生体材料の機械的、生物的評価方法

授業の内容 ・方法と進 4 動物実験手法

度予定 5 企業の研究所でのインターンシップ

6 海外の学術機関または教育・研究機関での研修

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキス ト・ 教材 ・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考 外国人留学生に関しては日本園内も海外として扱う。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の
許可を得ること。

履修登録について
国際 連 携 推 進 部 門洪光教綬

hong.guang.d6@tohoku.ac.jp 
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実験技術トレーニングコース
0金高弘恭 他

授業科目
共ltJ歯学

授業担当者

Technical Courses in Dental 
(責任者に0)

(英文名)
Scicnccs: Co-Crclltivc Dcntistry 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN703 

開講
開講時聞は受講者と

歯学イノベーションリエゾンセンター

相談の上、決定する
場所

曜日 ・講時 集分野融合部門

授業の目標並びに 医療用生体材料や医療機器の開発に必要な評価方法について、原理と技術を習得
目的と概要 し、研究に活用できるようになることを目的とする。

学習の到達目標
医療用生体材料の評価として、有効性および安全性に関する評価方法について、原
理および技術を習得する。

生体用適合性誌験(各種細胞を利用)

2 細胞毒性試験

3 抗菌性試験

授業の内容 ・方法と進
4 抗ウイルス性誌験

度予定

5 機械的特性評価試験

授業時間外学習 綬業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト ・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修釜録について
異 分 野 融 合 部 門 金高弘恭教綬

hiroyasu.kanetaka.e6@tohoku.ac.jp 
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実験技術トレーニングコース
0堀内久徳

授業科目
口腔腫蕩制御学

授業担当者 白川龍太郎

Technical Courses in Dental (責任者に0)
(英文名) Sciences: Oral Cancer 

Therapeutics 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN703 

開講
開講時聞は受講者と

加齢医学研究所基礎加齢研究分野研究室

相談の上、決定する
場所

曜日 ・講時

授業の目標並びに 1)コンビナント霊白質の作製、精製やそれを用いた生化学実験や抗体の作成等の基
目的と概要 礎技術トレーニングを行う。

学習の到達目標 分子生物学の基礎技術を習得し、細胞内情報伝達の解析方法を学ぶ。

2 

3 
綬業の内容 ・方法と

4 
進度予定

5 

授業時間外学習 綬業および学習の到達目標や綬業内容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキス ト・ 教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

備 考 開講時聞は受講者と相談のうえ、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修釜録について
口腔腫療制御学分野堀内久徳教綬

hisanori.horiuchi.e8@tohoku.ac.jp 
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実験技術トレーニングコース
0瀧矯之

授業科目
機能画像歯科学

授業担当者 武藤達士

Technical Courses in Dental (責任者に0) 舘脇康子
(英文名) Sciences: Department of dental 

nuclear medicine and radiology 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 703 

開講
開講時聞は受講者と

加働者研スマー ト・エイジング棟4階

相談の上、決定する
場所

曜日 ・講時

授業の目標並びに 口腔環境、口腔データを含む疫学研究や認知症研究を遂行する上で基本となる手法
目的と概要 を実習を通して理解することを目的とする。

学習の到達目標
認知症研究、疫学研究を遂行するよで必要となる手法を修得する

認知症研究の基礎と臨床を学ぶ

2 疫学研究手j去を学ぶ

授業の内容・方法と
進度予定

授業時間外学習 授業および学習の到達目標や授業肉容 ・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考 開講時聞は受講者と相談のうえ、変更する場合がある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
機能画像歯科学分野瀧婿之教綬

yasuyuki.taki.c7@tohoku.ac.jp 

-180-



実験技術トレーニングコース 0鎌 倉 慎 治
授業科目

歯科再生歯工学
綬業担当者

Technical Courses in Dental (責任者に0)
(英文名) Sciences: 

Bio.Dental Engineering 

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE.DEN 703 

開講 後期 骨再生医工学研究室他
場所

曜日・誘時 月曜3 ・4講時

媛業の目標並びに ラット等実験動物の組織内に生体材料を埋入する手法を通して生体再生歯工学お
目的と概要 よびそれらに関連する領域の基本的な研究技術を習得することを目的とする。

学習の到達目標
実験動物の取り扱いに習熟し、それらの組織内に生体材料を埋入し、骨再生に関
達する基本的な解析方法を行うことができる。

実験動物を用いた生体材料の組織内埋入法

2 摘出標本のX線学的解析法

3 硬組織標本作製法

綬業の内容・方法と
4 染色法

進度予定

5 形態組織計測法

援業時間外学習 綬業および学習の到達目標や侵業肉容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポー トによる

開講時間・場所は受講者と相談のうえ、変更する場合がある。受講希望者は予め
備 考 医学系研究科附属動物実験施設による教育訓練を受講しておくこと。受講制限が

あるので受講者は予め責任者の鎌倉と相談のこと。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、
履修の許可を得ること。

履修釜録について
歯科再生歯工学分野鎌倉償治教授

kamakura@tohoku.ac.j 
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実験技術トレーニングコース
O小関健由

授業科目
口腔がん健診特別研修

授業担当者 清水良央

Technical Courses in Dental 
(責任者に0)

(英文名)
Scicnccs:Prcvcntivc Dcntistry 

単位数 l 科目ナンバリングコード

開講 後期
場所 開講時に指定

曜日 ・講時 日曜日に集中講義

口腔関連のがんはがん全体の叫ほどを占め、肉眼で初期病変を直接観察できるため
に発見しやすいながら、口腔がんと類似した所見を呈する他の粘膜疾患があり、鑑
別診断は重要である。このコースは、地域でがんに取り組む歯科医師を養成し、

授業の目標並びに 日々の臨床と歯科健診等に役立ててもらうことを目的とする。口腔がんの早期発見
目的と概要 と術中術後の管理の手法を修得する本コースは、歯科医師の医療への賞献を高める

と共に、患者が安心して受診できるかかりつけ歯科医師を養成し、さらに、大学病
院にて研修することにより、大学病院との病診連機も深まり、がん患者にやさしい
地域の基盤を形成する。

口腔がんの特徴を挙げる

学習の到達目標
口腔粘膜の診断j去を実施する
口腔がんの鑑別診断を理解する
がん治療時の周術期口腔管理を実施する

がんの基礎知識

2 口腔がんについて

3 口腔粘膜疾患のみかた

授業の内容・方法と 4 がんの周術期口腔管理

進度予定

授業時間外学習 講義の内容を理解するために必要な予習と復習を行う

テキスト・教材・
特になし

参考書等

成績評価の方法 出席およびレポートによる

備 考

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履
修の許可を得ること。

履修登録について
予防歯科学分野小関健由教綬

yobou@dent.tohoku.ac.jp 
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0鈴木治

授業担当者 佐々木 聖書一
高橋信f尊

授業科目
博士論文特別研修

(責任者に0) 小坂健
大学院研究基礎論 驚 蕨 正 寛

菅原俊二
山困 聡
多国浩之
石幡浩志
吉武 満貫

単位数
1年次必修とし、博士論文特
別研修(1年次 1単位)に含む

科目ナンパリングコード DDE-DEN 711，712，713 

開講

1年次前期 場所 IS刊による受講

曜日・議時

授業の目標並びに目的
大学院生として研究を行う上で知っておくべき基本的事項を学ぶ。

と概要

学習の到達目糠 大学院生として研究を行う上で知っておくべき基本的事項を身に着ける。

はじめに :大学院研究基礎論のGIO・SBO

1 .研究の作法 ・研究とは
2.大学院生の作法 :大学院で学ぶということ
3.大学院から始まるキャリアパス
4.研究事始め ・

(1)試薬の管理、廃液の管理
授業の内容・方法と進 (2)遺伝子組み換え実験

度予定 (3) R 1実験

(4)臨床研究倫理
(5) インターネット利用の注意点
(6)動物実験

5.ハラスメントについて

※ 上記は予定であり、詳細はオリヱンテーション時に説明する。

授業時間外学習 綬業および学習の到達目標や綬業内容・進度に応じた準備学習が求められる。

テキスト・教材・参考 「研究者の作法J、 r実験ノ ー トJ、 「科学の健全な発展のためにJ
書等 (グリーンブック)を配布予定。

成績評価の方法 レポー トによる。

備 考

履修登録について 必修科目のため、履修登録申請は不要。
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歯学部・歯学研究科教員名簿

口腔生化学分野

高橋信博

鷲尾純平

竹内友希

口腔微生物学分野

口腔分子制御学分野

菅原 俊二

黒石智誠

多田浩之

電話'~022-717- (分野の4桁No.)

学部長 ・研究科長 高橋信樽

エコロジー歯学講座

(8295) 歯肉歯周治療学分野 (8336) 

教授 山 田 聡 教授

講師 根本英二 准教授

助教 石幡浩志 助教

荘司佳奈子 助教

〈歯周病科〉

鈴木茂樹 講師

(8321) 

教授

講師 歯科保存学分野分野 (8343) 

講師 療 藤 正 寛 教授

VENKATAIAH VENKATA SURESH研究助教

〈保存修復科〉

八 幡 祥 生 助教

柿内裕輔 助教
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地場共生社会歯学講座

国際歯科保健学分野 (7638) 頭蓋顔面先天異常学分野 (8277) 

小坂健 教授 五 十 嵐 薫 教授

遠藤千晶 研究助教

歯科法医情報学分野 (8269) 〈顎口腔機能治療部〉

鈴木敏彦 准教授 西村 蕎晃 講師

小坂萌 助教 土屋忍 助教

島田栄理遺 診療助教

予防歯科学分野 (8327) 板 垣 祐 介 診療助教

小関健由 教授

薦藤恵一 助教 顎口腔矯正学分野 (8374) 

石河理紗 研究助教 溝口到 教授

〈予防歯科) 北浦英樹 准教授

丹田奈緒子 助教 吉田倫子 助教

百々 美奈 助教 〈矯正歯科〉

福 永 智 広 講師

小児発達歯科学分野 (8382) 佐々木紀代 助教

福本敏 教授 大柳俊仁 助教

山田亜矢 准教授 佐々木聡史 診療助教

星川聖良 研究助教

〈小児歯科)

斎藤幹 講師

丸谷由里子 講師

日野綾子 助教

中村友昭 診療助教
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病態マネジメント歯学講座

口腔生理学分野 (8292) 顎顔面・口腔外科学分野 (8350) 

中井淳一 教授 高 橋 哲 教授

安藤恵子 准教授 山内健介 准教授

千葉美麗 講師 永井宏和 准教授

工藤忠明 助教 松 井 桂 子 助教

三 浦 桂一郎 助教

瀬繍衆 助教

歯科薬理学分野 (8311) 〈歯科顎口腔外科〉

若森実 教授 千葉雅俊 講師

中村卓史 准教授 森 士 朗 講師

宮下仁 講師

野上晋之介 講師

口腔病理学分野 (8303) 江副祐史 助教

熊本裕行 教授 武田裕利 助教

驚藤悠 助教 森 島 浩 允 助教

梶田倫功 診療助教

岩 間 亮 介 診療助教

歯科医用情報学分野 (8390) 歯科口腔麻酔学分野 (8420) 

飯久保正弘 教授 7.1<田健太郎 教授

圧司憲明 講師 星 島 宏 准教授

古内毒事 助教 〈歯科麻酔落痛管理科〉

官原由美子 助教 田中志典 講師

安 田 真 助教

〈顎口腔画像診断科〉

小嶋郁穂 講師 総合歯科診療部 (8434) 

熊坂晃 助教 菊池雅彦 教授

嶋田雄介 診療助教 泉田明男 助教

佐藤 しづ子 助教

王鋭 助教
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リハビリテーション歯学講座

口腔器官解剖学分野 (8283) 分子・再生歯科補綴学分野 (8363) 

市川博之 教授 江 草 宏 教授

佐藤匡 講師 山田将博 准教授

矢島健大 助教 原田章生 助教

清水良央 助教 大川博子 助教

佐野 有哉 研究助教 〈暁合修復科〉

新 部 邦 透 講師

顎口腔組織発生学分野 (8287) 奥山弥生 助教

笹野泰之 教授 長 崎 敦 洋 助教

山口恵 助教 勝 田 悠 介 診療助教

YANG MU CHEN 研究助教

加齢歯科学分野 (8396) 

歯科生体材料学分野 (8317) 服部佳功 教授

高田雄京 ;雀教授 田中恭恵 助教

高橋 正敏 助教 小宮山貴将 助教

伊藤佳彦 研究助教

顎口腔機能創建学分野 (7635) 〈口腔機能回復科〉

鈴木治 教授 山口哲史 講師

潰井瞭 助教 猪 狩 洋 平 助教

沼崎 貴子 助教

口腔システム補錨学分野 (8369) 

佐々木啓一 教授

小川徹 准教授

白石成 助教

日原大賞 助教

〈岐合回復科〉

依田信裕 講師

天雲太一 講師

重光竜二 助教

宮下牧子 診療助教
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イノベーションリエゾン歯学講座 (協力講座)

国際連携雄進部門

洪光

地域展開部門

相田潤

洪光

HUANG CUI 

金高弘恭

相田潤

員柳弦

山田由香利

SUN LU 

LlMRAKSASIN PHOONSUK 

草間太即

地域口腔健康科学分野

口腔腫療制御学分野

堀内久徳

機能画像歯科学分野

瀧靖之

(8259) 

教授

教授

異分野融合部門

金高弘恭

歯学イノベーションリヱゾンセンター

教授 (国際連携推進部門)

教授 (国際連携推進部門)

教授 (異分野融合部門)

教授 (地域展開部門)

助教

助教

研究助教

研究助教

研究助教

先端再生医学研究センター

地域医療支捜部門

口腔腫簿病態学講座(協力講座)

(8263) 

教授 (東北メデイカル ・メ ガパンク機構)

(8415) 

教授

(8556) 

教授 (スマー卜・ ヱイジング学際重点研究センタ一)
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生体融合素材学分野

生体機能素材学分野

生体再生歯工学分野

鎌倉慎治

菅野太郎

中村圭祐

石山希里香

高木智

松下健二

新飯田俊平

新生体素材学講座 (協力講座)

生体再生歯工学講座 (協力講座)

教授 (医工学研究科)

先端フリーラジカル制御学共同研究購座

教授

准教授

助教

白土翠

宍戸駿一

次世代歯科材料工学寄付講座

口腔免疫病態制御学講座 (連携講座)

客員教授 (国立国際医療研究センター研究所)

長寿口腔科学講座 (連携講座)

客員教授 (国立長寿医療研究センター研究所)

客員教授 (国立長寿医療研究センター研究所)

その他 (各種事業関係教員)

インターフェイスプロジェクト支援室

西岡 貴窓 助教
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東北大学病院歯科診療部門

〈総合歯科診療部〉 〈歯科医療管理部〉

菊池雅彦 教授 小林洋子 助教

泉田 明男 助教 渡辺 隼 助教

佐藤 しづ子 助教

王鋭 助教 〈顎顔面口腔再建治療部〉

小山重人 准教授

〈障がい者歯科治療部〉 佐藤奈央子 助教

高橋温 助教

〈歯科インプラントセンター〉

〈周術期口腔健康管理部〉 佐藤智哉 診療助教

泉田 一賢 助教

互野 亮 診療助教
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14.歯学部・歯学研究科学生相談室

歯学部 ・歯学研究科では、学部学生および大学院学生を対象として学生の抱える問題に対処す

べく「学生相談室Jを設けております。勉学、進路、 生活に関することはもとより 、宗教団体へ

の強制勧誘、セクシュアルハラスメント等々、相談に応じ、必要があればしかるべきサービスや

専門家の紹介もいた しますのでできるだけ早く相談してください。

相談内容は秘密事項と して扱われますが、相談室のみでは解決できない事柄の場合、相談者の

了承のもとに関連する教員や委員会と協議することがあります。

相談時間 :担当委員と相談者の都合により随時行います。

受 付:教務係(電話 022-717-8248; e-mail: soudan@dent.tohoku.ac.jp) 

相談員 :[学部学生]学部教務委員会委員長、学年担当教務委員、学生支援専門委員会委員長

[大学院生]大学院教務委員会委員長
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15. 歯学部・歯学研究科教員(講師以上)オフィスアワー

エコロジー歯学講座

口腔生化学分野 (8295) 

高橋 信博 教授 月曜日 16時""""17時

鷲尾純平 講師 火曜日 16時.......，17時

口腔分子制御学分野 (8321) 

菅原俊二 教授 月曜日 16時""""17時

黒石智誠 講師 木曜日 17時.......，18時

多田浩之 講師 金曜日 16時.......，17時

歯内歯周治療学分野 (8336) 

山田 聡 教授 月曜日 16時""""17時

根本英二 准教授 火曜日 15時.......，17時

〈歯周病科〉

鈴木茂樹 講師 火曜日 16時.......，17時

歯科保存学分野分野 (8343) 

粛藤正寛 教授 月曜日 16時.......，17時

地域共生社会歯学講座

国際歯科保健学分野 (7638) 

小坂健 教授 木曜日 16時.......，17時

歯科法医情報学分野 (8269) 

鈴木敏彦 准教授 木曜日 7時30分.......，9時

予防歯科学分野 (8327) 

小関健由 教授 火曜日 15時""""16時

小児発達歯科学分野 (8382) 

福本敏 教授 火曜日 16時.......，17時

山田 E矢 准教授 水曜日 16時.......，17時

〈小児歯科〉

斎藤幹 講師 水曜日 16時.......，17時

丸谷由里子 講師 水曜日 16時.......，17時
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頭蓋顔面先天異常学分野 (8379) 

五十嵐薫 教授 金曜日 16時~17時

〈顎口腔機能治療部〉 (8277) 

西村害晃 講師 (事前に要連絡)

顎口腔矯正学分野 (8374) 

溝口到 教授 (事前に要連絡)

北浦 英樹 准教授 月曜日 16時~17時

〈矯正歯科〉

福 永 智 広 講師 火曜日 16時~17時

病態マネジメント歯学講座

口腔生理学分野 (8292) 

中井淳一 教授 (事前に要連絡)

安藤恵子 准教授 (事前に要連絡)

千葉美麗 講師 木曜日 16時~17時

歯科薬理学分野 (8311) 

若森実 教授 木曜日 17時~18時

中村卓史 准教授 水曜日 15時~16時

口腔病理学分野 (8303) 

清水良央 助教 月曜日 16時~17時

歯科医用情報学分野 (8390) 

飯久保正弘 教授 月曜日 16時~17時

圧 司 憲 明 講師 水曜日 16時~17時

〈顎口腔画像診断科〉

小嶋都穂 講師 金曜日 16時~17時

顎顔面・口腔外科学分野 (8350) 

高橋哲 教授 水曜日 16時~17時

山内健介 准教授 月曜日 16時~17時

永井宏和 准教授 月曜日 17時~18時

〈歯科顎口腔外科〉

千葉雅俊 講師 金曜日 16時~17時

森士朗 講師 月曜日 16時~17時

宮下仁 講師 (事前に要連絡)

野上 晋之介 講師 木曜日 16時~17時
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歯科口腔麻酔学分野 (8420) 

水田健太郎 教授 月曜日 16時~17時

星島 宏 准教授 (事前に要連絡)

〈歯科麻酔嬉痛管理科〉

田中志典 講師 月曜日 16時~17時

総合歯科診療部 (8434) 

菊池雅彦 教授 月曜日 16時~17時

リハビリテーション歯学講座

口腔器官解剖学分野 (8283) 

市川 博之 教授 火曜日 16時~17時

佐藤匡 講師 火曜日 16時~17時

顎口腔組織発生学分野 (8287) 

笹野泰之 教授 金曜日 17時~18時

歯科生体材料学分野 (8317) 

高田 雄京 准教授 水曜日 16時~17時

顎口腔機能創建学分野 (7635) 

鈴木治 教授 火曜日 16時~17時

口腔システム補綴学分野 (8369) 

佐々木 啓一 教授 月曜日 16時~17時

金曜日 16時~17時

小川徹 准教授 水曜日 16時~17時

〈唆合回復科〉

依田信裕 講師 木曜日 16時~17時

天雲太一 講師 木曜日 16時~17時

分子・再生歯科補綴学分野 (8363) 

江草 宏 教授 火曜日 16時~17時

山田 将博 准教授 木曜日 17時~18時

〈唆合修復科〉

新部邦透 講師 水曜日 17時~18時

加齢歯科学分野 (8396) 

服 部 佳 功 教授 木曜日 16時~17時

〈口腔機能回復科〉

山口哲史 講師 金曜日 16時~17時
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歯学イノベーションリエゾンセンター

国際連携推進部門

洪 光

異分野融合部門

金高弘恭

地域展開部門

相田潤

地域口腔健康科学分野

口腔腫嬉制御学分野

堀内久徳

機能画像歯科学分野

瀧靖之

生体再生歯工学分野

鎌倉慎治

〈顎顔面口腔再建治療部〉

小山 重人

教授 火曜日 16時"""""17時

教授 木曜日 16時..........17時

教授 月曜日 16時"""""17時

先端再生医学研究センター

地域医療支援部門

口腔腫癌病態学講座(協力講座)

(8263) 

教授 (事前に要連絡)

(8556) 

教授 (事前に要連絡)

生体再生歯工学講座 (協力講座)

(8235) 

教授 木曜日 16時..........17時

東北大学病院歯科診療部門

准教授 木曜日 16時..........17時
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16.歯学部・歯学研究科建物案内

基醐時撤 (A棟)

8階 口腔生化学分野、口腔分子制御学分野

7階 歯科薬理学分野、口腔生理学分野

6階 口腔器官解剖学分野、顎口腔組織発生学分野

5階 国際歯科保健制湖、 μ腔微生物学分野

4階 口腔病理学分野、歯科生体材料学分野

3階 A3講義室、 A3セミナー室、生化・細菌実習室、環境歯学研究センタ}

2階 図書室、 自習室、生理・薬理実習室

1階 A1講義室、歯科法医情報学分野

地s皆 学生ロッカ一室(男子)

実習講義棟 (B棟〉

B4講義室、B4実習室、B4準備室、B4セミナー室

83講義宝、 B3実習室、 B3準備室(1)、B3準備室(2)、B3セミナー室

B2講義室、 B2実習室、車断後準備室、病理準備室、理工測定室、 B2セミナー室

B1講義室、 B1実習室、実習準備室、暗室、X線室、教員控室、処置室、ホーノレ

臨床研矧兼 (C棟〉

8階 歯科イ呆存学分野、歯内歯周治療学分野、感染予防対策治療部、顎口腔機能治療部

7階 口腔システム補綴学分野、分子・再生歯科補綴学分野

6階 加齢歯科学分野、歯科医舟情報学分野、顎顔面口腔再建治療部

5階 顎顔面・口腔外科学分野、頭蓋顔面先天異常学分野

4階
総合歯科診療部、障害者歯科治療部、顎口腔矯正字分野、予防歯科守分野、歯学イノパーションリプーゾンセンター(具

分野融合部門)

3階
顎口腔機能創建学分野、小児発達歯科学分野、次世代歯科材料工学共同研究講座、先端フリーフジカノレ制御学共

同研究諮座、医工学研究科、 C3セミナー室

2 1~き 歯科口腔麻酔学分野、教育ラボ2、臨床実習生控室

1階
事務室、学生フウンジ、歯学イノベーションリエゾンセンター(国際連携推進部門)(地域展開部門)、大会議室、小会議 l

室、 C1セミナー室、食堂

地階 学生ロッカー室(女子)

第二臨床研究棟 (D梯

2階 IPBL@----⑦

1階 IPBL①~③
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